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　　プロローグ







　アメリカ北西部の郊こう外がい。

　ジョーンズさんが車を走らせていた。

　夜の田舎いなか道みちなもんだから警察が目を光らせている可能性も少ない。

　そしてジョーンズさんはスピードが好きだった。

　さらにお酒も好きだった。

「ういい」

　酔よっ払ぱらったジョーンズさんは酒さけ臭くさいゲップをかました。

　カーステレオから聞こえるカントリー・ミュージックに耳を傾けながら、アクセルをがしがしと踏みつけた。

　結果。

　事じ故こった。

　大きく道路を外はずれるとガードレールをぶち破って崖がけ下したに転落する。

　フライドポテトとリブアイステーキで育てられたジョーンズさんの巨体が窓ガラスを突き破った。

「うぅぅぅぅぅ」

　滅めつ多たに人も来ないような崖がけ下したで、ジョーンズさんは呻うめき声を上げた。

「誰だれか………」

　ジョーンズさんが助けを求める声は誰にも届かなかった。

　流れ出るジョーンズさんの血液が、大地にしたたり落ち、吸い込まれていった。

　ズズ。

　血液をしみ込ませた大地からぼろぼろになった右腕が突き出されたのを見た人物はいなかった。













　　第一章　大遅刻
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　アメリカの某ぼう国際空港。

　搭とう乗じよう口ぐち脇わきの椅い子すにふんぞり返っている辰たつ太た郎ろうがいた。

　勤務している旅行代理店の研修で渡米していたのだ。

　まだ搭乗時刻までには少し時間があった。

　しかし、彼は暇ひまという言葉があまり好きではなかった。っていうか親の仇かたきのように大だい嫌きらいだった。

　彼の息子むすことは正反対にボ～ッとできない性格なのだ。

　幸い、今回は現地の闇やみ市いちで購入したビデオカメラがあったので、彼はそれをいじくって時間を潰つぶしていた。

「楽しそうですね。何かあるんですか」

　不ふ意いに辰たつ太た郎ろうは話しかけられ、ビデオカメラをいじくる手を止めた。

　隣となりを見る。

　外人だった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、少々顔色が悪いことをぬかせば体格もしっかりとした紳しん士しだった。

「分かります？」

　しっかりとした保証書付きの日本語で話しかけられた辰太郎はしっかりとした血統書付きの日本語で答えた。

「実はね、明日卒業式なんですよ」

「へぇ」

「その映像を残しておこうとね。買ってはみたんだが……ど～～～もこ～～ゆ～～～機械は苦にが手てでね。俺おれなんかは、一昔前の人間だから」

「はは、私も同じですよ。今でこそ平然を装よそおってますがね、目覚めた時はあまりにもの世間の変へん貌ぼう振りに戸と惑まどいました」

　外人は気持ちのいい笑い声を響かせた。

「何かのカルチャースクールの卒業式ですか？　ビジネススクール？」

　尋たずねられた辰太郎はしばしぽかんとしていた、がすぐに笑いだす。

「俺じゃないんだ」

　辰太郎は誤解の結び目を解ほどいた。

「俺の愚ぐ息そくのね、高校の卒業式なんだ」

「そうだったんですか？　それは失礼しました」

「いいってことよ。俺も若く見えたってことだ」

　辰太郎はビデオカメラのレンズのキャップを閉めるとポケットから財布を取り出した。

「こいつが俺の愚息だ」

　一枚の写真を取り出す。

　外人ってのは常に家族の写真を持ち歩く奴やつが多いから、辰太郎もそれに合わせているのだ。

「拝見します」

　外人は写真を受け取ると目を落とした。

　なかなか面白い写真だった。

　情けない顔をした青年が餅モチをついている光景。

　普通の餅つきと違うのは情景が薄暗い夜であることと、青年が餅にからまれて泣いていること。

　外人の目が開かれた。

　餅にからまれる青年の脇わきに視線が固定された。

「この娘達は」

　外人は固い口調で、写真に写る二人の少女を指さした。

「ああ、この二人はね。息子むすこがどっかから拾ってきた女の子とその妹だ。ま、いずれ俺おれの娘になるって関係かな」

　辰たつ太た郎ろうはニヤリと微笑ほほえんだ。

　と、辰太郎の腰の辺あたりからピピピピと携けい帯たいの鳴る音が聞こえる。

「ちょっと失礼」

　辰太郎は携帯を耳に当てた。

「はいもしもし」

　辰太郎の顔色が変わった。

　険けわしい顔つきとなった。

　ここ数年見られなかった表情だ。

「確かなのか？」

　辰太郎は固い声で聞き返した。

　しばし向こう側からの一方的な言葉が続く。

　組織がどーのこーの、隠かくされた兵器がどーのこーの、なんかものすごくいかがわしい単語が並べられていた。

「分かった。悪かったな。いろいろ調べてもらって」

　辰太郎の口元に笑みが浮かんだ。

　自じ嘲ちよう気味な笑いだった。

　それは、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに草をかき分けて歩く傍はた迷めい惑わくな顔つきではなかった。

　何かを心に決めた、男の顔つきだった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがこの表情を見たなら間違いなくこの言葉を言っただろう。

　何か悪いもんでも食べた？

「ケジメをつけに行くさ」

　辰太郎は最後にそれだけ呟つぶやくとスイッチをオフにした。

　しばし無言で沈ちん思しした。

　彼が何を考えていたかは分からない。

　これから乗る飛行機の機内食のメニューでないことだけは確かだった。

「仕方ないな」

　辰太郎はやれやれと首を振ると電話のボタンを押した。

　しばしの呼び出し音、聞き慣れた声が響く。

　おそらく世界で一番ぼ～～っとできる青年の声だ。

「ああ、森写歩朗か？」

　辰太郎は申し訳なさそうに言った。

「悪い、明日の卒業式、出られなくなった」




　辰たつ太た郎ろうが息子むすこに言い訳をしている間中、外人の瞳ひとみは写真に向けられていた。

　ついている餅モチにからめられて泣いている青年の姿ではない。

　その脇わきで大笑いしてる赤毛のお子様と、心配そうに駆け寄って餅と格かく闘とうしている銀ぎん髪ぱつの少女の姿に。

「やっと見つけたよ」

　外人は口元にかすかに笑みを浮かべると静かに呟つぶやいた。

　それはとても優やさしい呟きだった。




　　　　２




　時間を少し遡さかのぼらせる。

　深夜のマンション矢や吹ぶきの八階の花はな丸まる宅たく、まだ明かりが点ともされていた。

「先日、アメリカ北西部、郊こう外がいの村、エルクグローブで発生した、住民一いつ斉せい貧ひん血けつの原因はまだ解明されていません」

　テレビでは深夜ニュースをやっていた。

「全員貧血ねぇ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは何気なくテレビを見つめつつ呟いた。

「そりゃほうれん草食べなきゃいけないなぁ」

　森写歩朗は横目でジルを見た。

　ジルは険けわしい顔をしていた。

「どうしたの？」

「え、ちょっと、聞き覚えがある土地名だったから」

「住んでたのか？」

「ううん。何でもない。気にしないで。それより明日の準備してたんでしょ」

「そうだそうだ」

　森写歩朗は視線をじゅうたんの上の学生服へと向けた。

「学生服よ～～～し」

　森写歩朗は床ゆかに広げた学生服を指さした。

　新品同様ピカピカに輝いている。

「ティッシュ、ハンカチ、ちゃんと入ってるな。何があるか分からないからな」

　森写歩朗はチェックを終えると満足げに頷うなずいた。

「まぁ、ないとは思うが一いち応おうやっとくか」

　森写歩朗はそう呟くと学生服のボタンを磨みがき始めた。

　少し離れたところで椅い子すに腰掛けながらジルはその様子を不思議そうに見つめていた。

「ねぇ、森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　見かけは十五、六だけど実は現在百六十八歳っていう吸きゆう血けつ鬼き、ジルは口を開いた。

「どうしてボタンを磨みがいてるの？」

「日本には古こ来らいからね」

　森写歩朗はあくまでボタンを磨きながら答えた。

「憧あこがれてる先せん輩ぱいのボタンをもらうって習慣があるんだ」

「ふぅぅぅん」

　ジルはこくこくと頷うなずいた。

「ま、この僕のボタンを取りに来るなんて、天地がひっくりかえってもありえないとは思うけど、世の中不思議なことばかりだからな。一いち応おう」
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　森写歩朗はふと手を止めた。

　確かに世の中不思議なことばかりだ。

　一年前の自分は、現在の状況を想像できただろうか？

　吸血鬼と同居してるという現実を。

　今現在、三月の半なかば、計算するとジルが居い候そうろうを始めてからすでに半年が経たっている。

　時が経つのは早いというか、まさにその通りだ。

「こうやって、高校生活も終わっていくんだなぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはしみじみと呟つぶやいた。

「思えば長い道みち程のりだった。担任教師から真ま顔がおでもう一年やるかと聞かれた時には背中が凍こおる思いだった。しかしその後の努力の甲か斐いあって、ついに卒業できることが決定したのだ！」

　森写歩朗はソファーに立つとガチッとポーズを決めた。

　パチパチパチパチ。

　ジルは拍はく手しゆした。

　たかが卒業、と思われるかもしれないが、劣れつ等とう生せい森写歩朗にとっては高くも険けわしい道程だったのだ。

「おめでとう。森写歩朗」

「ありがとうジル。これもジルとサフィーちゃんのおかげだよ」

　森写歩朗はジルの手を握にぎった。

「期末テスト、ジルとサフィーちゃんの勘カンが当たらなければ、僕はあんな高得点をとることはできなかった」

　握った手をぶるんぶるんと振られながら、ジルは苦笑した。

　本当にあれで良かったのだろうか？

　ジルは自問した。

　三学期の期末テスト問題を校舎に忍しのび込んで奪うばってきたときのことを思い出したのだ。

　もちろんそのことを森写歩朗は知らない。言い出しっぺはジルの姉、サフィーだし、行動は極秘のうちに行われた。

　森写歩朗は、二人の山ヤマが当たったとしか思っていない。

　元来自分は疑っても人は疑わないっていうお気き楽らくでお人好しな奴やつだからこれからもバレることはないだろう。

「ま、いいか」

　ジルは一人で納なつ得とくした。

　森写歩朗が喜んでるんならそれでいい。

　コソ泥どろみたいな真ま似ねをした甲か斐いがあったというものだ。

「卒業式、明日なんでしょ。早く寝た方がいいんじゃない」

「ああ、それなんだが、肝かん心じんな人物が帰ってこなくて心配してるんだ」

「肝心な人物？」

「父兄席に座るとある人物さ」

「あぁ」

　確かに奇妙だ。森写歩朗の卒業式には帰ると公言して一週間前に仕事に行ったはずなのに。

　予定ではそろそろ自宅についてもいいはずだ。

「ま、大方どっかの飲み屋で倒れてるんだと思うけどね。仕事が延のびてまだ海の向こうにいるかもしれん。でもまぁ、あれだけ帰ってくるって言ったんだ。卒業式までには帰ってくるだろう」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは立ち上がった。

「さて、寝るか。ジル。御飯食べに行かなきゃならんのじゃないか」

「うん、これから行く」

「気をつけてな。じゃおやすみ」

　寝室へ向かおうとした時だった。

　プルルルルルルルルル。

　電話が鳴った。

　夜十一時に電話とは少々珍めずらしい。

「きっと父さんだよ」

　森写歩朗は受話器を取り上げた。

「もしもし、なんだやっぱり父さんだったのか」

　森写歩朗の予感が当たっていたらしい。

「何やってるんだよ。明日は九時から………」

　ジルは森写歩朗の沈ちん黙もくを不思議そうに見つめた。

「………そうか。分かった」

　それだけ吐はき出すと森写歩朗は受話器を置いた。

「どうしたの？」

「いや、大したことないよ。たださ、明日の卒業式、出られなくなったって」

「えぇぇぇぇ！」

　ジルは驚いた。

「日本行きの飛行機に乗ろうとしてたら急用が出来たって」

「ひどい」

　森写歩朗の実父、花はな丸まる辰たつ太た郎ろうの無責任さは何も今始まったことではない。きっと有史以前から続いていることなのだろう。

　アンモナイトよりも歴史は深いかもしれない。

　それにしたって一人ひとり息子むすこの高校の卒業式まで欠席するとは。

　森写歩朗に進学の予定はない。いわばこれが彼の学生生活最後の卒業式なのだ。

　ジルは憤ふん慨がいした。

　辰太郎のいい加か減げんさに呆あきれることはあっても憤慨したのは今回が初めてだった。

「別にいいよ。父さんだって忙いそがしいんだ。急な仕事が入ったのかもしれない」

「森写歩朗は平気なの？」

「平気だよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは自分の脳味噌よりも軽くカラカラ笑った。

「親がいないと寂さびしくて何もできないって子供でもないしね。こっちは卒業証書だけもらえればそれで満足なんだ」

　森写歩朗は改めて矛ほこ先さきを寝室に向けた。

「じゃ、お休み。それからサフィーちゃんに会ったら言っといて。コントローラ新しいの買ったけど、今度は壊こわすなって」

　寝室に入っていく森写歩朗をジルは見つめた。

　森写歩朗、ああは言っているが心の底では寂しくてたまらないに違いない。

　私に心配をかけまいと。

　ジルは胸が痛くなるのを感じた。

「ただいまぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　窓がガラガラと開かれる音とともに赤毛の女の子が飛び込んでくる。

　見かけこそ七、八歳だが、実際はジルよりも長く生きてるお姉さんだ。

　見かけだけでは信しん憑ぴよう性せいは全くなかった。

「いやぁぁぁ、今日は運が良かった。駅前を歩いてたらね、目メ茶チヤ苦ク茶チヤ格かつ好こういい奴やつがいたのよ」

　サフィーは味の余よ韻いんを確かめるように真っ赤な舌したで唇くちびるを嘗なめた。

「いつもあんなのがいれば、食事に困らないんだけどね」

　そこでサフィーはテーブルに置かれた真新しいＴＶゲームのコントローラーに気がついた。

「あぁ、トナ買ってきてくれたんだ。この間つい白熱して砕くだいちゃったのよね」

　サフィーは早さつ速そくコントローラーを接続。

「それじゃ続きを」

　サフィーは画面を見つめた。

「ねぇ、トナは。起きてたらここの攻こう略りやくのこと聞きたいんだけど」

　サフィーは顔を上げた。

　そこでやっと彼女は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす妹に気がついた。

「ん、どうしたのよ」

　大きく手を振り上げてぴらぴらと振って見せる。

「明日ね、森写歩朗の卒業式なの」

「知ってるわよ。そんなこと」

「でも、父兄が誰だれも参加しないの」

「へぇぇぇぇぇぇぇぇぇ。結局、パパさん間に合わなかったのか」

「かわいそう」

「ま、気きの毒どくな話よね」

　ジルは無言で立ち尽くしていた。

　サフィーはポリポリと頭を搔かいた。

「ねぇ、あんたが何考えてるか分かるけど、止めといた方が無難だわ」

「え？」

「大おお方かた自分が父兄として出席しようとでも考えてるんでしょ」

　ジルはよろめいた。

「姉さん……どうしてそれを…。もしかして読心術？」

「何百年あんたの姉やってると思うのよ。あんたの単純な思し考こうくらい読めるわ」

「サングラスして、ちゃんと肌はだを隠かくすような服を着ていけば、なんとかなるような気がするの。体育館でしょ」

「いくら直射日光が防げるっていっても、昼間なのよ。それに根本的な問題として、どうやって学校まで行くのよ」

「え？」

「ここから学校まで行くには、太陽が照りつける下を通過しなくちゃならないのよ」

　太陽が照りつける下、これは人間にとっては原発事故直後のチェルノブイリと同義語なのだ。

　ジルは押し黙だまった。

　確かにそれは大きな問題だ。

「明日空が曇くもるなんて保証もないし、諦あきらめなさい」

　ジルはまだ日本海かい溝こうの貝のように考え込んでいた。

「ねえ、姉さん。日光に当たらなきゃ学校まで行けるってことでしょ」

「そうよ。でも卒業式は昼からなんでしょ。まだ太陽はがんばってるわよ」

「だったら太陽が出てない時に行けばいいじゃない」

「出てない時」

　サフィーは無意識に外を見つめていた。

　夜だった。

　サフィーは妹の顔を見つめて目で聞き返した。

　コックリ。

　ジルは深く頷うなずいた。

「やれやれ」

　サフィーは鷹おう揚ように首を振った。

　その夜、二つの影がマンションとは名ばかりのアパート八階から飛び立った。

　目撃者はいなかった。




　その頃ころ、森しん写じや歩ぶ朗ろうは。

　ガ～～～～～グ～～～。

　気持ちよさそうにしっかり眠っていた。

　辰たつ太た郎ろうが卒業式に出席できないことなど、全然なんともちっとも気にしてなかった。

　放任主義で育てられた森しん写じや歩ぶ朗ろうの極ごく意い。

〝父さん元気で留る守すがいい〟

　なのである。




　　　　３




　天気は晴れ。

　卒業式日和びよりだった。

　三みつ石いしは卒業生受付にちょこんと立っていた。

　彼女は係員なのだ。卒業生に名前の入った花ピンをとめてあげるのが彼女の重要なお仕事なのだ。

「お早よう。三石ちゃん」

「あ、お早ようございます。倉くら地ち先せん輩ぱい」

　悠ゆう然ぜんとやって来た女性に三石はペコリと頭を下げた。

「どうしたんです。遅おそかったですね。もうすぐ式始まっちゃいますよ。急いでください」

「ちょっとね。どの服着ていこうか迷まよっちゃって」

　倉地は相変わらず高級そうな服に身を包んでいた。殺人的に似合ってるところがさすがだった。

「うわぁ、今日のワンピース素す敵てきですね。こんなの見たことない。オートクチュールですね」

「分かる？」

　倉地はさりげなくポーズを決めた。

　が、すぐにはぁぁぁとため息を吐はき出す。

「どうしたんですか？」

「結局目標を達成できないまま卒業すると思うとね」

「目標？」

　もちろん聡そう明めいな三石にはすぐにピンとくる。

「花はな丸まる先輩のことですね」

「そう。あいつもう来た？」

「いえ、まだですけど」

「あいつにまともな美的感覚を教え込むために毎日血の滲にじむような努力を続けてきたけど、全然全く進歩がなかったわ」

「そんなことないと思いますよ。床とこ屋やと美容院の区別がついただけでも」

「ノミの一歩だわ！」

　倉くら地ちは叩たたき付けるようにそう言うとまた大きなため息を吐はき出した。

「冗じよう談だん抜きで、あいつを調教するのには三百年くらいかかるかもしれないわね」

「気の遠くなるほど長い年月ですね」

「あぁ、どうして人間って三百年生きれないのかしら」

　倉地は、真剣な表情で呟つぶやいた。

「まぁまぁ。そんなに生きたら化ばけ物ものですよ。それに花はな丸まる先せん輩ぱいともう会わないってわけじゃないんですから。可能性がなくなったわけじゃ」

「時間よ。時間の問題なのよ」

　倉地はぶつくさ呟きながら足取り重く廊ろう下かを歩いていった。

「結局。成じよう仏ぶつできないまま卒業になっちゃいましたね」

　三みつ石いしは倉地の背中に向かって静かに手を合わせた。

　と、玄関の方からばたばたと慌あわただしい音が聞こえてくる。

「遅ち刻こくだ～～～～」

　情けない悲鳴も一いつ緒しよだ。

　あんなお約束な台詞せりふを叫べる奴やつは、この学校には一人しかいない。

「花丸先輩。お早ようございます」

「あぁ、三石ちゃん。お早よう。ねえ遅おくれてないか？　起こしてくれる人がいなくなっちゃって目覚ましも故障してて」

「急いだ方がいいですよ。もう卒業生入場の時間ですから」

　三石は森しん写じや歩ぶ朗ろうの胸にピンで花丸森写歩朗と書かれた花を止めた。

「倉地先輩はちょっと前に来ましたよ」

「そうか」

「なんだかものすごく思いつめた顔してました」

「できれば顔を合わせたくないなぁ」

「そんなこと言わないでくださいよ。これでお別れなんですから」

「卒業式にまで生なま傷きずを作って悪い思い出を残したくないんだ」

「まぁ気持ちは分かりますけどね」

　三石はため息を吐はき出した。

「見てて悲痛なものを感じましたよ。時間がない時間がない時間がないってうわ言のように繰り返して」

　三石は森写歩朗の手を取ると強く握にぎった。

「今日がラストチャンスです。花丸先輩。倉地先輩を成仏させてください」

「努力するよ。でもなぁ」

「いいですか？　今日のポイントはオートクチュールのワンピースです！」

「オートクチュール？　何だよそれ」

「最新流行の高級な洋服のことです。意味なんか覚えなくてもいいですからとにかく名前だけ暗記してください。オートクチュールですからね！」

　三みつ石いしは名簿の脇わきにオートクチュールと書くとその部分を破って森しん写じや歩ぶ朗ろうの手に握にぎらせた。

「オートクチュールだな。いくら僕でもそれくらいなら大丈夫さ。オートクチュール、オートクチュール。覚えたぞ」

「オートクチュールのワンピース。素す敵てきだね。この一言でいいんです。今日を倉くら地ち先せん輩ぱいの命日にしてくださいよ」

「任せときなって。会ったらちゃんと言っとくよ」

　森写歩朗はカラカラカと笑うとその場を後にした。

　その後ろ姿を見ながら三石は呟つぶやいた。

「ものすごく不安」

　確かに、頷うなずける話だった。




「ん？」

　ジルは目を覚ました。

　体がだるいことから昼間ということが予測できる。

　昔しばし身を潜ひそめたことのある屋根裏にてジルはゆっくりと身を起こした。

「いけない！」

　ジルの目が大きく見開かれた。

　寝過ごしたという事実に気がついたのだ。

　ジルは慌あわてて脇に眠るサフィーを揺ゆり起こした。

「何よ。まだ朝じゃない」

　サフィーはゴロリと寝返りを打った。

「ちょっと姉さん。私達が何しにここに来たのか忘れたの？」

「え～～と。確か、トナの卒業式に父兄として参加する」

「だから早くしてよ。時計置いてきちゃったから時間分からないけど、寝坊しちゃったみたいなのよ」

「ふわぁぁぁぁぁぁぁ」

　サフィーは大あくびをして起き上がった。

「仕方ないわね」

　二人は日ひ除よけのコートを羽は織おり、サングラスをはめ、帽子をかぶった。

「姉さん。なんだか私達、卒業式へ行くっていうか……」

「敵の秘密基地に爆弾をしかけに行くって感じの格かつ好こうよね」

　二人はお互いの出いで立たちをしげしげと見つめてから同時に呟つぶやいた。

「ま、いいか」

　通つう風ふう孔こうから抜け出ると日ひ陰かげの部分をつたって校舎内へと進入、発見されないよう神経を張り巡らせたまま壁かべつたいに歩行。物音がしたら潜せん伏ぷくしてやりすごす。

「ねえ、姉さん。別に私達泥どろ棒ぼうに入ったわけじゃないんだから、普通に歩いていってもいいんじゃない」

「分かってるわよ。ただ何かこの格好してたら無意識のうちにね」

　二人は廊ろう下かの真中を堂々と歩くことにした。

　どっちかって言えば爆弾しかけに行くような格好だ。違い和わ感かんバリバリって感じである。

『父兄受付』

　玄関を横切る時、そう書かれたテーブルが目に映った。

「父兄受付だって」

「一いち応おうやっときましょ」

　怪あやしいジルとサフィーはつかつかと受付に近寄った。

　受付席に座って居眠りをしていた女学生は気け配はいに目を覚ました。

　ジルとサフィーの姿を見るやいなや両手を上げる。

「お願い。殺さないで」

「あのぉ」

　ジルが疲つかれたような声を出した。

「私たち、卒業式に来たんですけど」

「ああ、ごめんなさい。でも卒業生徒の受付は」

「身み内うち」

　サフィーがきっぱりと言った。

「あぁ、父兄さんですね」

　女学生はにっこりと微笑ほほえんでから首を傾かしげた。

　サングラスして帽子かぶって、コートの襟えりたててるからよく見えないが、父兄って年でもないみたいだ。

　ましてや片方なんて見るからにお子様。

　女学生は何な故ぜかたまたま持っていた辞書を開いた。

『父兄　児童・生徒の保護者』

　目の前の二人が保護者とは思えない。

　でもまぁいいか。

　女学生はノートを開いた。

　親がこれなくて兄弟が来るという話も考えられないわけではない。

「え～～～と、誰だれの父兄さんですか？」

「三年三組、花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう」

「え～～と、名前のおかしな花丸さんっと」

　名簿を調べた女学生はしばし首を傾かしげた。

「間違いありませんか？」

「間違いありません」

「いえ、すでに男の人が来てるから」

「な～～～んだ。結局パパさん間に合ったんじゃない」

「やっぱり、そこまで無責任じゃなかったのね」

　女学生は生徒手帳を調べた。

　別に一人の生徒に父兄は一人までって校則で決められているわけじゃなかった。

　椅い子すだってたっぷり用意してある。

「どうぞ」

　二人が歩き出してから少女は首を傾げた。

「でも、うちの学校の卒業生に、外人なんていたかしら」

　最初に来た男も、そして今の二人も、髪かみの色など見れば外人だった。

　女学生は首を傾げ続けた。




「花丸森写歩朗」

「はい」

　名前を呼ばれて立ち上がる。

　しばらくしたらまた座る。

　森写歩朗の追い求めていた瞬しゆん間かんは、あっけなく終了した。

「できれば卒業証書は自分で受け取りたかったな」

　森写歩朗は小声でぼやいた。

　卒業式は順調に進んでいる。中学までならともかく高校の卒業式ってのは、代表者がまとめて卒業証書をもらうのが主流だ。

「まぁ、いいか」

　もうここまでくれば卒業式なんて終わったようなものだ。

　後は在校生代表送る言葉。卒業生代表送られる言葉。父兄代表お祝いの言葉で終了である。

　在校生か……。

　一歩間違えればそちらのサイドに座っていたことを考えると背筋がゾクッとした。

　ステージでは在校生代表の生徒が折りたたんだ紙をやたら長く広げている。

　傍はた目めにも緊張しているのが分かった。死人みたいな顔色をしてるのだ。

「かわいそうに」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは同情した。

　普通の学校は、会長、副会長などの役員が貧びん乏ぼうくじを引いてさらしものになるらしいが、この飯いい波なみ高校では違っていた。

　くじ引きなのだ。

　在校生がクジを引き送そう辞じする奴やつを決める。

　卒業生がクジを引き答とう辞じする奴を決める。

　卒業生がもう一回別のクジを引き当たった生徒の父兄が祝しゆく辞じする。

　親子ともども手に汗あせ握にぎるスリルある展開なのだ。

　そういえば、三年の答辞のクジひいちまった気きの毒どくな奴って誰だれなんだろ。

　森写歩朗はしばし考えた。

　記憶にない、ということは知らないのだろう。

　ま、この送辞が終われば嫌いやでも分かることだ。

「ん？」

　森写歩朗は何やらズボンを引っ張られる感かん触しよくに目を下に落とした。

「しんじゃぶろ～～～～～～」

　墓はか場ばから蘇よみがえったような男が真っ青な顔で倒れていた。

「西にし尾お！」

　どうやら隣となりのクラスの座席から匍ほ匐ふく前進してきたらしい。

「どうしたんだよ。丘に打ち上げられた半はん魚ぎよ人じんみたいな顔して」

「うぅぅぅぅ。俺おれはもう神経が限界なんだ」

　西尾は普ふ段だんからは考えられないような悲痛な声を上げた。

「こんなことを頼めるのはお前しかいない」

「何だよ」

「俺の代わりに答辞ってくれ」

　こいつだったのか。

　森写歩朗は無言で目を逸そらした。

「サヨナラだ。西尾。これまで世話になったな」

「森写歩朗。友達だろぉ。演劇で鍛きたえた心臓でなんとかしろよ」

「こんな時だけ友達面ヅラするなよ。大体どうしてそんなに緊張してるんだよ。合唱部で鍛えてるだろ。心臓は」

「俺の心臓は人前で歌を歌うのには鉄のような耐たい久きゆう力りよくを誇ほこる。しかし人前で喋しやべることに対してはノミの心臓なんだ」

「だったら歌えばいいじゃないか」

「歌う？」

「そうだよ。歌って答とう辞じするんだ」

　西にし尾おは小声で歌い始めた。

「新春のはれやか♪　川のせせらぎが聞こえる今日この頃ごろ♪　私達は卒業しま～～～～す」

「そうそう」

「思い起こせば三年前♪　右も左も分からない私達が♪　この学校の～～門をくぐった～～～」

「いいじゃないか」

　西尾は調子づいた。

　これまで収しゆう縮しゆくしていた心臓が一いつ気きに鉄へと元素変へん換かんした。

　西尾は立ち上がると大だい音おん声せいで歌い出した。

「あ～～あ～～～、いろんな思い出があったぜベイビー（ウオンチュー！）涙をおかずに御飯を食べたあの青春の日々！（アイラビュー！）分からずやの先こうになんか分からねえぜ俺おれの気持ち（ゴートゥーヘル！）くたばれ！　担任の北きた田だ！」

　コカ～～～～ン。

　西尾はくたばった。

　背はい後ごには木さい槌づちを持った四組担任、北田佑ゆう介すけがいた。

「分かりたくね～よ。お前の気持ちなんて」

　北田先生はぐったりとした西尾を引きずって席へと戻もどっていく。

「あの先生？」

「ん、何だ？　花はな丸まる」

「西尾、答辞なんですけど」

「ああ、危なかったな。危あやうく恥はじを曝さらすところだった」

　もう十分すぎるくらい曝してるんじゃないかなぁ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは思った。

「うぅぅぅ、森写歩朗。後は頼んだぞ」

　西尾はそれだけ言うと完全に意識を失った。

「ってなわけだから、お前頼むわ。司会の方には俺が言っとくから」

　北田先生は森写歩朗の肩をポンと叩たたくと去っていった。

　さすが、飯いい波なみ高校の〝暴れん坊将軍〟。

　その後ろ姿に森写歩朗は父親と同じ匂においを感じ取った。

　どこにでもいるんだな。あ～～ゆ～～人は。

「なんてしみじみ思ってるばやいじゃない！」

　森写歩朗はクラス一の秀才有ある賀がに目を向けた。

　これまで幾いく度どとなくこういった場面を乗り越えてきているはずだ。きっと、代わってくれるだろう。

「ゴホゴホッ！」

　有ある賀がはわざとらしく咳せきをした。

　クラスメイトは皆薄はく情じようだった。

「悪い。俺膀ぼう胱こうが痛いんだ」

「肝臓が十二指腸潰かい瘍ようなんだ」

「対人恐きよう怖ふ症しようなんだ」

　代わりを見つける暇ひまもなく、送そう辞じは終わってしまった。

　送辞を終えた生徒は緊張の糸が切れたのかその場で倒れて担たん架かで運ばれていった。

「それでは、卒業生代表…………いいのか？」

　司会の教師もこの替かえ玉だまが適切かどうか悩んでいるようだった。

「花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　やけくそのように名前が呼ばれる。

　森写歩朗は運命を感じた。

「はい！」

　どうにでもなれ！

　森写歩朗はステージに駆け登った。




「え～～～」

　群衆は、群衆だった。

　いかに苦労しようがナスやカボチャには見えなかった。

　もちろんニンジンやゴボウにも見えるわけがない。

　軽く千を超える視線の前にさすがに平然を装よそおうことは難しい。

「ど～～も。初めまして。花丸森写歩朗です」

　森写歩朗は一いち応おう挨あい拶さつした。

「春のうらうらうららかで、川にはおたまじゃくしが一いつ杯ぱい、ってな季節ですね。え～～と」

　あぁ、僕は何を言ってるんだ。

　森写歩朗は気を落ちつかせようと大きく息を吸い込んだ。

　偉えらそうなことを言おうとしても無む理りだ。

　この際、答とう辞じってことは忘れよう。

　森写歩朗は唾つばを飲み干すと、静かに目を開いた。

「え～～～と、僕は今日、なんとか卒業できます。確かに僕は勉強しませんでした。他ほかの人から見ればなんてちゃらんぽらんの学生生活を送ったんだと、思ってることでしょう。でも、僕は後こう悔かいしてません。それは、高校三年間を楽しむことができたからです。普通じゃできない体験もしました。合唱部の誰だれかさんにナイフで命を狙ねらわれたこともありました。ピーマンに追われたこともありました。トナカイになって病院を走り回ったりもしました。妹だと思って誘ゆう拐かいされた赤ん坊を世話したこともありました。一生忘れられない思い出ができたと、思ってます。それだけでも、僕の三年間は、無む駄だじゃなかった……と思ってます」

　皆聞き入っている。

　こりゃなんとかのり切れるかも……。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは内心で一息ついた。

　そんな森写歩朗の目に見慣れた顔がうつった。

　三年六組の席の前の方。

　天てん敵てき、倉くら地ちだった。

　ここいらで成じよう仏ぶつさせといてやるか。

　森写歩朗は大きく、口を開けて、止まった。

　すっかり忘れていたのだ。

　森写歩朗はポケットから紙の切きれ端はしを取り出した。

『オートクチュール』

　よし。

　森写歩朗は声を張り上げた。

「最後に、お世話になった部活の部長に一言」

　森写歩朗は大きく息を吸い込み、大声で言った。

「オートクチュールのグリーンピース。素す敵てきだね」

　三年六組の席から椅い子すが飛んできた。

　避よけうなんて無む理りな話だった。

　森写歩朗は意識を失った。

　前任者と同じく、担たん架かで運ばれることになった。
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　在校生席では三みつ石いしがコメカミを押さえていた。

「救いようがないってこういうことを言うのかしら」

　こういうことを言うのである。




「ったく。どうしてこれだけの距離で迷まようのよ」

「私に言わないでよ。大体姉さんがついといでって言うから私ついていったのよ」

「アタシ目メ茶チヤ苦ク茶チヤ眠いのよ。ちょっとした間違いくらい仕方ないじゃない」

「ちょっとした間違い。一体どれくらいここをうろうろしてると思ってるの」

　姉妹はなかよく校舎を迷っていた。

　これというのも、昼間で朦もう朧ろうとする頭がいけないのだ。

「ほら、あったわ」

　サフィーが誇ほこらしげに言った。

「ちゃんと書いてあるじゃない。卒業式会場って」

「急ぎましょ」

　ジルは体育館の扉ドアに手をかけた。

　この中に、森しん写じや歩ぶ朗ろうがいる。

　晴はれ舞ぶ台たいだ。

　ジルは胸を踊おどらせながら扉を開いた。

　ガラ～～～～～～～ン！

　そんな擬ぎ音おんが響いた。

　ジルは目をパチクリさせた。

　サフィーも目をパチクリさせた。

　体育館はガランとしていたのだ。

　椅い子す等は並べられているが人の姿は…………。

「あの、卒業式は？」

　ジルはマイクを持って歩いてくる学生に尋たずねた。

「卒業式。もう終わったよ。あと三十分したら片づけだから、ちゃんと来るんだよ」

　どうやらジルを在校生だと思ったらしい。

　ジルはがっくりと膝ひざをついた。

「あびょ～～～～～ん」

　無意識に口から出た言葉だった。

「なんだ。終わってたのか」

　サフィーは残念そうに呟つぶやいた。

「せっかく来たのに」

　サフィーは顔を上げた。

　目の前の放送委員らしき学生。

　悪くなかった。

「ねぇ、お兄ちゃん。名前なんて言うでしゅか？」

「え、僕？　小こ島じま礼れ央お」

「う～～ん、いかにもおいしそうな名前でしゅね」

　サフィーはジュルリとヨダレを吸い込んだ。

「ねえ、アタチお願いがあるんでしゅ」

　お子様言葉で擦すり寄る。

「なんだい」

「お腹すいたでしゅ」

「なんだ。仕方ないな。後で購買で焼きソバパンでも買ってあげよう」

「焼きソバパンは嫌きらいでしゅ」

「じゃあ、あんパン」

「死んだ親父オヤジの遺ゆい言ごんであんこがつぶつぶだからあんパンだけは食べちゃ駄だ目めだって言われてるでしゅ」

「クリーム」

「かわいがってたペットのトナカイがクリームパンを喉のどに詰まらせて死んだでしゅ」

「ふ～～～む」

　小島は眉まゆを顰ひそめた。

「それじゃ一体何がいいんだい？」

「それはでしゅね」

　サフィーの口元で鋭するどく尖とがった犬けん歯しがキラリと輝いた。

「お兄ちゃんの血液でしゅ！」

　サフィーはものすごい力で小島をねじ伏せた。

「うわぁぁぁぁぁぁ」

「大丈夫でしゅ。ちょっとだけでしゅ。貧ひん血けつになる程度でしゅ」

　サフィーが食事をする隣となりで、ジルはまだ呆ぼう然ぜんとしていた。
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「もう皆帰ったわよ」

　目を覚ました森しん写じや歩ぶ朗ろうは保健婦の言葉にゆっくりと頷うなずいた。

　額ひたいにまだ痛みがある。

　手を当てると包帯が巻いてあった。

「パイプ椅い子すが当たったんだって？」

　保健婦は笑った。

「しかし、君も本当に最後までいろいろ起こしてくれたね」

「そのつもりはないんだけどね」

　森写歩朗はよいこらしょとベッドから起き上がった。

「それじゃ、お世話になりました」

「元気でね」

　森写歩朗は保健室を後にした。

　ガランとした校舎。

　改めて森写歩朗は見渡した。

　ここに来るのも、今日が最後だ。

　そう考えるとちょっと寂さびしかった。かといってもう一年やるつもりなど毛もう頭とうない。

　森写歩朗はガランとした校舎を出た。

　時刻は三時。

　そのまま校門を出る気にもならず、取とり敢あえず校舎の周りをうろついてみた。

「ここだったな」

　芝生しばふの上に立ち、森写歩朗は呟つぶやいた。

「つまらないギャグを言って跳はね飛ばされたのも、ジルを見つけたのも」

　ちょっとだけ感かん傷しようにひたってから森写歩朗は息を大きく吸い込んで吐はき出した。

「さて、帰るか」

　似合わない哀あい愁しゆうを背中に、森写歩朗は校門へと向かった。




「ん？」

　ジルはむっくりと起き上がった。

「どうしたの？」

「今、森しん写じや歩ぶ朗ろうの声が聞こえたような」

「気のせいよ気のせい」

　サフィーは鷹おう揚ように手を振った。

　二人は屋根裏にいるのだ。帰りたくても太陽ぎらぎらの今、歩くことは自殺行為。こうやって夜を待つしかないのである。

「早く帰らないと卒業パーティーの支し度たくができないのにい」

「まだ太陽出てるんでしょ。待つしかないわよ。トナだって我が慢まんできるわ」

　食事して満腹になったサフィーは気持ちよさそうに寝息をたて始めた。




「花はな丸まる森写歩朗君」

　不ふ意いに脇わきから呼び止められ、森写歩朗はそちらに顔を向けた。

　日ひ陰かげに男が一人立っていた。

　ゲ～ジンだった。

　英語ができない森写歩朗としては拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こすのも仕方ないことだった。

　まいったな。

　森写歩朗は心中でぼやいた。

　どうしてこう最近は外人と縁えんがあるんだろ。

　え～と、何か御用ですかって英語で言うにはどうしたらいいんだっけな。

　必死に考える森写歩朗に外人は再び声をかけた。

「初めまして。花丸森写歩朗君」

　立りつ派ぱな日本語だった。

　口調だけ聞いていれば外人とは思えない。

　血統書をあげたくなる日本語に森写歩朗は安あん堵どのため息を吐はき出した。

「どうも……………」

　外人はにこやかに微笑ほほえんだ。

　手にはビデオカメラが握にぎられていた。

「スピーチは聞かせてもらったよ。いやぁ、とても素す晴ばらしかった」

　男は心の底から感心しているような口振りだった。

「あの、どちら様でしょうか？」

「お、失礼、自己紹介がまだだったね」

　男は軽く額ひたいを叩たたいた。

「私の名前は、自分でも忘れてしまうくらい面めん倒どうくさいんだ。フロイ…と呼んでくれたまえ。もし君が望むなら義父おとうさんと呼んでくれてもいい」

「はぁ？」

「実はね。空港で隣となり合あわせた男性に、君の晴はれ姿すがたをこのビデオカメラで撮影して欲しいと頼まれたんだ」

　その男性が誰だれかなんて一発で分かった。

　卒業式のビデオ撮影をたまたま居合わせた隣の外人に頼む。

　世界広しといえどもそんなことができるのは奴やつしかいない。

　すなわち、親父おやじである。

「どうもすいません。父のわがままに付き合っていただいて」

「礼を言う必要はないよ。丁ちよう度ど私もこの町に用事があったし。それに君を見ておきたかった」

「はぁ」

「とにかくいい絵が撮とれたよ。父上も満足するはずだ」

　フロイは誇ほこらしげにビデオカメラを叩たたいた。

「さあ、家へ帰るんだろう。そこにタクシーを呼んである。送ろう」

「あ、え、僕お金が」

「学生が何を言っているんだい。心配しなくてもいい」

　フロイは指を鳴らした。

　タクシーが日ひ陰かげまで入ってくる。

「さぁ」

　森写歩朗はフロイに促うながされるままタクシーに乗り込んだ。




「君は幸運というものを味わったことがあるかね」

　車が走り出してから三分くらいした頃ころだった。

　唐とう突とつにフロイが口を開いた。

「自分でも信じられないくらいの幸運に驚くことはあるかい」

「ええ、そりゃ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは頷うなずいた。

　今現在、生きているのも一種の幸運にほかならない。

　幾いく度ども生命の危機を乗り越えてきたのだ。

「私はね、つい先日まで無一文だったのだよ。ところがね、偶ぐう然ぜんというか何というかで、崖がけに転落した車から一人の男を救きゆう出しゆつしたのだ。まあ、見殺しにしてもよかったんだが後あと味あじが悪いし、私を目覚めさせてくれた恩おん義ぎもある。そしたらなんとその男が大牧場の経営者だ。お礼ということで当座には困らないだけの額の金を手に入れることができた」

「やっぱりいいことはするべきなんですね」

「私もそう思った。それから私は人を探すためにこの国にやってきた。生きているのか死んでいるのかさえ分からない人物をだ。そしたらこの国に到着するまえに偶然にも居場所が判明してしまったんだ」

「幸運ですね」

「幸運なのだよ」

「じゃあ、フロイさんの探している人はこの辺あたりにいるんですか？」

「ズバリその通りなんだよ」

「へぇ。どなたなんですか？」

　フロイはサングラスを押し上げて呟つぶやくようにして言った。

「娘だよ」




「早く帰って食事の準備しなくちゃ」

　ジルは食料品で山になったビニール袋片手に足を早めた。

　夕暮れ、太陽も半分かくれているからかなり過ごしやすくはなっている。

　日が沈むのを待ってから洞どう窟くつコウモリのように屋根裏から這はい出してきたのだ。

「きっとトナの奴やつ、首傾かしげてるわよ。皆どこに行ったんだって」

「卒業パーティーはやるって言っておいたから待っててくれると思うけど」

　ジルは見慣れたマンション矢や吹ぶきを上り始めた。

　普ふ段だんなら飛ぶところだがさすがに人の目がある今、それはできない。

「ただいま～～～森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　花はな丸まる宅を押し開けたジル。

　居間の方から森写歩朗の話し声が聞こえる。

「パパさんと話してるみたいね」

「それじゃ。早く支し度たくしないと」

　二人が靴を脱いでいると森写歩朗がひょこひょこやってきた。

「あ、お帰り。二人とも、どこ行ってたんだよ。朝から見当たらなかったけど」

　卒業式を見に行こうと学校に行ったけど、校舎内で迷まよって間に合わなかった。

　ってことはちょっと恥はずかしいお間抜け話だから言えないのである。

「ちょっとね」

　ジルとサフィーはアハハと誤ご魔ま化かした。

「それより良かったね。森写歩朗のダディー帰ってきて」

「へ？」

　森写歩朗はキョトンとして見せた。

「父さんなんか帰ってきてないけど」

「え、じゃあ。誰だれと話してたの？」

「空港で父さんと隣となり合あわせてね、僕の卒業式のビデオ撮影を頼まれたっていう外人さんが来てるんだ」

「パパさんもやってくれるわね」

「全くだよ」

　はぁぁ、とため息。

「でも、フロイさんって言うんだけどね。とってもいい人なんだよ」

「フロイ」

　ジルは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

　サフィーも怪認そうに首を傾げた。

　どこかで聞いたような名前だったからである。

　二人はすぐに思い出した。忘れたくても忘れられない名前なのだ。

　フロイデッド、それこそ二人にとっては…………。

「やあ、やっと帰ってきたかい」

　居間から顔を出したフロイはジルとサフィーを細めた目で見つめた。

「何十年振りかな。我が娘達よ」

「え？！！！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはその言葉に驚いた。

　しかし一番驚いていたのはジルとサフィーだったろう。

「親父オヤジ……」

　サフィーがかすれた声を上げた。

「パパ！！！！」

　ジルの手から買い物袋が落ちた。

「え？」

　森写歩朗だけが、一人、クエスチョンマークに埋うずもれていた。

　誰だれかが発はつ掘くつしてあげないと、永遠にそこに埋もれることになりそうだった。













　　第二章　現代の親子関係
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「改めて自己紹介しよう。私の名前は、フロイデッド。ジルコニアとサファイアの父親にあたるものだ。この場合の父親という意味は、説明しなくてもお分かりでしょう」

「まあ、一いち応おう」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは頷うなずいた。

　吸きゆう血けつ鬼き関係の〝父親〟が表す意味。

　つまりジルとサフィーはこのフロイによって吸血鬼にされたのだ。

　服装が背広だから違い和わ感かんあるが、青白い顔、うっすらと覗のぞく牙きばは確かに吸血鬼っぽい。

　森写歩朗はテーブルについていた。

　向かい側にはフロイ。そしてジルとサフィーもそれぞれ席についている。

「父さん」

　ようやく驚きから覚めたジルが口を開いた。

「どうして、どうして生きてるの？」

「うむ。私も胴どう体たいを真っ二つにされてガソリンをかけられ火をつけられて爆弾と添そい寝ねした時は死んだとばかり思っていたのだがな」

　フロイはぽりぽりとこめかみを搔かいた。

「ど～～～も、しぶとく生き延のびてしまったようなのだ」

　とんでもね～～生命力だ。

　森写歩朗は舌したを巻いた。

「ただまあ危ないところだったのだよ。あと数年、あの地でほおっておかれたら、間違いなく死んでいただろうな」

　フロイはしみじみと言った。

「まぁ、この体になるまでには吐はき気けがするほど血液を補充しなくちゃならなかったがな。幸い目覚めた近くに村があってね。助かったよ」

　アメリカで村民集団貧ひん血けつ。

　そんな言葉が思い出された。

「さて、森写歩朗君」

　フロイは視線を森写歩朗へと向けた。

「いろいろと悪かったね。娘達が世話になったそうで」

「いえ、そんな」

「短い間だったが、きっと娘達にとっていい思い出になったと思うよ」

「ちょっと、どういうことなのよ」

　サフィーが横やりを入れた。

「まるでお別れするみたいじゃない」

「お別れするんだよ」

「え」

「私が何のためにここまで来たと思っているのだ？」

　フロイはサフィーとジルを見つめて言った。

「お前達を迎えに来たのだよ」

「えぇぇぇぇぇ！」

「えぇぇぇぇ！」

　姉妹の驚きだった。

「ここは安全とは言えない。私がもっと安全な場所を見つけた。あそこならば迫はく害がいの恐おそれなしに暮くらすことができる。エサも豊富だ。準備ができしだい出発する」

「嫌いや！」

　ジルがきっぱりと言った。

「私行かない」

　フロイは目をパチクリさせた。

「何な故ぜだ？　ここよりももっと安全な場所があるのだぞ」

「行きたくないの。ここにいたいの」

　ジルは意い固こ地じに言い切った。

「理由を教えてくれ」

「理由………」

　ジルは横目で森しん写じや歩ぶ朗ろうを見た。

　森写歩朗はキョトンとしている。

「分かるでしょ」

　ジルは蚊かの鳴くような声で言った。

　森写歩朗は分からなかった。

　だからキョトンとしていた。

　フロイも分からなかった。

　だからキョトンとしていた。

「あぁぁぁぁもう」

　じれったくなったのかサフィーがテーブルをバンと叩たたいた。

「二人とも鈍どん感かん泥どろ付つき人にん参じんなんだから。つまりね、離れたくないのよ」

　フロイはやっと理解したらしく深く頷うなずいた。

「何と？」

　まだ理解していない馬ば鹿かは無視されることとなった。

「なるほど、噂うわさには聞いていたがそういうわけだったのか」

「分かってくれる？」

「もちろんだ。私はそんな分からずやの父親ではない。現にこれまで一度としてお前達の夜遊びを叱ったことはないだろう」

「アタシら昼遊びが出来ないんだけど」

「とにかく、理解はしている。しかし一つだけ分からないことがある」

　そこでフロイは身を乗り出すと心しん底そこ不思議そうにジルに尋たずねた。

「何な故ぜ嚙かみつかない？」

「え？」

「私は無計画に仲間を増やすことは得とく策さくではないと思っている。しかしお前がそこまで思っているなら、何故嚙みつかない。お前にも仲間を作る能力は備わっているはずだ」

「パパ」

「戦闘能力は到とう底てい期待できないが彼が一族に加われば退たい屈くつしないだろう。私は反対はしないぞ」

「ちょい待ち！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがちょっと待ったコールを入れた。

「なんか物ぶつ騒そうな話になってきてるんですけど……本気ですか？」

「私は本気だ」

　フロイは糞くそ真ま面じ目めな顔で言った。

「たった十分の出来事だ。痛いと思った時には意識が遠のいている」

「いやだ～～～！」

「仕方ない。私が押さえていてやるから、ジルコニア。さっさと」

　一いつ瞬しゆんで森写歩朗の脇わきに来たフロイは森写歩朗の腕を捻ひねり上げた。

「痛い痛い痛い」

「さぁ、早く」

　ジルは無言だった。

　無言でフロイに近寄るとその手を摑つかんだ。

「森写歩朗から手を離して」

「ジルコニア」

「私は、約束したの。森しん写じや歩ぶ朗ろうの血は吸わないって約束してここに住んでるの。約束を破るわけにはいかないわ」

「アタシも強制的に約束させられてるのよね」

「しかし」

「パパ」

　ジルはフロイの目を見み据すえてハッキリとした声で言った。

「私はここにいる。ここから離れたくないの」

　しっかりとした意志が、瞳ひとみに見え隠かくれしていた。

「本気なのだな」

「本気よ」

「サファイア。お前はどうする」

「う～～～ん」

　サフィーは考えた。

「アタシも、どっちかって言えばここ気に入ってるし、離れたくないんだけどな」

「そうか…………」

　フロイは寂さびしそうに目を伏ふせた。

　が、すぐににっこりと微笑ほほえむ。

「ま、二人とも結論を急ぐな。後二、三日ゆっくり考えろ。ここに残るか。父さんと一いつ緒しよに行くかな」

　フロイは視線を森写歩朗へと向けた。

「森写歩朗君。しばらく滞たい在ざいしてよろしいかな」

「はぁ、どうぞ」

「そうか。それはありがとう」

　ジルは森写歩朗の手を握にぎると小声で囁ささやいた。

「絶対行かないから」

　森写歩朗は思った。

　ジル、よっぽど前まえ原はら町が気に入ったんだな。

　大おお馬ば鹿か者ものは卒業しても大馬鹿者だった。
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「ふう」

　天てん井じようが見える。いつもと同じ天井。

　窓から差し込んでくる月の光で、室内を見通せるだけの視し界かいはある。

「安全な場所ね」

　傍はた目めには普通の親子に見える彼らも、一ひと皮かわ剝むけば吸きゆう血けつ鬼き、追われる立場なのだ。

　一いち応おう、ブラックウイナーのデーターベースでは、二人は死んだことになっているらしいが、それでも百パーセントの安全とは言えない。

　安全なところで暮くらす。それに越したことはないはずだ。

　かといってサフィーとジルが出ていくってのも………。

「寂さびしくなるしな」

　また一人の生活が始まる。

「御飯作れないしな」

　切せつ実じつな問題だった。

「急にしりとりしたくなっても相手がいなくちゃな」

　これもまた切実な問題だった。

　かといって危険の中に二人を置いておくわけにもいかないのだろう。

　ここはやはり笑顔で見送ってやるのが大人おとなの男なのだろうか？

　心の寂しさを隠かくして笑える大人。

　そんな大人になれる自信もなければ、なりたくもなかった。

　やっぱり理り屈くつ抜きで二人にいて欲しい。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはゴロリと寝返りを打った。

　ジル、サフィー、フロイはそれぞれ食事するために去っていった。

　家はガランとしている。寂しいくらいに。

「止めた止めた！」

　森写歩朗は部屋の中で馬ば鹿かみたいに大声を張り上げた。

「難しいことを考えるから眠れないんだ」

　森写歩朗は強ごう引いんに目を閉じた。

　必死に脳味噌のスクリーンの中に芝しばを植える。

　やがてそこは一面の芝生になった。

　メ～～～～。

　羊ひつじさんが芝を食べるためにやってきた。

　後は羊さんの数を数えるだけで眠りに入ることができる。

「羊が一匹、羊が二匹」

　時とき折おり、羊さんにまじって牛さんが乱入してきたが、それらは無視した。

　羊さんが十二ダース集まってメーメー鳴く中で、森写歩朗は思った。

　煩うるさくて眠れん。

　普ふ段だんは一ダースの羊さんで簡単に眠れるはずなのに。

　根気強く続けるが、メーメーうるさくなるだけでいっこうに睡すい魔まは訪れなかった。

「眠れん」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは起き上がった。

　眠れない時は仕方ない。

　森写歩朗はゲームでもして時間を漬つぶそうと居間へと向かった。

「まだ、起きてたのか」

　フロイが立っていた。

　窓から外を見つめている。

　その手には真っ赤な液体が入ったグラスが持たれていた。

　トマトジュースですか？

　って尋たずねるのは野や暮ばというもの。

「ふふ、おかしいかね」

　グラスに注がれる視線に気がついたフロイは軽く笑った。

「君の目から見れば化ばけ物ものだろうが、私達にしてみれば生命維持に必要不ふ可か欠けつな唯ゆい一いつの食品なのだよ」

　フロイは赤い液体を飲み干した。

「う～～～む。喉のど越しスッキリ。やはり東洋系の血液はさっぱりしていてアクがない」

　フロイは視線を再び窓ガラスの向こうへと向けた。

「森写歩朗君」

　そのままの体制でフロイは尋ねた。

「我が娘ジルコニアのことをどう思う」

「え？」

　コントローラーを握にぎってスイッチを入れようとしていた森写歩朗は予期せぬ質問に静止した。

「あの子は私が拾ってきた。サファイアと違って私によくなついてくれた。私は後こう悔かいしていないよ。あの子を同族にしたことを。孤こ児じ院いん前でくたばっているよりは何倍もいいはずだ」

　フロイは押し黙だまった。

　森写歩朗はゲーム機のスイッチを入れた。

　セーブデーターを呼び出す。

　画面に二人の男が現れた。

　フロイさんもやります？

　って誘さそおうとした時だった。

　フロイはまた唐とう突とつに口を開いた。

「君はジルコニアのことが好きなのか？」

「え？」

　今度も森写歩朗は静止した。しかし先程よりもレベルが高い硬こう直ちよくだった。

「答えてくれ」

　答えてくれって言われても……まいったなあ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは顔をしかめながら、小声で答えた。

「まぁ、どちらかと言えば嫌きらいじゃないですけど」

「好きなんだな」

「ええ、まぁ」

　顔が熱くなる。

　女子学生風に言えば、もう！　そんなこと聞かないで森しんちゃん恥はずかしい！　ってな心境だ。

「ならば何な故ぜ同族になるのを拒こばむ？」

　森写歩朗は正直に答えた。

「痛そうだから」

　パキーン。

　グラスが割れた。

　フロイが握にぎり潰つぶしたのだ。

　ピキ。

　フロイの目の前の窓ガラスにヒビが入った。

　顔を見なくても怒おこってるのが予想できる。

　森写歩朗は嫌いやな予感がした。

「あの、もしかして何か怒ってます？」

「ふざけるな！」

　やっぱりフロイは怒っていた。

　太い声でそう叫ぶとクルリと向き直り、

「え？」

　フロイの姿は消えた。

　瞬まばたきをした後、森写歩朗の首に強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんが加わった。

　フロイだった。

　一いつ瞬しゆんで間ま合あいをつめたフロイは森写歩朗の首を片手で締め上げた。

　そしてそのまま軽々と持ち上げる。

「お前に足りないものを見せてやる！」

　フロイはそのまま森写歩朗を窓ガラスに向けて叩たたき付けた。

　森写歩朗は窓ガラスを突き破って外へと飛び出してゆく。

　自分に何が起こったのか理解できない。

　理解していることは二つ。

　背中が痛いということ。

　頭も痛いということだ。

　ようやく自分の状況に気がついた時には、推進力が落ち、自由落下を始めた頃ころだった。

　地面がどんどん近寄ってくる。

　死を覚かく悟ごする暇ひまさえなかった。

　ましてや辞じ世せいの句を詠よむなんて不可能だった。

　このままでは地面に顔から突っ込んでジエンド。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの鼻面が地面につくかつかないかの地点で足ががっしりと摑つかまれた。

　フロイだった。

　空中を浮遊しながらフロイは森写歩朗の体を持ち上げた。

「分かるか。この力だ。お前に足りないものは力だ。娘が危き機きに陥おちいった時、お前には助ける力がないのだ」

　フロイの右腕に筋肉が隆りゆう起きした。

「ひえぇぇぇぇぇぇ」

　森写歩朗はまた投げられた。

　ゴジラ松まつ井いに打たれた野球ボールの心境が理解できた瞬間だった。

　フロイは大地を蹴けると上昇する森写歩朗を追いかけた。

「お前は知っているのか、わが娘達の気持ちを。あの二人が気に入っているのはこの町ではない。お前なのだ。お前さえいなくなれば、二人は私についてくるんだ」

　フロイはがっしりと森写歩朗の首を摑むとそのままマンション矢や吹ぶきの屋上へと着地した。

　森写歩朗の首を摑んだまま壁かべに押しつける。

　森写歩朗は目に痛みを覚えた。

　血液が目に流れ込んだのだ。ガラスであちらこちら傷ついてるらしい。

「お前の選せん択たく肢しは二つだ」

　フロイは淡たん々たんとした口調で言った。

「同族になって私達と一いつ緒しよに来るか？　ここでくたばるかのどちらかだ」

　三番目の選択肢、ちょっと待ってってのは駄だ目めだろうな。

　真っ赤な視し界かいの中、フロイの表情は真しん剣けんだった。

　ギャグで誤ご魔ま化かせそうにない。

　森写歩朗は悟さとった。

　珍めずらしくマジな展開だと。

　死ぬのは嫌いやだった。

　そりゃどちらかと言えばここでくたばるよりはおとなしく嚙かまれた方がいいに決まってる。

「さあ、どうする？」

　森写歩朗は口をぱくぱくさせた。

　前者の方がいいです。

　そう言いたかったのだ。

　なのに言えなかった。

　首を締め上げるフロイの手が強すぎて声が出ないのだ。

「このままでは死ぬぞ」

　だから、喋しやべりたくても喋れないんだってば！

　ってな意味を込めた瞳ひとみを向けるが、我が道を時速三百キロで突っ走るフロイは気がついてくれなかった。

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　遠くに川が見えた。

　川の向こうでは留とめ吉きちさんが手を振っていた。

　留吉さん。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうが川に片足を突っ込んだ瞬しゆん間かんだった。耳をつんざくような叫び声で意識を取り戻した。

「パパ！」

　ジルがものすごい形ぎよう相そうでこちらを睨にらみ付けていた。

「その手を離して！」

「黙だまっていろ！　ジルコニア」

　フロイはジルを一いつ喝かつしてから森写歩朗に視線を向けた。

「パパの馬ば鹿か！」

　バシッ！

　鈍にぶい音が響いた。

　フロイの額ひたいから一筋の血液が流れ出した。

　無む論ろん夜の吸きゆう血けつ鬼きだ。傷口はすぐに跡あと形かたもなく消え失せる。

　しかし、フロイの手に込められていた力は緩ゆるめられた。

　どさり。

　拘こう束そくを解かれた森写歩朗はそのまま床ゆかに落下した。

「親に、馬鹿と言ったな」

　フロイは呆ぼう然ぜんとした顔つきでジルに目を向けた。

「しかも家庭内暴力だぞ」

　うわ言のように呟つぶやく。

「アンタがやっちゃいけないことをしたからよ」

　サフィーが森写歩朗の脇わきに着地するとぐったりとする森写歩朗を覗のぞき込んだ。

「大丈夫？　トナ」

「何な故ぜだ。私はただ、こいつに力を、お前達を守れる力を」

「アタシ達はね、吸きゆう血けつ鬼きとしての力を持ってないトナに、助けられたの」

「お願い。パパもう止めて！」

　フロイはうつむいた。

　肩が小こ刻きざみに震ふるえる。

　やがてフロイは目を見開くと空を見上げて叫んだ。

「現代の親子関係は死んだ！」

　フロイは走り出した。助走をつけると一いつ気きに夜の空へと消えてゆく。

「馬ば鹿か野や郎ろうぉぉぉぉぉぉ。おと～～～さんは偉えらいんだぞぉぉぉぉ!!」

　その端たん正せいな顔に似合わない捨すて台詞ぜりふを残してフロイは去っていった。

「大丈夫？　早く手当しないと」

「いや、細こまかい傷が多いだけだ、大したことはないよ」

　ジルに肩を借りて起き上がった森しん写じや歩ぶ朗ろうはフロイが飛んでいった方向を見つめた。

　確かに自分には何の力もない。へらヘラ笑って、川を流れることしかできない。

　お前に足りない力………。

「やっぱ、足りないのかな？」

　森写歩朗はぽつりと呟つぶやいた。

「脳味噌？」

　サフィーは間かん髪はつ入れずに突っ込んだ。
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　翌日の夕暮れ時。

「え～～と。タマネギ、タマネギと」

　スーパー、久しぶりの登場である。

　森写歩朗は買い物籠かご一いつ杯ぱいのタマネギをレジへと運んでいた。

「おやまぁ」

　店主の竹たけ村むらさんが目を丸くしてタマネギの山を見つめている。

「こんなに一杯どうするんだい？」

　森写歩朗は苦笑した。

　身を守るためと言って説明しきれる自信もない。

「ちょっとカレーを作るんだ」

　森写歩朗は苦しい言い訳をした。

「なるほど」

　素直な竹村さんはこくこくと頷うなずいた。

　これなら四十人分のカレーができる。

「キャンプでもあるのかい。それじゃまけてやろうかな」

　実に素す晴ばらしい店主である。よけいな詮せん索さくもしないし。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは目頭を押さえた。

「それじゃ特別割引して」

　金を払い終えると森写歩朗はタマネギをリュックに押し込んだ。

「じゃ」

　森写歩朗は片手を上げると店を出ていった。

「あんなに生なま傷きず作って。一体何があったんだろう」

　竹村さんは心配そうに呟つぶやいた。




「ただいまぁ」

　森写歩朗は大量のタマネギを自宅に運び終えた。

「ふ～～～」

　額ひたいの汗を拭ぬぐう。かれこれ半日、この行為を繰り返しているのだ。

　自室に入った途と端たんに鼻をつくのはタマネギの香かおり。プンと鼻をつく刺し激げき臭しゆうだ。

　確かにそれだけの香りがして当然だった。

　見るだけで涙が出るほどの数のタマネギが部屋には散さん乱らんしていたからだった。

　見渡す限りタマネギ。

　どこに目を向けてもタマネギ。

　目をつむって三歩歩けば間違いなく一回はタマネギを踏みつけて引っころぶほどの密度なのだ。

　これなら、アメリカ南部のタマネギ畑にも単位面積あたりのタマネギ量は勝てるかもしれん。

　森写歩朗は漠ばく然ぜんとそんなことを考えた。

「こんなもんかしらね」

　広がるタマネギの大地を見下ろしながらサフィーが満足気に言った。

「しかしなぁ」

　森写歩朗はもう一度部屋のタマネギを見渡した。

　手持ちの金、全すべてを費ついやして購入する価値があるのだろうか？

　つい考えてしまう。

「こんなにたくさんのタマネギが必要なのか？」

「なんてったってパパが相手でしゅからね」

　サフィーは難しい顔を見せた。

「やっぱ長生きしてるだけあって、強いんだろうな」

「ああ見えても、その気になればこの町の人間なんて簡単に皆殺しにしちゃえる力持ってましゅよ」

「う～～～む」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは昨晩の悲劇を思い出した。

　もし、ジルの一声がなかったら、今いま頃ごろ留とめ吉きちさんと茶飲み話をしていたろう。

「森写歩朗。御飯できたよ」

　ジルの乾かわいた声が聞こえる。

　台所へ向かうとそこには山と積まれたタマネギ料理。

　見るだけで涙と吐はき気けが出てくる。

「これをしっかり食べておけば、パパもそう簡単に血は吸えないと思うから」

「う～～～～む」

　森写歩朗は渋しぶ々しぶ箸はしを握にぎった。

「今晩は二人で守るから。安心してていいよ」

　二人の暖かい言葉に森写歩朗は感謝した。

「もっとも、考えが変わって同族になってくれるって言うんなら、アタシが吸ってあげてもいいでしゅよ」

「遠えん慮りよするよ」

　森写歩朗は目の前のタマネギ丸焼きに箸を突き立てた。
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「問題はパパがどう出るかってところよね」

「また森しん写じや歩ぶ朗ろうにちょっかいを出そうと夜を待っているのかな？」

「あんたに攻撃されたのがショックだったみたいだからね。案あん外がいどっかで落ち込んでたりして」

「ふ～～む」

　森写歩朗はあごをしゃくった。

「吸きゆう血けつ鬼きの世界じゃ無む理りなんだろうけどね、そういう場合は酒に頼るってのが主流らしいよ」

「酒ね。ありえないことじゃないでしゅね」

　サフィーの言葉に森写歩朗は眉まゆを顰ひそめた。

「ん？　お酒飲んで酔よっ払ぱらうなんてできないんだろ。吸血鬼は」

「基本的にはできないんでしゅけどね」

　サフィーは目を細めた。

「裏ウラ技ワザがあるんでしゅ」

「裏技？」

「そう。ぐでんぐでんに酔っ払った人間の血を飲むんでしゅよ。そしたら酔っ払うことができるでしゅ」




　その頃ころ、フロイは。

　夕暮れの町で傷しよう心しんを癒いやしていた。

「ちくしょ～～～～！」

　フロイは呂ろ律れつの回らない口調でわめいた。

「父さんは偉えらいんだぞ。誰だれのためにここに来たと思ってるんだ。時間がないんだぞ。ヒック」

　青白い顔が珍めずらしく真っ赤になっていた。

　完全無む欠けつの酔っ払いである。

　サフィーの予想通り、アルコール塗まみれの血液を一いつ気き飲みしてきたのだ。

「私が眠っている間に、モラルはどうなっちまったんだぁ！」

　よろよろと歩きながら角を曲がったフロイはそこを歩いていた人物と正面衝しよう突とつした。

「どこ見て歩いてるんだ！」

「そっちこそどこ見て歩いてるのよ！」

　ぴしゃりと声が飛んだ。

「酔っ払うのは勝かつ手てだけどね。一般人に迷めい惑わくかけないで！」

　自分よりも体の大きな外人の酔っ払いに対して臆おくすることなく説せつ教きようする。

　大した女だった。

「ど～～せ、私は酔っ払いだよ。どうしようもない酔っ払いだよ。最愛の娘にまで裏切られた惨みじめな男だよ」

　フロイはくだを巻き始めた。

　情けないことこの上ない。

「ふん」

　大した女はフロイを横切るとさっさとその場を後にしようとした。

「あぁ」

　フロイは天を見上げて叫んだ。

「ジルコニア。お前はいつからそんなんになってしまったんだぁ」

　女の足が止まった。

「ジルコニア？」

　ゆっくりと振り返る。

「ねえ、あんたいまジルコニアって言った」

「あぁ、我が娘ジルコニアだ」

「ジルちゃんのお父さんなのか」

　見るからにタカビーな女は目の前で理解したとばかりに頷うなずいた。




「つまりね、時間がないのよ。あまりにも、最後の最後まであいつはさっぱり理解しなかったわ」

　屋や台たいのおでん屋で女はくだを巻いていた。

　六回転半くらいしていた。

「あの馬ば鹿かに真マ面ジな美的感覚を教えるには、後五十年、いや百年はかかるかもしれないわ」

　女はグラスに注がれた日本酒を一いつ気きに飲み干すと勢い良く突き出した。

「お代わり」

「あのぉ」

　屋台の親父おやじは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。

「お客さん。もう止めといた方がいいんじゃないですか、それに、まだ未成年なんでしょ」

「うるさいわね。お金はちゃんと持ってるのよ。ゴールデンカードだってあるのよ。いざとなったらこのネックレスだって売ればいくらかに」

「はいはい」

　親父は素直に折れた。

　この手の酔よっ払ぱらいに反抗するのは愚ぐの骨こつ頂ちようだということを親父はよく理解していた。

　親父は突き出されたコップに日本酒を注ぎ込んだ。

　それにしても変わった客だ。

　女の方は目の覚めるような美人だが酒の飲み方がやまたのおろち。

　片や外人の男の方は手の中のグラスに全然口をつけないのだ。

　まぁ来た時から酔よっ払ぱらってたが。

　ははぁ。

　親父おやじは無ぶ粋すいなことを考えた。

　きっと男の方は酒をセーブして、待っているのだろう。

　女が酔い潰つぶれるのを。

　女が酔い潰れたら最後、狼おおかみ男おとこに変身してホテルへＧＯ！

　よく見るパターンだった。

「とにかく、あいつから離れるわけにはいかないのよ。だから大学進学は止めた。来年地元のを受験することにしたの。そしたら親が何て言ったと思う。馬ば鹿かだって。この私に向かって馬鹿って言ったのよ」

「私もね。娘達の気持ちが分からないわけじゃないんだ。ただな。私にも時間がないんだ。限られた時間の中、娘に対して何ができるかをな」

「娘に馬鹿って言う親なんて信じられる？」

「信じられるわけがないだろ。君こそ親に馬鹿っていう娘の気持ちが信じられるか？」

「信じられないわ」

　女はきっぱりと言った。

　顔を見合わせ、表情を崩くずす。

「あんたみたいな親だったら良かったのに」

　女は酒を喉のどに流し込みながら呟つぶやいた。

「私もだ。君みたいに素直な娘だったら良かったのに」

　男はそう呟くとゲップした。

「よ～～し決めた！」

　女は右手を上げて宣言した。

「私もうあんな家の娘やめた。あんな家の娘やめてあんたの娘になる！」

　女はかなり酔っていた。

　ミラクル酔っていた。

　そして質たちの悪いことに男の方もかなり酔っていた。

「よ～～し。私ももうあんな二人のことなんか忘れた。もう父親やめた。君の父親になろう」

「よろしくね。パパ」

「こっちこそよろしく。娘よ」

　男は酔っ払った顔で言った。

「それでは」

　男は女の肩を摑つかんだ。

　軽く唇くちびるを舌したで嘗なめる。

　鋭するどい犬けん歯しが覗のぞいた。

「娘になってくれ」

　男は女を押し倒した。

　屋や台たいの親父おやじは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「何もこんなところでおっぱじめなくてもいいのに」

　それでもしっかりと八ミリビデオに撮影しておく現金な奴やつだった。

　チャンスは逃さない主義なのである。
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　一晩とちょっとが経過した。

　タマネギに囲まれて過ごす一晩は、ひどく涙が出るものだった。

「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　長き眠りから目覚めた森しん写じや歩ぶ朗ろうがあくびした。

　時計を見ると午後一時、昨夜ゆうべは四時近くまで三人で花はな札ふだして遊んでたからまぁ仕方のないことだった。

　タマネギに囲まれての花札大会は、ひどく涙が出て絵え柄がらがよく見えなかったことを記憶している。

　大量のタマネギに囲まれるようにして、ジルとサフィーが眠っていた。

　一晩森写歩朗を守り切ったという達成感からかその寝顔はやすらかなものだった。

　少々鼻がツンとしてるだろうけど。

「ふぅ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは立ち上がると大きく伸のびをした。

　結局、昨夜ゆうべ、フロイは襲おそってこなかった。

　もう森写歩朗を襲う気持ちもないのかもしれない。

　しかし、フロイの言った言葉、それは気き楽らくお人好しに人生流されてきた森写歩朗にとっては痛いものだった。

「このままでいいんだろうか」

　森写歩朗は腕を組んで考えた。

　グゥゥゥゥゥゥ。

　腹の音が思し考こうを中断させる。

「分かりやすい奴やつだな。僕って」

　森写歩朗は照てれ笑いをすると台所へと向かって冷蔵庫を開けた。

　冷蔵庫の中も見渡す限りタマネギだった。

　森写歩朗は思いきり顔をしかめた。

　正直もうタマネギは見るのもいやだった。フロイじゃないけど、タマネギ嫌ぎらいになってしまう。

　今この心を安らげてくれる物、それはあいつしかいない。

「ラーメン」

　森写歩朗はしずかに十じゆう字じを切って神に祈った。

「さて、中華百番へ行くとするか」

　森写歩朗は財さい布ふを摑つかむと玄関を出た。

　行き先は行き付けのラーメン屋だった。




　中華百番。

　日本語しか話せない自じ称しよう中国人、中チユウ損ソン得トクさんが経営する店だ。

　本格的中華料理と看板に書かれているくせにメニューはラーメンとギョーザとチャーハンしかない店だ。

　いつＪＡＲＯに言いつけられるか心配しているが案あん外がい大丈夫なものらしい。

「ちわーす」

　森写歩朗は店内へ足を踏み入れて、首を傾かしげた。

　不自然に暗かった。

「定休日？」

　小首を傾げて入り口の札を確かめたが、営業中になってる。

「損ソン得トクさ～～～ん」

　取とり敢あえず店内に足を進めて叫ぶがやはり人の気け配はいはない。

「おかしいなぁ」

　暗い店内で森しん写じや歩ぶ朗ろうは一人。ひたすら首を傾かしげ続けた。

　ガサゴソ。

　ガサゴソ。

　そんな物音がカウンターの奥から聞こえてきた。

　ガサゴソ、ガサゴソ。

「何だ。いるんじゃん」

　カウンターを覗のぞきこんだ森写歩朗は表情を固くした。

　奇き妙みような光景だったからだ。

　チャイナ服を着た損得さんがうつ伏ぶせになって何かやっている。

　その損得さんの下に人が横たわっていた。

　森写歩朗とて子供じゃない。

　損得さんが何やろうとしてるかは軽く想像がつく。

　ただ一つ分からないこと。それは……損得さんの下の人物が、どう見ても男だという事実だ。

　そ～～～～ゆ～～～～趣味があったんだ。

　森写歩朗は新事実に驚いた。

　これからは夜一人でこの店に来ないようにしよう。

　続いてそう心に決めた。

　お取り込み中を邪じや魔ましちゃ悪い。静かに出ていこう。

　森写歩朗はゆっくり後あと退ずさった。

　偶ぐう然ぜんにもその右足が床ゆかに落下していた割わり箸ばしを踏みつける。

　バキ！

　静せい寂じやくの中では割箸の折れる音だってダイナマイツなのだ。

　損得さんがピクリと動いた。

「いや、はは、その。邪魔するつもりはなかったんですよ。その、大体損得さんだって、悪いんですよ。ちゃんと外を準備中にしてないか…………」

　あせあせと言い訳する森写歩朗に損得さんは顔を向けた。

　森写歩朗は固まった。

　損得さんが、何をしていたのか、真実を知ったからである。

　愛のベーゼじゃなかったのだ。

　愛のベーゼであそこまで血ち塗まみれになる人物はいないだろう（もしかしたらいるかもしれない。世界は広いから）。

　損ソン得トクさんの口からしたたり落ちる赤い液体。

　床ゆかに倒れる男の右首筋にはくっきりとした歯形、そして流れ出る血液。

　この二つから想像してみよう。

「がぁぁぁぁぁ」

　損得さんが吠ほえた。

　鋭するどい犬けん歯しがしっかりと見えた。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは確信した。

　ホラーチックなことが行われていたのだ。この場で。

「がぁぁぁぁぁ」

　損得さんがこちらに飛びかかってくる。ボケラっとしてるほど森写歩朗は馬ば鹿かじゃない。

　森写歩朗は一いち目もく散さんに店を飛び出した。

　と、入り口でこけた。

　あごをしこたま打ち付ける。

　これでまた絆ばん創そう膏こうが増える。

　場違いな思し考こうを振り払って森写歩朗はもがいた。

　これで僕も損得さんの餌え食じきに。

　しかし、損得さんはあと一歩が踏み出せなかった。

「あうあうあうあう」

　意味不明なことをのたまうとぴしゃりと扉ドアを閉める。

　森写歩朗は空を見上げた。

　太陽さんががんばっていた。

「太陽って偉大だね」

　森写歩朗はそう呟つぶやくとよいこらと立ち上がった。

　それにしても、太陽を恐こわがるとは、これじゃ間違いなくあれじゃないか。

　森写歩朗は表情を固くした。

　ひとしきり考えたが、何な故ぜこのような事態になったのか想像できない。

「大変なことになった」

　何がどう大変なのか自分でよく分かってないけどなんとなくその言葉を口にした。

「これはジルとサフィーちゃんの知恵を借りるしかないな」

　亀かめの甲こうより年の功。

　あの二人は、ああ見えても森写歩朗よりも何倍も長生きしてるのだ。

　損得さんに何が起こったのか、分かるかもしれない。

「でも、その前にラーメンは食べなくちゃいかん！」

　森写歩朗は、こりずに二番目に行き付けの店へと歩き始めた。

　これまで、脳味噌の九十八パーセントがラーメンで侵しん略りやくされていたから気がつかなかったが、こう改めて見ると町の様子もいつもと違う。

　根本的に静かなのだ。

　目め茶ちや苦く茶ちや都会ってわけでもない前まえ原はら町、それでも普ふ段だんなら物売り声、おば様達の会話等々様様な声が聞こえてくるのだが……。

　今日に限って不自然なくらいに静まり返っている。

「一体どうしちゃったんだろ」

　なんて呟つぶやいている森しん写じや歩ぶ朗ろうの耳に、その叫び声は聞こえてきた。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　文もん句くなしに女の子の叫び声だ。

　男としては聞こえなかったことにして立ち去るわけにもいかない。

　森写歩朗は声のした方向へ向けて駆け出した。

　日ひ陰かげで女の子が、襲おそわれていた。

　どこかで見た顔だった。

「三みつ石いしちゃん」

　ついでに襲っている男もどこかで見た後姿だった。

「西にし尾お………」

　悪友の西尾が、三石に覆おおい被かぶさっている。

　森写歩朗は表情を険けわしくするとツカツカと背はい後ごに歩み寄った。

「おい、西尾。お前がそんな奴やつとは思わなかったぞ。多少あくどいことはするし、金にもがめつい奴だが人間としてやっちゃいけないことは認識しているものだと」

「花はな丸まるせんぱ～～～～い」

「三石ちゃんのことが好きなら好きだってどうして僕に相談してくれなかったんだよ。いいか、お前が今やってることは人間として最低の行為なんだぞ」

「花丸先せん輩ぱい。ぶつくさ言ってないで助けてくださ～～～い」

　三石が悲痛の声を上げる。

「西尾先輩。普通じゃないんですぅ」

「答とう辞じを代わってやった僕の説せつ得とくにも応じないのか。仕方ない」

　森写歩朗は大きく身を屈かがめた。

「教育的指導キィィィィィック！」

　森写歩朗の全国平均を多少下回る脚力から繰り出された蹴けりが西尾の尻しりに炸さく裂れつした。

　森写歩朗の怒いかりが加味されたその蹴りはクリティカルヒットだった。

　西尾はころころと道路を転ころがっていった。

「三石ちゃん。大丈夫か。あいつも根は悪い奴じゃないんだ。きっと恋こいこがれる気持ちが押さえられなくて」

「違うんです！　花はな丸まる先せん輩ぱい」

　三みつ石いしは半なかば叫ぶようにして言った。

「西にし尾お先輩！　普通じゃないんです！」

「そりゃ普通の精神状態じゃないだろ。恋こいは盲もう目もくって言うだろ。恋してる男の精神状態は普通の…」

「もう」

　分からずや大だい魔ま王おうの森しん写じや歩ぶ朗ろうに対して三石は地じ団だん太だを踏んだ。

「自分の目で確かめてください！」

　森写歩朗の顔を両手で摑つかむとそのままぐいと動かして西尾の方へと向ける。

　森写歩朗は見た。

「あうあうあう」

　虚うつろな瞳ひとみであうあう言ってる西尾の姿を。

　その口から覗のぞくのはしっかりとした犬けん歯しだった。

「西尾。お前もか？」

　森写歩朗はシーザーの有名な台詞せりふをパロッた。

「西尾先輩だけじゃないんです。こうなってる人をあっちこっちで見ましたぁ」

「何ぃ一いつ杯ぱいいるのか！」

　よく見ると西尾の首筋には嚙かみ傷きずがあった。

　伝染と書いてうつると読む。

　森写歩朗の頭に、唐とう突とつにその言葉が浮かんだ。

「あうぅぅぅぅ」

　西尾が牙きばを剝むき出して襲おそいかかってくる。

　その姿はどう見ても、吸きゆう血けつ鬼き。

「何な故ぜこんなことになったのだろう」

「ちょっと、花丸先輩。なに落ち着いているんですか！」

「まぁ、待て。僕にいい考えがあるんだ」

　森写歩朗は脇わきの八や百お屋やからトマトを一つ摑んだ。

「こんな奴やつ、これ一個でなんとかできる」

　森写歩朗はトマトを摑むと振りかぶって思い切り投げつけた。

「必ひつ殺さつ！　トメイトアタァァック！」

　ペチョ！

　トマトは西尾の顔に直撃した。

　ガッシリ！

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは西にし尾おに押し倒された。

「ぬわぜだぁ！　お前の大だい嫌きらいなトマトなんだぞ。ど～～～してアレルギー反はん応のう起こして逃げて行かないのだぁ！」

　森写歩朗は暴あばれた。

　西尾が牙きばを剝むき出す。

「ちょっと待て！　友達だろ！　答とう辞じ代わってやったんだぞ！」

　森写歩朗の説せつ得とくも通じなかった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁ」

　ゴチンコ。

　鈍にぶい音が響いた。

　西尾はぐったりと倒れた。

　西尾の肩越しに三みつ石いしの姿が見えた。

　三石は手に巨大な立て看板を持っていた。

　後頭部に思い切り叩たたき付けたらしい。

「花はな丸まる先せん輩ぱい」

　三石は神しん妙みような顔つきで言った。

「西尾先輩………生きてるでしょうか」
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　西にし尾おの下から這はい出た森しん写じや歩ぶ朗ろうは、ぐったりとした西尾を一いち瞥べつしてから答えた。

「多分ね」

「でも一体どうしちゃったんでしょ。これじゃまるで吸きゆう血けつ鬼き………」

「う～～～む」

　森写歩朗は胸騒ぎを覚えた。

「ここはラーメンは諦あきらめてさっさと自宅へ帰った方がいいかもしれん」

　とさすがの彼も思い始める。

「仕方ない。三みつ石いしちゃん。僕の家に行こう。あそこなら安全だ」




「しかし、何で三石ちゃんが前まえ原はら町に」

「倉くら地ち先せん輩ぱいと一いつ緒しよに花はな丸まる先輩のところへ行く約束をしてたんです」

「僕の家へ、どうしてまた」

「部活のお別れ会ですよ。急ですけど倉地先輩が空あいてる日がないって言うから」

「ふむふむ」

「で、待ち合わせの喫きつ茶さ店てんに行っても倉地先輩はいませんし、それに薄暗い路ろ地じなんかに、さっきの西にし尾お先輩みたいなのが一いつ杯ぱいいて、帰るに帰れなくなってたんです」

　そこで三石は声を潜ひそめた。

「一体何がどうなっちゃったのかしら」

　可哀かわい想そうに、オカルトマニアを名乗ってるけど所しよ詮せんは高校二年生の女の子。

　きっと抱えきれないほどの恐きよう怖ふに苦しんでるんだろうな。

　視線を三石へ向けた森写歩朗は自分の間違いを訂てい正せいした。

　三石の目は、光り輝いていた。

　こんな面白いことってないわ。

　目がそう語っている。

　オカルトマニアって、たくましいね。

　森写歩朗はそう思った。

「花丸先輩。馬ば鹿かにしないで聞いていただけます」

　三石はキラキラと光る瞳ひとみを森写歩朗に向けた。

　直視するにはまぶしすぎたがそれでもなんとか耐たえる。

「何かな」

「私の仮か説せつなんですけど、もしかしたら、この前原町に吸血鬼がやってきたんじゃないですか？」

「………」

「ほら、人の姿がないでしょ。きっと昼間だから皆暗いところにいるんです。きっと夜になったら這はい出してくるんですよ。きっとどこからか吸きゆう血けつ鬼きがやってきて、誰だれかを嚙かんだんです。だから広がってこんなことになったんですよ」

　実は半年前から吸きゆう血けつ鬼きと同どう棲せいしてますなんて言ったら、この娘こはどんなリアクションをするだろうか？

　嬉うれしくてショック死するかもしれん。

　もしくはどうして教えてくれなかったのかと激げき怒どして襲おそいかかってくるかも。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは少しだけ好奇心を覚えた。

　が、慌あわてて首を振る。

　どちらにせよろくでもないことになるのは目に見えていたからだ。

「いやな雲が出てきましたね」

　三みつ石いしは空を見上げた。

「あれが太陽に被かぶさったら、まずいな」

　森写歩朗は足を早めた。

「急ごう」

　森写歩朗がそう言った時だった。

「誰かぁぁぁぁぁぁぁ。助けてぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　どこか近くの通りから叫び声が聞こえた。

「いかん。また誰かが餌え食じきになってる」

　森写歩朗と三石は声のした路ろ地じを覗のぞき込んだ。

「助けてくれぇぇぇぇぇ」

　薄暗い路地では一人の男が追いつめられていた。

　どこかで見た顔だった。

　でも見たくない顔だった。

「大変！　花はな丸まる先せん輩ぱい。宮みや下した先輩が襲われてます。早く助けないと」

「僕には見えん」

　森写歩朗は足早に路地を通り過ぎた。

「ちょっと花丸先輩ぃぃぃ」

　三石は慌あわてて追いかけると森写歩朗の手を摑つかむ。

「見えたでしょ。宮下先輩が三人の吸血鬼に」

「なぁ、三石ちゃん」

　森写歩朗は真ま顔がおを三石に向けて提案した。

「見なかったことにしよう」

「花丸先輩!!」

「僕はな。あいつには何度も殺されかかってるんだぞ」

　倉くら地ちファンクラブ会長、宮みや下した政まさ則のりＶＳ倉地にもっとも近いと噂うわさされる男、花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろう。

　この決戦はいくどとなく繰り広げられていて結けつ着ちやくはついていない。

「なんで僕が助けなくちゃならないんだよ」

「気持ちは分かります。花丸先せん輩ぱい。でもさっき宮下先輩こっちに気がついたんですよ。ここで助けなかったら、後でどんなことになるか」

「………うぅ」

　森写歩朗は奥歯を嚙かみ締めた。

「勇気を出してください。アタシがついてます」

　もちろん三みつ石いしはこう付け加える。

「全力で応援させていただきます」

　どこから持ってきたのか、三石の手から新聞紙を丸めたものが手渡された。

「これが武器なのか？」

「だって、相手は吸きゆう血けつ鬼きとはいえもと人間なんですよ。殺しちゃったら殺人罪じゃないですか」

　さっきは看板で思い切り殴なぐりつけたくせに。

　森写歩朗はその言葉を飲む下すと新聞紙を握にぎり締めた。

「うおぉぉぉぉ」

　覚かく悟ごを決めた森写歩朗は即席バットを片手に路ろ地じに飛び込んだ。




「この野や郎ろう！」

　森写歩朗の必ひつ殺さつ新聞紙アタックの威い力りよくは大したことなかったが一いち応おう、相手を怯ひるませることには成功した。

「こっちだ！」

　宮下の手を引っ張ると明るい太陽の下へと飛び出す。

「うぅぅぅぅぅ」

「おぉぉぉぉぉぉ」

　あうあう言ってる皆様は日ひ陰かげで悔くやしそうに歯は嚙がみした。

「お前………………」

　宮下は森写歩朗を見み据すえた。

　きっと、感動しているのだろう。

　自分のとった行動は間違っていなかったのだ、これで連れん綿めんと続く一方的な戦況にも終しゆう止し符ふが打たれるだろう。

　と、森写歩朗は思った。

　が、世間は甘あまくなかった。

「この野や郎ろう！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうによって危ないところを救われた宮みや下したは、命の恩おん人じんに飛びかかったのである。

　ごつい腕で森写歩朗の首を締め上げた宮下は早口にまくしたてた。

「倉くら地ちさんをどこに隠かくしたんだよ！　白状しやがれ！　この野郎」

「うぅぅぅぅ」

「昨日から倉地さんが行方ゆくえ不明なんだよ。一体どこに隠したんだよ」

「知……知らな………」

「は、まさかお前」

　宮下の顔色が青に染まった。

「倉地さんを殺して庭に埋うめたんだな」

　一体どこからそういう発想がわいてくるんですか？

　森写歩朗は思わずそう尋たずねたくなった。

「倉地さん。あなたの仇かたきは俺おれが討うちます」

　宮下の手にナイフが握にぎられた。

　いつも危ないもんを携けい帯たいしてる奴やつである。

　怒いかりで真っ赤になった宮下とは対照的に森写歩朗は青くなった。

「死にやがれ！」

　森写歩朗は痛つう切せつに後こう悔かいした。

　やはり助けるべきではなかった。

　無視するべきだったと。

　ガゴン。

　宮下は昏こん倒とうした。森写歩朗は危き機き一いつ発ぱつで助かった。

　倒れる宮下の後ろには金属バットを持った三みつ石いしの姿があった。

「ふぅ。危ないところでしたね」

「三石ちゃん」

　森写歩朗はふと疑問に思った。

「言ってることとやってることが全然違うんだけど」

「でも宮下先せん輩ぱいの言うことも気になりますね」

　三石はさりげなく森写歩朗の言葉は無視した。

「倉地さんが行方不明だって」

「だから、こいつは放って置こうって言ったんだよ」

「でも、ここにほったらかしにしておくってのもね」

「………」

　森写歩朗は渋しぶ々しぶ宮下を背中に背負った。

　重かった。

「先せん輩ぱい、急ぎましょう」

　三みつ石いしが危き惧ぐしていることは容よう易いに想像できた。

　太陽さんだ。

　なんかいやな雲が沈みかけの太陽に被かぶさったのだ。

　影が射す。

　まるでその時を待っていたかのようにあちこちの扉ドアが開いた。

「あうあうあうあうあうあ」

　なんか会いたくない人種の皆様がぞろぞろと這はい出してきた。

「ひぃぃぃ」

「きゃぁぁ」

　二人は駆け出した。




　前まえ原はら町を駆け抜けるホラー映画の登場人物のような二人。

　わさわさと追いかける奴やつらの数は格かく段だんに増えていた。

「花はな丸まる先輩！　前！」

　三石が叫び声を上げた。

　前方からあうあう軍団が徒と党とうを組んで追いかけてくる。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは足を止めた。

　辺あたりをキョロキョロと見渡す。

　左の路ろ地じには、わさわさの姿は見えない。

　右の路地には、わさわさが二、三匹見える。

「こっちだ！」

　森写歩朗は迷まよわず左の通路を選んだ。

　遠くにマンション矢や吹ぶきの建物が見えてくる。

「もうすぐだ！」

　路地を抜けようとした時だった。

　わさわさが突とつ然ぜん前方角かどから飛び出した。

　待まち伏ぶせていたとしか思えない。

「くっ！」

　振り返るがそこはすでに壁かべができている。

　逃にげ路みちはなかった。

「ゲリラ戦だわ」

　三石が意味不明なことを叫んだ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは後こう悔かいした。

　背中に宮みや下したを背負って走るなんてどだい無む理りな話だった。

　さっさと捨てておいた方が良かった。

　しみじみと心中で呟つぶやくが全すべて後のお祭りドンドコショなのだ。

　それでも背負ってるのもしゃくだから取とり敢あえず脇わきのポリバケツに捨てた。

「このままじゃ……」

　森写歩朗が親指の爪つめを嚙かんだ時、救いの主ぬしは空からやって来た。

「森写歩朗！　摑つかまって！」

　森写歩朗は空を見上げた。

　救いの天使は黒いマントをつけていた。

「ジル！」

　その後ろにはサフィーもひかえている。

　勿もち論ろん、三みつ石いしは目を見開いて空からの訪問者達を見つめていた。

「ジル……さん？」

　ジルは猛もう禽きん類るいが地上の獲え物ものをかっさらうように森写歩朗を釣つり上げた。

「ねぇ、トナ。こいつらどうするの」

　サフィーは捨てられている宮下とうっとりと見つめる三石を指さした。

　三石はともかく、宮下は放っておきたい気がしないでもないが………。

「後あと味あじが悪いから二人とも連れてきてよ」

「了りよう解かい！」

　サフィーは小さな手を伸のばすと三石と宮下を摑み上げた。

　あうあう軍団が慌あわてて飛びかかるが、その時には彼らの獲え物ものはすでに空の上、追いかけることは不可能。

「あうあうあうあうあうあ」

　あうあう軍団は悔くやしそうにあうあう鳴いた。




　　　　２




　マンション矢や吹ぶきの八階、森写歩朗宅たくに飛び込む。

　嗅かぎなれたタマネギの香かおりが鼻にツンときた。

「ありがとう。助かったよ」

「お礼はいいわ」

「でもあいつら何者なのかしらね」

　思し案あんする三人の右隣となりで宮下はまだ転ころがっていた。

　思案する三人の左隣で三石は目を輝かせていた。

「花はな丸まる先せん輩ぱい」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは表情を強こわばらせた。

　差さし迫せまった問題が、すぐ隣となりにいると言うことを忘れていたのだ。

「どういうことなのか説明してください」

「え？」

「どうして故こ郷きようへ帰ったはずのジルさんがいるんですか、どうして空飛んでるんですか」

　森写歩朗は視線をさりげなく逸そらした。

「気のせいじゃないか」

　言うだけ無む駄だだった。

　真実を語る以外に三みつ石いしの追求を拒こばむ方法はないのだ。

「実はね」

　森写歩朗は三石の耳元でごしょごしょと呟つぶやいた。

　三石の目が見開かれる。

　感動の瞳ひとみだ。

　歓かん喜きの瞳だ。

　感動のあまり放心状態に陥おちいったようだ。

「さて、これで話し合いが再開できる」

「森写歩朗」

「ジル何も言うな。後のことは後で考えようじゃないか」

　森写歩朗は軽く目め頭がしらを押さえた。

　心の底では、またブラックウイナーからロボットが来て三石の記憶を消してくれないかな～～～なんて思っていた。

「それにしても、あいつら何ものなの？」

「血を欲しがってたし」

　森写歩朗は疑わしそうな目をジルとサフィーに向けた。

「もしかして、誰だれかに十分以上嚙かみついたってことないよね。二人とも」

　ジルやサフィーの唾だ液えきには吸きゆう血けつ鬼き因いん子しが含まれている。十分間相手に牙きばを食い込ませれば相手を同族にできるのだ。

「私じゃないわ」

「アタシじゃないでしゅ」

　二人はきっぱりと否定した。

「私はいつもストロー使ってるもの」

「アタシは食事に五分以上はかけない主義でしゅ」

「と、なると」

　三人の頭にフロイの顔が浮かび上がったことは想像に難くない。

「フロイさん？」

「でもおかしいわ」

　ジルが森しん写じや歩ぶ朗ろうを遮さえぎった。

「外の人達はどう見ても真面まともじゃないもの」

「どういう意味」

「つまりでしゅね。真面な吸きゆう血けつ鬼きじゃないということでしゅ」

「私達が嚙かめば、ちゃんとした吸血鬼にさせることができるはず。でも外の人達は血を求めてる以外は普通の人間じゃない？」

「力も強くないみたいでしゅし。空も飛べないみたいでしゅ。第一、頭がパ～～～になってるでしゅ」

「確かに、あの時トマトぶつけても怯ひるまなかったからな。きっと優すぐれた嗅きゆう覚かくとかもないんだろうな」

「じゃああの人達って、何？」

　三人はまた腕を組んだ。

　答えは出なかった。

　と、その時だった。

　サフィーの耳がぴくりと動いた。

　ジルもその音に気がついたのだろう、外のガラスを見つめる。

　閉め忘れたガラス戸から、飛び込んでくる奴やつがいたのだ。

「やっちまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　フロイだった。

　いつどこで調達したか知らないが、黒い服に裏うら地じが深しん紅くのマントっていう吸血鬼らしい服装に着替えていた。

「やっちまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　部屋に飛び込んできたフロイはそのままタマネギの山に頭から突っ込んだ。

「あぁぁぁぁぁぁタマネギィィィィィィィ！！！」

　地じ獄ごくの底から響くような絶ぜつ叫きようを発したフロイはそのまま意識を失った。

　タマネギの山に頭から突っ込んでぐったりとするフロイを前に森写歩朗は呟つぶやいた。

「顔に似合わずやらかしてくれる人だ」

「どうやらトナに嚙かみつこうって気は全然ないみたいね」

「でも、父さん。一体何をやったのかしら」

　三人は飛び込んできた新たな問題に腕を組んだ。

「青年男子の意見としては、男がやっちまったぁぁぁって叫ぶ状況はただ一つ」

　注目されるなか森しん写じや歩ぶ朗ろうは重おも々おもしく言った。

「目が覚めたら隣となりに女の子が眠ってたってパターン」

　しばしの沈ちん黙もく。

　三人は顔を見合わせ、笑った。

「そりゃないわよね。いくらなんでも」

「そうよ。もしそうだとしてもこいつがこんなに慌あわてるはずないでしゅ。だって子供できる心配皆かい無むなんでしゅから」

「う～～～む」

　また三人は唸うなった。

「じゃ何なんだ」

　と、フロイのポケットから落下する黒い塊かたまりが目に映る。

「これは八ミリのビデオテープじゃないか」

「何でパパがこんな物持ってるのかしら」

「見てみるか。何か分かるかも」

　森写歩朗は先日、フロイが手にしていたビデオカメラを持ってきた。

「え～～～と、昔一度西にし尾おの家で接続の仕方を教わったよ～～～な」

　あれこれと接続してスイッチを入れる。

『春のうらうらうららかで、川にはおたまじゃくしが一いつ杯ぱい、って季節ですね。え～～と』

　卒業式における森写歩朗の活躍が映っていた。

「うわぁうわぁ」

　恥はずかしさのあまり森写歩朗は画面を手で隠かくした。

「見るな」

　サフィーはフンと鼻で笑った。

「ジル。トナ押さえてなさい」

「は～～～い」

　夕方近くなってる今、ジルの拘こう束そくを振り払うなど不可能ちゃんちゃんなのだ。

「見るなぁぁぁ」

　森写歩朗の抵てい抗こうは無む駄だに終わった。




「森写歩朗。すごくいいスピーチだったよ」

「恥ずかしがる必要なんてないでしゅ」

　事態も忘れて結局、ビデオに見入ってしまった二人だった。

　お気き楽らくなことこの上ない。

「最後に椅い子すが飛んできて担たん架かで運ばれるなんてなかなか見れる光景じゃないでしゅ」

「別に好きで運ばれたわけじゃないよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはぶつくさ呟つぶやきながら八ミリテープを入れ替えた。

　フロイの持ってきたそれへと。

「じゃ、スイッチ入れるよ」

「ええ。どうぞ」

　森写歩朗はスイッチを入れた。

　画面が現れた。

　屋や台たいのおでん屋の脇わきで、絡からみ合う男女の映像だった。

　片方はフロイ。そして片方は……。

　どこかで見た女性だった。

　あのきっちりと手入れされたライトパーマ。洗せん練れんされたプロポーション。高価そうな服。

　森写歩朗は信じられないって口調でその名前を口にした。

「倉くら地ちさん？」




　ビデオが終わった。

　ジル、森写歩朗、サフィー。

　皆、険けわしい表情で画面を見つめていた。

「ジル……………あのさぁ」

　森写歩朗が、おそるおそる、尋たずねた。

「今のって時間、どれくらいあったかな？」

「………えっとね」

　ジルはこれまた恐おそろしい物を吐はき出すように言った。

「大体十五分くらいかな」

「十五分か…………」

　森写歩朗はサフィーに目を向けた。

「サフィーちゃん。やっぱり、その、なったと思う……かな？」

「ま、確実でしゅね」

　森写歩朗の顔色がみるみる青になってゆく。

　とんでもないことが起こってしまったのだ。

　ビデオの中で、フロイは倉地に嚙かみついていた。

　その時間、約十五分。

　これはある一つの事実を表している。

　倉地の吸きゆう血けつ鬼き化かである。

「パパ！」

　ジルがタマネギから突き出るフロイをひきずり出すとその肩を揺ゆさぶった。

「なんてことしたのよ」

「うぅぅぅ、うぅぅぅ。タマネギ恐こわい」

　フロイはまだタマネギにうなされていた。

「ちょっと、離れてなさい」

　ジルをどかしてフロイの首もとを摑つかみ上げたサフィーはどっからか取り出した洗せん濯たくバサミをフロイの高い鼻にくっつけた。

　そして小さな右手を振り上げた。

「起きろ！　クソ親父オヤジ!!」

　見ている方が恐ろしい往復ビンタだった。

「うぅぅぅぅ」

　フロイは腫はれ上がった頰ほおを押さえて覚かく醒せいした。

「痛いじゃないか」

　もちろんたちまち腫れは消えて行く。なんてったって夕方なのだ。

「何考えてるのよ」

　サフィーはフロイの首もとを摑み上げた。

「え？」

「ど～～して仲間増やしてるのよ」

　フロイはしばしキョトンとしていたが、すぐに思い出したのだろう。

「やる気はなかったんだ」

　言い訳がましく声を張り上げた。

「あの時は頭がぼ～～～っとしてて。気がついたらもう遅おそかったのだ」

「どうするのよ。これから」

「うむ、勿もち論ろん私も責任を感じた。その女性にはわけを丁てい寧ねいに話して許しを願った。ところがだ、その女性は私の話なぞそっちのけで何やら拳こぶしを固めて呟つぶやいているのだ」

「何て言ってたの」

「う～～～む、よく聞こえなかったが、悲ひ願がんが達成できるとかなんとか」

「それで？」

「それだけ呟くと立ち去って行ってしまったのだ」

「悲願…………ね」

「倉くら地ちさんの悲願……。何のことだろ」

「花はな丸まる先せん輩ぱい！」

　それまでずっと沈ちん黙もくの檻おりに飛び込んでいた三みつ石いしが叫び声を上げた。

「花丸先輩。早く逃げてください」

「おいおい、どうしたんだよ三みつ石いしちゃん」

　三石は真しん剣けん三百パーセントな顔つきで言った。

「私の予感が正しければ、倉くら地ちさんは悲ひ願がんを達成するために…………」

　ドカァァァァァァァァァァン！

　何かが壊こわれる音がした。

　まるで玄関の扉ドアが外側からぶち破られるような音だった。

「何だ？　今のドアがぶち破られるような音は」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはなんだか嫌いやな予感がしてきた。

　人間に備えられる第六番目のドラム缶カンによるものだ。

　ドカァァァァァァァァン！

　森写歩朗の嫌な予感の的中率は意い外がいと高かったようだ。

　壁かべをぶち破って、あいつがやってきたのだから。

「ト～～～～マスゥ」

　森写歩朗は極限まで顔を恐きよう怖ふに引きつらせた。
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「倉地………さん」

　倉地の顔色は悪かったが、目だけは異い様ようにギラギラと輝いていた。

　扉と壁をぶち破ってきたことから想像するに、倉地が吸きゆう血けつ鬼き化かしたことは言うまでもない。

「トーマス。血を吸わせなさい！」

「ちょっと待て！　どういうことなんだ」

「だから、皆倉地先せん輩ぱいの悲願達成のためなんです！」

　三石が叫んだ。

「倉地先輩は花はな丸まる先輩調教には時間が足りないっていうのが悩みだったんです。二人で吸血鬼になれば、その悩みも解消するんです」

　吸血鬼になるのも御ご免めんなら、悠ゆう久きゆうの時を調教されて生きるのも御免だった。

「僕はいやだぞ」

「私に言わないでくださいよ。そ～ゆ～ことは倉地先輩に」

　森写歩朗は倉地を見た。

　いやだと言って勘かん弁べんしてくれるとは思えない。

「倉地さん」

　いつ目覚めたのか知らないが宮みや下したが勢い良く飛び出した。

「俺おれの血を吸ってくれぇぇぇぇ」

　自殺行為としか思えない行動だ。

　ドカバキボキゴキガキ！

　やっぱり自殺行為だった。

　宮みや下したは倉くら地ちにまるでゴミ屑くずでも投げ捨てられるように足あし蹴げにされた。

　さらに後ろでわさわさ言っていた集団の中に放り込まれる。

　飛び込んできた餌えさにわさわさ軍団は群むらがった。

「可哀かわい想そうに」

「先せん輩ぱい。目が笑ってますよ」

　じきに宮下の不幸を笑ってもいられなくなった。

「さぁ」

　倉地がにじり寄る。その瞳ひとみはある意味いっちゃっていた。

「三みつ石いしちゃん！　倉地さんの弱点を教えてくれ」

「え？」

「吸きゆう血けつ鬼きってのは匂においにアレルギーがあるんだ。倉地さんの嫌きらいな食べ物が分かればいいんだ。もしかしたら冷蔵庫にあるかもしれん」

「あのぉ」

「どうしたんだ？　情報通の三石ちゃんなら知ってるだろ。倉地さんの嫌いな食べ物くらい」

「ないんです」

　三石は申し訳なさそうに言った。

「倉地さんって嫌いなものがないんです。何でも食べれる健康的な人なんです。知ってます？　イナゴだって平気なんですよ」




　イナゴ


　　バッタの一種、いくつかの地域で重要なタンパク源として食される昆虫。一般的に佃つくだ煮ににして食べるが、子供には不ふ評ひよう。






「何ぃ。イナゴも食べられるのか？」

「蜂ハチの子もヒビ（蚕かいこのサナギ。これはお勧すすめ）もザザ虫（川でとれる。気持ち悪い）も平気なんです」

「なんてこったい………」

　嫌きらいな食べ物がない。つまり吸きゆう血けつ鬼き倉くら地ちには弱点がないということなのだ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは絶望を感じた。

「覚かく悟ごは決めた？　トーマス」

　倉地は牙きばを剝むき出して近寄ってくる。

「駄だ目めよ！」

　ジルが森写歩朗の前に立ちはだかると両手を広げた。

「あなたなんかに吸わせるくらいなら私が」

「ジル、何か矛ほこ先さきが外はずれてるぞ！」

　ジルの目の奥が怪あやしく光った。

　衝しよう撃げき波はが倉地にむかって飛ぶ。

「退どきなさい！」

　倉地は一いつ喝かつした。

　弾はじき飛ばされたのはジルの方だった。

「噓うそ………」

　ジルは壁かべに叩たたき付けられて目をパチクリさせた。

「なんで新しん米まいの倉地さんの方が強いんだよ！」

「もともと、才能あるとは思ってました」

　三みつ石いしが静かに呟つぶやいた。

「さあ、トーマス」

　一歩歩き出した倉地だが今度は弾き飛ばされる。

　サフィーだった。

「サフィーちゃん」

　森写歩朗は後に語った。

　あの時のサフィーは小さな女め神がみに見えたと。

「よくもやってくれたわね」

　倉くら地ちは歯をぎりぎりと嚙かみ締めた。

「私の邪じや魔まをするなんて許さないわ」

　倉地は跳躍ジヤンプした。

　サフィーに突進するとそのままガラス窓を突き破って外へと飛び出していく。

　室内には、壁かべにめり込むジルと、タマネギにあてられて倒れるフロイと、まだ目をきらきらさせてる三みつ石いしと、人生を考える森しん写じや歩ぶ朗ろうが残された。

　いや、無視してはならない奴やつらがいた。

　あうあう軍団である。

　宮みや下したも加わってその数を増やしたあうあう軍団は一いつ斉せいに餌えさへと群むらがった。

「助けてくれぇぇぇ」

　森写歩朗が情けない叫び声を上げた時だった。

　バラバラバラバラバラバラバ。

　鼓こ膜まくもつんざけってな音が響くのと同時に、強きよう烈れつな光が室内に差し込んだ。

　あうあう軍団、そしてジルは思わず目を押さえる。

　森写歩朗は指の隙すき間まから窓の外を見た。

　バラバラバラバラバラバラ！

　映画によく出てきそうな音だった。

　これは幻げん覚かくなのか？

　窓まど脇ぎわに横付けされたヘリコプターを目にした森写歩朗はそう思わずにはいられなかった。

「早く飛び乗るんだ。森写歩朗君！」

　聞き覚えのある声が聞こえる。

　しかし瞬しゆん時じに思い出すことはできない。

「行こう。森写歩朗。ここにいるよりは安全よ」

　返事も聞かずしてジルは森写歩朗の手を摑つかんだ。

「ちょっと、待って、うわぁぁぁ」

　ジルによって森写歩朗はヘリコプター内部に投げ込まれた。

　間かん髪はつおかずに背中に衝しよう撃げきが走る。

「あ、花はな丸まる先せん輩ぱい。ごめんなさい」

　森写歩朗の背中に着地した三石がぺろりと舌したを見せた。

　続いてフロイを担かつぎ上げたジルがヘリコプターに飛び込む。

「よし行くぞ！」

　パイロットは操そう縦じゆう桿かんを器き用ように動かしてヘリコプターを上昇させた。

「危ないところだったね。森写歩朗君」

　パイロットが振り返るとニヤリと笑った。

　その時の驚きを、森しん写じや歩ぶ朗ろうは三年は忘れないだろう。

　そのキラリと光る歯には見覚えがあった。

「漆うるし野のさん！」

　森写歩朗は狭せまいヘリコプター内部でそう叫んだ。
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「漆野百ひやく太た郎ろうだ。一いち応おう刑事をやっている。よろしくな」

　漆野はヘリを操縦しながら簡単に自己紹介した。

「どなたなんですか？　この人」

「花ハナちゃん関係の人」

　三みつ石いしの質問に森写歩朗は小声で囁ささやくと身を乗り出した。

「でもどうして漆野さんがこんなとこに」

「特別異動になった」

　漆野はきっぱりと言った。ちなみに彼の言う『特別異動』って言葉には『追い出された』『やっかい払いされた』っていう意味も含まれている。

「長なが野の県警に勤務することになったんだ」

　森写歩朗は長野県の行ゆく末すえがちょっと心配になった。

「どうやら君達は知らないようだね。この市を取り巻く状況を」

「状況？」

「私も詳くわしいことは分からないが、厚生省が緊きん急きゆうウイルス汚お染せん警報を発令した。よく分からんが大雨洪こう水ずい注意報みたいなもんだろうな。現在この市への入り口は皆、通行止めとなっている。完全に隔かく離りされたのだ」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇ」

「でもって。長野県警に異動になった私はボーダーライン警備のためにかり出されて来たのだ。ゾンビみたいにあうあう言いながら吸きゆう血けつ鬼きみたく血を吸う集団と聞いて胸を踊おどらせてきたのだが………待てど暮くらせどやってこない。あまりに暇ひまだったからヘリを無断拝はい借しやくしてやって来た。いやぁ、来て正解だった」

　相変わらずとんでもない刑事だった。

「とりあえず街まちを出よう。こんな状況じゃどこに着地してもあの妙みような連中に………」

　漆野ははたと口をつぐんだ。

「森写歩朗君。すまないが私の頭を力一いつ杯ぱいたたいてくれないか？」

「へ？」

「早く！」

　逆さからい難いものを感じた森しん写じや歩ぶ朗ろうは背はい後ごから手を伸のばすと漆うるし野のの後頭部を叩たたいた。

「痛い。ということは夢ではないんだな」

「一体どうしたんです？」

　森写歩朗は漆野の視線を忠実に追いかけた。

　はるか前方、ライトに照らされて人影が見えた。

　人影は空中に浮遊していた。

　近寄ってくるにつれて詳しよう細さいが目に見えてくる。

　白衣を着た若い男だった。

「ドクター！」

　フロイが鋭するどい声をあげた。

「知ってるの？」

「そうか、知らないのか。知らないなら覚えておくがいい。あれが」

　フロイは言葉を止めると軽く息を吸い込んでから続けた。

「あれがブラックウイナーの創そう立りつ者しやである、ドクターだ」




　白衣の男は軽く鼻を鳴らした。

「まさか、お前が復活していたとはね。フロイ」

　大きく息を吸い込む。

「消えろ！　悪あしき血族！」

　エネルギーの本流がヘリコプター正面に向かって放たれた。




「まずい。避よけろ！」

　フロイが叫ぶ。

　フロイの瞳ひとみには映ったのだ。恐おそろしいまでのエネルギーの本流が。

「避けろったって」

　漆野が思い切り操そう縦じゆう桿かんを引くが全すべては遅おそかった。

　チュド～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ン！

　ヘリは爆発炎えん上じようして落下して行った。




　落下してゆく炎ほのおの塊かたまりを見つめながら男は皮ひ肉にく気げに鼻を鳴らした。

「この街まちはもう駄だ目めだな」

　白衣が翻ひるがえり、男は大きく上昇した。

「全てを燃やすしかない」

　その言葉だけが残された。













　　第四章　遠い異国でなんじゃらほい
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　森しん写じや歩ぶ朗ろうがものすごいことになっている頃ころ。

　父、辰たつ太た郎ろうはどこか遠い国にいた。

　世界のどこかにある小さな国。

　それがどこなのか、それは秘密である。

　付近の街まちの住人ですら滅めつ多たに足を踏み入れないといった様子の森の中に灰色の建物はあった。

「しかし……………」

　辰太郎は目の前の物体をしげしげと見つめながら呟つぶやいた。

「疑ってたわけじゃあねえがまさか本当にあったなんてな」

　辰太郎の目の前には、紡ぼう錘すい形けいの巨大な物体が鎮ちん座ざしていた。

　どこからどう見ても立りつ派ぱなミサイルである。

「こんなもん手にいれてどうするつもりだったんだよ」

　辰太郎はコントロールパネルに歩み寄った。

　完全に沈ちん黙もくしていたコントロールパネルだったが辰太郎が操そう作さすると画面に光が浮ぶ。

『パスワードを入力してください』

「パスワードか」

　辰太郎は十桁ケタもあるパスワードを入力するためにキーボードに指を置いた。

「え～～～と確か」

　と、辰太郎の表情が険けわしくなった。

　辰太郎はそのままの状態で英語で呟いた。

『隠かくれてないで出てきてくださいよ』

　ガチャリ。

　辰太郎の後頭部に背はい後ごから銃口が押しつけられた。

『久しぶりだな』

『何年振りですかね』

『必ず来ると思っていたよ。情報を流したのは私自身なのだからな』

『とすると、わざわざ俺おれをここに招いた理由は』

『そうだ。パスワードを教えてもらうためさ』

『パスワードね』

『あの女が組織を裏切ってボスを殺したおかげで組織は解散だ。最後に残された頼みの綱つなはこれしかないんでな』

『あいつは裏切ったわけじゃない。ボスはおかしくなってた。力ある者に抑よく圧あつされる民族に力を貸し与えるというコンセプトをボスは無視した。たんなる武器密みつ売ばい組織にまで成り下がっていた。あいつはケジメをつけただけだ。俺おれの代わりにな』

『おしゃべりはそれまでだ。早くパスワードを入力するんだ』

『パスワードを入力したら真っ先に殺すくせに』

『それは分からないぞ。お前ほどの腕があるなら、私の右腕として働いてもらってもいい』

『御ご免めんだね』

『さっさとしろ。あの女のようになりたくはなかったらな』

　辰たつ太た郎ろうの顔色が変わった。

　十年に一度見られるか見られないかといったシリアスモードになったのだ。

『お前が殺したのか？』

『そうだ、と言いたいところだが、違う。奴やつはこの核ミサイルを制せい御ぎよ装置でがんじがらめにした後に付近の街まちでくたばったらしいぜ。癌がんだったらしい』

『そうか、やっぱり死んでたか』

　辰太郎はしばし目を閉とじた。

　辰太郎の感かん慨がいは銃の感かん触しよくで中断された。

『さぁ。急げ。これさえ自由になれば、再び我が組織は力を手にすることができる』

『俺はこいつを始し末まつするために来たんだ。あんたの自由にさせるわけにはいかないよ』

　辰太郎は振り向き様ざまに突きつけられる拳けん銃じゆうを叩たたき落とした。

　森へ飛び出した辰太郎は、撮影してたら映画にできそうな銃撃戦闘を繰り広げた。




　激しい戦闘シ───ンがしばらく続きますがページの都つ合ごうにより省略します。




『どこだ』

　男は拳銃を片手に歩き回った。

　茂しげみを搔かき分け一歩前へと歩き出す。

『おっと』

　男は足を止めた。

　目の前は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだったからである。

『危ない危ない』

　振り返ろうとした男の後頭部に何か固い物が突きつけられた。

『ここまでだな』

『俺の負けだ』

　男はあっさりと降こう伏ふくして拳けん銃じゆうを手放した。

『助けてくれ。俺おれはまた昔みたいに誇ほこりと正義の遂すい行こうの手助けをしたかっただけだ』

『時代は変わったんだ。もう組織は必要じゃない』

　辰たつ太た郎ろうは男が落とした拳銃を拾い上げた。

『すぐにこの森を出ていってくれ』

　辰太郎は拳銃をベルトに押し込むと背中を向けた。

　ズキュ────ン。

　一発の銃声。

　辰太郎は背はい後ごから肩を打ち抜かれた。

『くっ』

『人を信用するという悪いクセは治ってないようだな』

　男は下げ卑びた笑いを響かせると腰からロープを取り出した。

　そのロープで何するの？

　なんて尋たずねなくたって使用目的は理解できる。

　辰太郎はぐるぐる巻きにされた。




『さぁ、言え。十桁ケタのパスワードの答えを』

　辰太郎あかんべーで答えた。

『口を割らす方法はいくつかあるのだぞ。たとえば拷ごう問もんとかな』

　男は壮そう絶ぜつな笑みを浮かべると懐ふところに手を突っ込んだ。

　猫ねこじゃらしが取り出された。

　史上最悪と呼ばれる拷問道具だった。

『止めろ』

　悪あく夢むが始まった。

『うきゃきゃきゃきゃあはははは』

『笑い死にたくなかったら、パスワードを言うのだ』

　辰太郎の弱点だった。

『言う。言う』

『パスワードは？』

『パスワードはな。ＷＩＳＨ　ＴＯ　ＳＴＡＲだ』

『星に願いをか。安直なパスワードだな』

　チャ。

　男の拳けん銃じゆうが辰たつ太た郎ろうの額ひたいに押しつけられた。

『協力ありがとう。お前には悪いがここで死んでもらう』

『やっぱりそう来るか』

『さよならだ』

　男が引きがねに手をかけた瞬しゆん間かん、男の足下が崩ほう壊かいを始めた。

『何！』

　一瞬のスキを辰太郎は逃さなかった。イモ虫のような体を思いっきり動かして男を突き飛ばす。

　倒れる男を受け止める大地は、そこにはなかった。

　なす術すべもなく崖がけ下したへ転落していく男の悲鳴だけが響いた。

『うわぁぁぁぁぁぁぁ』

「生きちゃいないな」

　崖下を一いち瞥べつした辰太郎は静かに呟つぶやいた。

　そしていまいましそうに肩の傷に目を向けた。

　貫かん通つう銃じゆう創そうだ。止血すれば助かる。

　問題は、現在ぐるぐる巻きにされてる状態では止血ができないということだった。

「くそ、止血しねぇとやべえな」

　辰太郎は森の中に倒れた。

　これまでの人生が走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りに浮かんだ。

「まだやり残したことがあるのに」

　朦もう朧ろうとしてくる視し界かいの中、辰太郎は自分を覗のぞきこむ影に気がついた。

「へ、幻げん覚かくが見える」

　その面おも影かげはかつて愛した人によく似ていた。

「あいつに大きくなった森しん写じや歩ぶ朗ろうを見せてやりたかったな」

　辰太郎の頭の中で、餅モチつきの餅にからまって泣いている森写歩朗の姿が浮かんだ。

　とてつもなく情けなかった。

「いや、見なくて正解だったかもしれん」

　辰太郎はそう呟いてからゆっくりと目を閉じた。




「森写歩朗？」

　女性は静かにその名前を口にした。

　人里離れた所で細々と暮くらしていた。

　珍めずらしく森に響く人声と、血の匂においに誘さそわれてやって来てみたが………、まさか、再びその名前を聞くとは思わなかった。

　男は意識を失っている。止血しなければ間違いなく死ぬだろう。

　このままほったらかしにするのも気にかかる。

　女性は辰たつ太た郎ろうを背中に背せ負おうと歩き出した。
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　森しん写じや歩ぶ朗ろうは肌はだ寒さむさに目を覚ました。

　断片的な記憶を繫つなぎ合わせる。

　漆うるし野のが操そう縦じゆうするヘリコプターがどかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんでプツン。

　あれは夢だったんだろうか……とも思った。

　しかしあちらこちら焦こげ跡あとを残す服や手足の火傷やけどは間違いなく本物。

　皆は無事なんだろうか？

　森写歩朗はあの時居合わせた数人を思い浮かべた。

　ジルとフロイは吸きゆう血けつ鬼きだからあの爆発にも耐たえることができるだろう。

　三みつ石いしちゃんは神経は普通じゃないけど体は普通の人間だからやばいかも。

　漆野さんは、殺しても死にそうにないからきっと生きてるだろう。

　しかし……。

　森写歩朗はもう一度自分の体を見渡した。

　どうしてこれだけで済すんだのだろうか？

　理由はすぐに判明した。

　ふと目をやった脇わきにはぐったりと横たわるジルの姿があった。

　服のあちこちが焦げ、青白い顔は煤すすで薄うす汚よごれていた。

　森写歩朗は全すべてを理解した。

　あの爆発の中、自分が死ななかった理由。

　丸焼きになって良い香かおりを立てなかった理由、それは。

「ジルが、守ってくれたのか？」

　ジルは返事をしなかった。

　恐おそろしい事態を想像して慌あわてて胸に手を伸ばす。

　森写歩朗はピタリとその手を止めた。

「違うぞぉ。僕は心臓が動いてるか確かめるだけなんだ。けっしてやましい気持ちなんてないぞ」

　一いち応おう、お星様にそう誓ちかってからジルの胸に手を置いた。

　どうもよく分からない。

　耳を押し当ててから、ようやく鼓こ動どうが聞こえた。

「ふぅぅぅ」

　森写歩朗は安あん堵どのため息を吐はき出した。

　安心した森しん写じや歩ぶ朗ろうは改めてあたりを指さした。

　少し離れた所に月明りに照らされて四角い建物が見える。

　それが飯いい波なみ高校であることにしばらくしてから森写歩朗は気がついた。

　ガサゴソガサゴソ。

　不ふ意いに物音がして反射的に目を向けた森写歩朗はこの世の終わりのような表情を見せた。

「あうあうあうあうあう」

　あうあう軍団だった。

　あうあう軍団が森写歩朗らに気がついたのかその数を増やしていた。

　逃げようにも、しっかりと囲まれている。

「ちくしょー」

　森写歩朗はジルを抱えて走り出した…が逃にげ路みちはなかった。

「あうあうあうあうあ」

　徐じよ々じよに狭せばめられていく半径。

「うぅぅぅぅぅぅ」

　森写歩朗は円の中央で泣きそうな顔を見せていた。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　あうあう軍団が一いつ斉せいに森写歩朗へと襲おそいかかる。

　これだけの数だ、多分血を一いつ滴てき残らず吸われてミイラになってジエンドだろう。

　どうせならもっとマシな死に方が良かった。

　森写歩朗は死を覚かく悟ごした。しかし死は訪れなかった。

　バシ！　ドシ！

　あうあう軍団が弾はじき飛ばされる。見えない力によって。

　ジルは眠っている、じゃあ誰だれが？

「森写歩朗クン！　早ク！」

　なんか懐なつかしいカタカナ日本語が聞こえた。

　と同時に一人の男があうあう軍団を蹴け散ちらしながらやって来る。

　手には木ぼく刀とう。

「モンドーさん！」

　元、ブラックウイナーの狩人かりうど、現在イギリスの日本料理屋で板いた前まえしてるって人だ。性格は温厚。かぶりものが好き。

「ヤア、久シブリデスネ」

　モンドーはニヤリと笑うと木刀を振った。

　数人のあうあう軍団が弾き飛ばされた。

「私ノ後ヲツイテ来テクダサイ。森写歩朗クン」

「はい」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはジルを抱えたままモンドーの後を追いかけた。

　障害になるあうあう軍団は全すべてモンドーが弾はじき飛ばす。

　モンドー一族に伝わる超能力らしい。

　森写歩朗は思った。

　日本刀や菜な切ぎり包ほう丁ちよう、木ぼく刀とうでも衝しよう撃げき波はは出せるのだ。

　やろうと思えばすりこぎでもできたんじゃないか？

「森写歩朗クン。アソコマデ行ケバ安心デス」

　モンドーが指さした所、それはしばらくは訪れることもないと思っていた飯いい波なみ高校校舎だった。

　二人は校舎に飛び込んだ。

　すぐに扉ドアを閉めると鍵かぎをかける。

　机や椅い子すでバリケードを補強するとモンドーは息を吐はき出した。

「大丈夫ですか。ガラス割って机とか引き出しちゃえば道が開いちゃいますけど」

「大丈夫。奴やつラニソコマデノ知能ハアリマセン。ソレニモウスグ朝ダカラネ」

　モンドーは矛ほこ先さきを代えると校舎内部へと向かう。

「サァ、科学ノ実験室ヘ急ゴウ」

「どうして科学の実験室に」

　抱きかかえるのに疲つかれたからジルを背中に背せ負おい直しながら森写歩朗は尋たずねた。

「君ニ会ワセタイ人物ガイマス。彼ガコンナコトニナッタ原因ヲ説明シテクレルデショウ」

　森写歩朗は息を飲み込んだ。

　謎なぞに包まれた真しん相そうが今、解明するのだ。
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『初めまして』

　男は森写歩朗の手を握にぎった。

『去年まで、ブラックウイナー所長秘ひ書しよをやっていた、スッグルナックと言うものです』

「何言ってるのかさっぱり分かりません」

　森写歩朗に英語を理解しろっていったって無む理りなのだ。

　モンドーが通訳して初めて会話が可能となる。

「あの、こんなことになった理由を知ってるそうなんですよね。教えてください」

『分かりました』

　スッグルナックは神しん妙みような顔つきで座り直した。

『こんなことになった原因は』

「原因は？」

『蚊かです』

「蚊？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは思わず聞き返した。

『そうです。蚊です』

　スッグルナックは間違いないとでも言うように深く頷うなずいた。

『全すべてをお話しましょう』




　スッグルナックが全て話し、モンドーがそれを訳してます。しばらくお待ちください。




『というわけなんです』

「トイウワケナンデス」

　森写歩朗はこめかみを押さえた。

　想像以上にアホらしい真しん相そうだった。

『完全なニンゲンニナール製造のためにこの街まちへやってきた我々がホテルでトランクを開けたのが悲劇の始まりでした』

　スッグルナックはしみじみと言った。

『室内で捕えることができず、たまたま開いていた窓から逃げ出していった蚊を追いかけて、私とダビンチ教授は夕暮れの街を走りました』

「で、一時間後に発見して手ではたいたら、血を吸って赤くなってたと」

『私達は青くなりました。慌あわてて被害者を探しました。幸い、路ろ地じ裏うらであうあう言ってる被害者を発見、首筋に虫むし刺さされの跡あとがありました。ワクチンを注射してキンカンを塗ぬり、痒かゆみ止めパッチンを張ってことなきを得たのです』

「それが一昨日の夕方の出来事。でも一晩たってみたら」

『そうです。信じられないくらいに広がってたんです』

「う～～む」

　森写歩朗は考え込んでからふと顔を上げた。

「その最初に被害にあった人ってのは年齢三十五くらいの女の人でしょ。亭てい主しゆ子供持ちでアパートに住んでいる。仕事はしていないって様子の」

『その通りです。どうして分かるんですか』

「いや、何。この国で一番広げるのがうまい人種なんです」

　森写歩朗は息を吐はき出した。

「噂うわさもウイルスもね」

『しかしご安心ください』

　スッグルナックは薄い胸をポンと叩たたいた。

『現在ワクチンをダビンチ教授が不眠不休で製造してます』

『グゥゥゥゥゥゥゥ』

　鼾いびきが響いた。

　フラスコを握にぎったまま老人が眠り惚ほうけていた。

　スッグルナックは立ち上がるとツカツカと老人に歩み寄り、スリッパで老人の頭をぶったたいた。

『誰だれのせいでこんなことになってると思ってるんですか！　いい加か減げんにしないといくら温おん厚こうな僕でも切れますよ』

　モンドーが森しん写じや歩ぶ朗ろうの耳元で囁ささやいた。

「見テノ通リ、スッグルナック君ガ不眠不休デ見張ッテルヨウダカラ大丈夫デショウ」

「ええ」

　森写歩朗は不安気に老博士を見た。

『そんなに急ぐな。サンプルだけ作ればあとはＷＨＯの方でやってくれるんじゃろ。明日までにはできる』

　ダビンチ教授はぶつくさ呟つぶやきながら作業に戻った。

「日本ノＷＨＯニハワクチン有ノ連絡ヲ入レマシタ。明日ノ朝、サンプルヲ取リニ来ルハズデス。ソノ時ニコノ街まちカラ脱出デキマス」

「なるほど」

　森写歩朗はコクコクと頷うなずいてからモンドーに目を向けた。

「ところで、どうしてモンドーさんが日本にいるんですか？」

「板いた前まえ修しゆ業ぎようデス」

　モンドーは即答した。

「来週カラ駅前ノ日本食屋、桜さくら屋やデ働クコトニナリマシタ。食べニ来テクダサイ」

　なんか、これまで関かかわってきた面子メンツが総出演だね。

　あとあの人が関わってくれば。

　森写歩朗の頭にオトナチックな女性吸きゆう血けつ鬼きの顔が浮かんだ。

　いくらなんでもそれはないな。

　森写歩朗はフンと鼻で笑った。

　森写歩朗は知らない。

　父、辰たつ太た郎ろうが、一体誰だれに命を救われたかということを。




　殺風景な部屋には不ふ釣つり合あいのベッドだった。

　保健室から簡かん易いベッドを運んできたのだ。三階の教室に。

　暗い教室、ベッドに横たわるジルを森写歩朗は脇わきで見つめていた。

「血か………」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはカッターを右手に持った。

　痛いことはいやだが、それ以上にジルの憔しよう悴すいし切った顔をみたくなかった。

　腕にカッターを当てると軽く引く。

　真っ赤な血液が吹き出る。

　森写歩朗はベッドに横たわるジルの口元へその血をたらした。

　そりゃ痛いに決まってるが、それでも迷まよいはなかった。

「明日の朝には……か………」

　モンドーとの相談の末、ジルの正しよう体たいを隠かくして一いつ緒しよに街まちを出るということになった。

「進路を考える暇ひまもないよ」

　森写歩朗はぽつりと呟つぶやいた。

　やがて森写歩朗の上の目ま蓋ぶたと下の目蓋が近寄って来て………。

　森写歩朗はジルの隣となりに頭を置くようにして眠りに入った。

　二つの吐と息いきが闇やみに響いた。




『眠るなぁぁぁぁ！　働けぇぇぇぇぇ！』

『ひぃぃぃぃぃ』

『モンドー。こいつの目蓋に辛から子しを塗ぬりたくってガムテープで固定しろ！』

『スッグルナック。お前結けつ構こう恐こわい性格してたんだな』

　知り合いの変へん貌ぼう振りにモンドーはブルルッと震ふるえた。
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　バラバラバラバラバラバラバラバ…………。

　ヘリの音でモンドーは目を覚ました。

　大きく欠伸あくびをすると伸のびをして窓から外を見た。

　ＷＨＯと書かれたヘリが着地しようとしている所だった。

「来マシタネ」

　モンドーは実験台で折り重なるようにして眠るダビンチ教授とスッグルナックに目を向けた。

　サンプルは完成している。二人が一晩、タッグマッチでがんばった証しよう拠こである。

「起コスノモ気きノ毒どくダナ」

　スッグルナックはネクタイを直すと一人、玄関へと向かった。




　ヘリコプターから一人の男が降り立った。

「ここで待っていろ」

　パイロットにそう言い渡すと男はサングラスを押し上げ、深くコートの襟えりを立てた。

　男は玄関へと足を向けた。




「ドウモ、オ待チシテイマシタ」

　玄関のバリケードを解といて男を引き入れた。

　男は、東洋人だった。

　黒々とした髪かみ、東洋系にしては彫ほりの深い顔にサングラスがよく似合っていた。

　丈たけの長い白衣を着用している。

「君か」

　男は意い外がいそうにモンドーを見つめた。

「今シガタサンプルガ完成シタトコロデス」

　モンドーは男と連れだって歩き出した。

「君がこんなところにいるとは思わなかったよ」

　男はポツリと呟つぶやいた。

「サァ、ドウゾ」

　モンドーは科学室に男を引き入れた。

「で、そのワクチンというのは？」

「コレデス。コレヲ量産スレバコノ事態モ収マルデショウ」

　モンドーはテーブルに置かれていた液体の入ったガラス瓶びんを手渡した。

「液体か」

「気化サセテ煙状態ニシテ街まちニ充満サセルンデス」

　ガラガラガラガラ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうが顔を突き出した。

　寝ね癖ぐせでダイナマイツになった頭を手て櫛ぐしで整えながら実験室に足を踏み入れる。

「ふわぁぁぁ」

　森写歩朗は欠伸あくびしながら室内を見渡した。

　森写歩朗の瞳ひとみに男が映った。

　森写歩朗の眠ねむ気けが台風にあったかのごとく吹き飛んだ。

「やぁ、昨日は悪かったね」

　男は軽く右手を上げた。

「昨日何カアッタンデスカ？」

　森写歩朗は真まっ青さおな顔で男を指さした。

「この人は、昨日僕が乗ってたヘリコプターを吹っ飛ばした人だ」

「へ？」

「ブラックウイナーで一番偉えらいドクターって人だ！」

　モンドー、しばし沈ちん黙もくである。

「ナハハハハハハ」

　モンドーは笑った。

「森しん写じや歩ぶ朗ろうクン。アラキ所長ヲ見タコトガナイダロウ。アラキ所長ハナ。マルデイグアナノヨウニ恐おそロシイ顔ヲシタ老人ナンダヨ。コンナ若イ人ジャナイ」

「イグアナのような顔か。言ってくれるな。ミルカ・ベル・モンドー」

　男は皮ひ肉にくをこめて呟つぶやいた。

「モンドーといいスッグルナックといい、まるで同窓会だな」

「エ？」

「二人とも故こ郷きように帰ったと聞いていたが、まさかこんなところで会うなんてな。それからモンドー。一つだけ言っておく。辞じ表ひようってのはＦＡＸで送るものじゃないぞ」

　モンドーは硬こう直ちよくした。

　何な故ぜ初対面のこの男が自分の名前やその他モロモロのことを知っているのだ。

「さて、自己紹介が遅おくれてしまったな」

　男はもったいをつけるように薄い笑みを浮かべた。

「私の名前はアラキ。ブラックウイナーの所長を務めるものだ」

　モンドーは思った。

　いったいどんな美容整形手術を受けたらこんな顔になれるのだろうか？

　まるでモンドーの疑問を察したようにアラキは鼻を鳴らした。

「この姿に驚いているのか？　無む理りもない。しかしこれが本来の私の姿なのだ」

「本来ノ姿ッテコトハ」

「いつもは変装してたってことかな」

　森写歩朗の浅はかな意見だった。

　アラキはさりげなく、だがきっぱりと森写歩朗の言動を無視した。

「長年、心臓を動かすのに必要なだけの血液を摂せつ取しゆして来た。結果として力は失われ肉体も衰すい弱じやくして行く。が、今回は事態が事態だからね。何十年振りに血液をがぶ飲みした。うまかったよ。不ふ本ほん意いではあるがね」

「ッテコトハ」

　モンドー、森写歩朗、この時ばかりは二人の頭の中で同じ単語が浮かび上がった。

〝きゅうけつき〟

「どうして同族を殺すんですか！」

「人間は人間を裁さばき命を奪うばう。それと同じだ。私は吸きゆう血けつ鬼きを裁いているだけだ。存在という重罪をね」

「へ理り屈くつだ」

「私は、吸きゆう血けつ鬼きだ。これまで何度も吸血鬼による世界の崩ほう壊かいの危き機きを目にしてきた。マラリア、ペストの流行。だがその半分は噓うそっぱちだ」

　アラキはきっぱりと言い切った。

「マラリアでも、ペストでも何でもない。本当は吸血鬼の伝染がもとなのだ」

　吸血鬼が生きるためには人間の血液が必要不ふ可か欠けつなのだ。最悪、ネズミ算式に膨ふくれ上がって餓が死しする可能性がある。

「私はその都つ度ど、街まちを焼き、吸血鬼を殺し、最悪の事態を未然に防いできた。つまり、私はこれまで幾いく度どとなく世界を救って来た救きゆう世せい主しゆということになる」

　アラキは手にしていた小こ瓶びんを床ゆかに叩たたき付けた。

　パキィィィィィィィン！

「アァァァァァァァァァァァ!!！」

　サンプルは台無しになった。

「何ヲスルンデスカ！」

「こんな薬は必要ないのだよ。どちらにせよこの街の吸血ウイルスは二十四時間後に消滅する」

「ドウイウコトダ」

「この街に核ミサイルが打ち込まれる」

「どっひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはひらがなで驚いた。

「ドッヒェェェェェェェェェェェ！」

　モンドーはカタカナで驚いた。

「二十四時間後にこの街は消滅する。私がわざわざ来た理由は君達に忠告しに来たのだ」

　アラキは立ち上がるとカーテンを閉めた。

「私の仕事は吸血鬼を抹まつ殺さつすることだ。人間が相手ではない。昼の間にこの街を出ることだな。ボーダーラインには連絡を入れてある」

　アラキは目を細めた。

「夜になったら…………現存する吸血鬼を狩かる。フロイデッド、サファイア、そして、ジルコニア……フフ。君達が巻まき添ぞえにならないことを祈っているよ」

　アラキはつかつかと出口へと向かった。

「待テ！」

　木ぼく刀とう片手にモンドーが立ちはだかった。

「ココデオ前ヲ倒サネバ。昼間ノオ前ナラ倒セル」

「昼間なら勝てるか。確かにな」

　アラキは動どうじもしなかった。
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「しかし、もしここで私が死んだ場合、ヘリの中にいる人達がいささか困ったことになるぞ」

「何？」

「三みつ石いし、漆うるし野の、とか言ったかな」

「二人とも。生きてたんだ」

　死ぬとは思ってなかったけど。

　モンドーは悔くやしそうに木ぼく刀とうを明後日あさつての方向に振り下ろした。

　衝しよう撃げき波はがたまたまダビンチ教授に当たった。

「ぎょへぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　ダビンチ教授はまた眠りに入った。

「賢けん明めいだよ。夜に再び会わないことを祈っているよ」

　つかつかと歩いてからアラキは振り返った。

「森しん写じや歩ぶ朗ろう君だったね」

「ああ」

　森写歩朗は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張った。

「ジルコニアを連れて街まちを抜け出そうなんて考えないことだな。住む世界が違うと思って忘れるのが得とく策さくだ」

　見み透すかされてる！！！！

　張った虚きよ勢せいは見事に崩くずれ落ちた。

「それでは」

　アラキはつかつかと出ていった。

　窓から校庭のヘリへ歩いて行くアラキの姿を見つめてモンドーは歯ぎしりをした。

　と、パタリとアラキが倒れる。

「平然を装よそおってたけど」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがポツリと呟つぶやいた。

「昼間でけっこうまいってたんだな」

　ヘリは三みつ石いしと漆うるし野のを校庭に投げ捨ててから、浮上し始めた。
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「あの大人おとなの吸きゆう血けつ鬼きさんが守ってくれたんです」

　フロイだ。タマネギにあてられているとはいえさすがは老ろう齢れい吸血鬼。

「でも気がついた時にはもうどっかにいっちゃってて」

　三石は寂さびしそうにそう呟くと手にしていたココアを口にした。

「二十四時間後にミサイルか」

　漆野がぼんやりと口にした。

「何か話がどんどん大きくなってやがるな」

「昼ノ間ニコノ街まちヲ出レバ助カル……トイウワケデスカ」

「くそっ」

　漆野はいまいましそうに言った。

「どうするんだ。森写歩朗君」

「僕は、残るよ」

　森写歩朗はきっぱりと言った。

　彼には珍めずらしい、男らしい態度だった。

　十年に一度の光景だった。

「モンドーさん達は出て行ってください」

「馬ば鹿かヲ言ッチャイケマセンヨ。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんノ恩おん義ぎハ忘レマセン」

　モンドーは憤ふん慨がいしたように言った。

「モンドーさん」

「俺おれも後あと味あじが悪いしな。それに君には捜そう査さ協力してもらった恩がある。さらにあいつにゃ長なが野の県警のヘリを壊こわされた恨うらみもある。二、三発鉛なまり玉だま打ち込んでやらなきゃ気がすまねえ」

「漆野さん」

「は～～～い。私も残りま～～す」

　三みつ石いしが手を上げた。

「君は帰っていいよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは少しも考えずに言った。

「何でですか！　私だってこう見えても得とく意いなんですよ。応援！」

「いいか、三石ちゃん。落ち着いて聞いてくれ。僕達たぶん、あのドクター・アラキという吸きゆう血けつ鬼きと戦うことになる」

「知ってますよ」

「たぶん、めちゃんこ強いだろう。普通の人間じゃ勝てない」

「皆さんだって」

「違うよ。三石ちゃん。モンドーさんはああ見えても十メートル離れたところからキャベツのせん切りができるという超能力を持っている。漆うるし野のさんは真冬に蚊かを発見するという特技がある」

「花はな丸まる先せん輩ぱいはどうなんですか？」

「え？」

「花丸先輩こそ何もないじゃないですか」

　三石に痛いところをつかれた森写歩朗はちょっと脇わき腹ばらが痛かった。

「僕は、男だから」

「もうそんな時代は終わったんです。アタシも残りますからね」

　三石の決心を揺ゆるがすことできなかった。

「シカシ、相当、強イデショウネ」

「おそらくね」

「なぁ、やっぱり十じゆう字じ架かとかニンニクとかってきかないのか？」

「漆野さん。伝説と真実のギャップについて話す時間はないけど、駄だ目めなんで……」

　そこで森写歩朗は言葉を止めた。

「待てよ」

　モンドーも気がついたのだろう、目を大きくしている。

『起きろ！！！』

　モンドーはいまだ状況を知らず眠りこけているスッグルナックを叩たたき起こした。

『なんだい。ＷＨＯの人は来たんだろ。ちゃんとサンプルは』

『一つだけ教えてくれ。アラキ所長の嫌きらいな食べものだよ』

『アラキ所長。あの人は人前じゃご飯食べない人だったからな』

『あいつは人の後ろでだってご飯食べない奴やつなんだよ。いやそれはいい。とにかく嫌いな物』

『そう言えば、僕があれを食べてる時は近寄ってこなかったな』

『何をだ？』

『ギョーザ定食』

　スッグルナックはそれだけ言うとまた眠りに入った。

「ギョーザ定食」

　人々は押し黙だまった。

「あれしかね～じゃね～か」

「やっぱりあれですよね」

「アレニ決マッテイル」

　ある意味、裏うらをかかれた気分だった。

「ヨシ！」

　モンドーが何かを決意したようだ。

　なんだかいやな予感がする森しん写じや歩ぶ朗ろうだった。

「ガンバレバ三ツハデキマス。三人戦せん隊たいデ行キマショウ」

　やっぱりろくでもないことを考えていた。

「森写歩朗クン。私ガ思ウニ、一号ハ君シカイナイト思ウンデスヨ」

「分かりました。僕が一号でいいです」

　森写歩朗はやけくそのように言った。

「ソレジャ、二号ハ私、トナルト女ノ子ハ三号」

　モンドーの視線は三みつ石いしに注がれまくっていた。

「オ嬢じようサン。三号ヲヤッテクレマセンカ」

「え、なんだか分からないけどいいですよ」

　三石は安やす請うけ合あいした。

「なんだか分からないうちが幸せだよ」

　森写歩朗は呟つぶやいた。
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『ダビンチ教授は知ってたんですか？』

『ああ、まぁな』

　フラスコを揺ゆらしながらダビンチ教授は答えた。

『五十年前のブラックウイナーの慰い安あん旅行の写真を見たことがあるんだ。名前は違ってたが全く同じ顔が卓球ピンポンをやってたよ』

『私もおかしいとは思ってたんです。残業が好きだし』

　スッグルナックは大きく息を吐はき出すと、不思議そうに尋たずねた。

『ところで、どうして出ていかないのですか』

『さぁな。きっと人生八十年を超えると生命に対する情熱が希き薄はくになってくるんじゃないのか？　それに』

　ダビンチは息を吐はき出した。

『さっきふっと思ったんだが、もしかしたら、こんなことになったのは私のせいじゃないかと』

『もしかしなくてもあなたのせいです』

　スッグルナックは躊ちゆう躇ちよせずきっぱりと言い切った。

『しかし、ミサイル発射を阻そ止ししたとしてもだな。肝かん心じんのワクチンの準備が間に合わなきゃ冗じよう談だん抜きでアラキの言う恐おそろしい事態になるぞ』

『そうなんです』

『他ほかに話のできる人物はいないのか？』

『駄だ目めみたいですね。この件けんの最高責任者はアラキ所長になってるみたいだから。ＷＨＯでは』

『では民間企業に頼むしかないのか』

『莫ばく大だいな費用がかかりますよ。時間がかかりますし』

『誰だれか民間企業でワクチンガスを大量製造してくれるような知り合いがいる奴やつはいないかな』

『いるわけないでしょ。だからここでできるだけ製造するんです』

『百パーセントの確率で足りないぞ』

『分かってますけど、私達にできることはそれしかないんです』

　スッグルナックはワクチンガスの原液となる薬くすり瓶びんを並べながら言った。

　モンドーと、漆うるし野のが連れだって入ってくる。その手に抱えられているのは大量のあれだった。

「しかし、匂におうな」

「仕方アリマセンヨ」

　二人はダンボール箱を置くと一息ついた。

　漆野は火星人の会話（漆野談）で会話するスッグルナックとダビンチをあごでさして尋たずねた。

「あいつら何を深しん刻こくに話してるんだ？」

「ワクチン製造ヲ頼メルヨウナ巨大企業ニ知リ合イデモイレバトナァ………ダソウデス」

　漆野は二、三度、目をパチクリさせてから呟つぶやいた。

「俺おれ、いるぞ」




「ちょっと、花はな丸まる先せん輩ぱい。何でこんなとこに来るんですか」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは三みつ石いしと連つれ添そってマンション矢や吹ぶきの階段を上っていた。

　あうあう軍団も昼間だから姿を見せていない。きっと眠ってるのだろう。

「ちょっと、家に用事があるんだ」

　倉くら地ちに蹴け破やぶられた扉ドアが目に入る。

「これ修理にいくらくらいかかるだろ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはため息を吐はき出すと室内に入った。

　お目当てのソファーはすぐに目に映る。

　森写歩朗はドライバーやトンカチ等の物ぶつ騒そうな道具を背せ負おっていたリュックから取り出した。

「こいつをこじ開ける。手伝ってくれ」

　十五分ほどの格かく闘とうで鍵かぎは開いた。

「何が入ってるんですか？」

「武器だよ。こんなん持ってるからって軽けい蔑べつしないでくれよ」

　森写歩朗は勢いよく隠かくし保管庫を引き出した。

　たくさんのエロ本が出現した。

「花はな丸まる先せん輩ぱい。これが武器なんですか？　こんなものを取りに来るために危険をおかして」

　三みつ石いしはジト目で森写歩朗を見た。

　完全無む欠けつに軽蔑の瞳ひとみだった。

「これだけなら良かったんだけどな」

　森写歩朗はため息混じりにそう呟つぶやくといけない本を蹴け散ちらした。

「よいこらしょ」

　本来の目的が白はく日じつの下に晒さらされる。

　三石は目をパチクリさせた。

「これ、本物なんですか？」

「本物なんだよ」

「どうしてこんな所に」

「深くは尋たずねないでくれ。さ、これを持っていこう」

「でも、漆うるし野のさんって、刑事さんなんでしょ」

　三石が確信をついた。

　めっぽう痛かった。

「刑事さんが、これ見たら……」

　三石、森写歩朗の脳のう裏りに手て錠じようで繫つながれた両手が思い浮かぶ。

　森写歩朗は勢いよく首を振って遠心力で暗い予感を吹き飛ばした。

「後のことは後のことだ。さ、手伝ってくれ」

　物ぶつ騒そうなものを担かつぎ上げながら森写歩朗は小声で呟いた。

「父さん。帰ってきた時は父さんが逮たい捕ほされる時だよ」

　森写歩朗は心の中で謝った。

　ごめん。

　ピピピピピピピピピピ。

　不ふ意いに電話が鳴った。

「タイミングがいいな」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは物ぶつ騒そうな物をいったん下ろすと受話器を取った。

「もしもし、花はな丸まるです」

『お～～～。やっと出たか』

「父さん」

　森写歩朗は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「今どこにいるんだよ」

『遠くの国さ。まあ用事の半分は終わったようなもんだからいつでも帰れるんだがな。そうだ、森写歩朗。楽しみにしてろよ。今度帰る時はな』

　辰たつ太た郎ろうはもったいをつけるように間を置いてから言った。

『お前の新しい母さんを連れて帰るぞ』

「はぁ？」

『いい人がいたんだよ。俺おれは決めたね。再婚するならこの人だって』

「再婚も何も父さん結婚したことないんだろ」

『揚あげ足あしを取るな。ま、そういうわけだから、楽しみに待ってるよ～～～に』

　父親の脳ノウ天テン気キさには呆あきれて言葉も出ない。

「そうですか、いい人が見つかった。そりゃ～よござんしたね。こっちは悪いけどそれどころじゃないんですよ」

　森写歩朗は皮ひ肉にくを込めて言い放った。

「なんてったって爆弾が落ちてくるんだからね」

　笑い飛ばされる、と思った。

　ど～～せ冗じよう談だんくらいにしか思ってないだろう。

　しかし、父、辰太郎を甘あまく見ていた。

『ああ、それなら心配するな』

　辰太郎は言った。

『こっちから別のミサイル打ち込んで迎げい撃げきするから』

「はぁ」

『すぐに打ち込んでもいいんだがな、俺も初めて扱う玩具オモチヤだから戸と惑まどってるんだ。準備ができ次し第だい発射するよ』

「お～～～ぃ」

『ま、そういうわけだ。元気で暮くらせよ。ちゃんと歯磨みがけよ。風ふ呂ろ入れよ』

　一方的に電話は切れた。

「お父さんからなんですか？」

「ああ、でも何か訳の分からんこと言ってた」

　いくら父でも、ミサイルまでは自由にならないだろう。

「そうだよな」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは笑い飛ばした。

　まだまだ父親のことを分かってない森写歩朗であった。




　所変わって世界のどこかにある国。

　森写歩朗は辰たつ太た郎ろうを甘あまく見ていた。

　辰太郎の目の前には、立りつ派ぱなミサイルがあるのだから。

「さてと」

　受話器を置いた辰太郎はコントロールパネルに向き直った。

「始めますかな」

　指をポキポキと鳴らす。

「本気で私と結婚するつもりなのか？」

　背はい後ごに立つ女性が涼すずしい声で尋たずねた。

「当たり前だろ。俺おれの命を救ってくれた女め神がみ様さまだ。俺は心に誓ちかったんだぜ」

「住む世界が違う……のにか？」

「関係ないね。俺は一度決めたことはやり通す主義なんだ」

　コントロールパネルに指を這はわせる。

「十桁ケタのパスワードか」

「覚えているの？」

「何、心配するな。俺の脳味噌は本当に必要なことは忘れないようにできてるんだ」

　辰太郎はぎこちない手つきでパスワードを入力した。

『ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ』

　ロックを解除します。

「ほらな」

　女性は呆あきれ顔で画面を見た。

「あいつも難しく考えすぎるからいけないんだよ」

　辰太郎は崖がけ下したの元仲間の冥めい福ふくを一いち応おう、祈った。




　所戻って今度は日本。

　物ぶつ騒そうなものを抱えて帰ってきた二人は、いきなり漆うるし野のと出くわした。

　校門脇わきの公衆電話の前でポケットをまさぐっていた漆野は二人に気がつくと表情を崩くずした。

「いいところで会ったな。テレホンカードか何か持ってねえか」

「アタシありますぅ」

「サンキュー」

　三みつ石いしに手渡されたテレホンカードを公衆電話に突っ込むと漆うれし野のはピポパとボタンを押した。

「どこへかけるんですか？」

「春はる田た植うえだよ」

「春田植……」

　忘れられない名前だ。そう、花ハナちゃんの本当の家なのだ。

「何でまた」

「ワクチン製造を発注するんだよ」

「そんなんやってくれるんですか？」

「な～～に。揺ゆさぶってやるさ」

　漆野は胸をバンと叩たたいた。

「俺が前回、何もしないであの娘こを返したと思ってるのか、しっかり調べたさ。そしたら恐おそるべき出生の秘密が隠かくされていた。あれを矢や面おもてに出して、交渉すれば百億や二百億なんとかなる」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはこの時思った。

　目の前の刑事の末まつ路ろは、路ろ地じ裏うらで撃たれるか人混みで刺さされるかのどちらかだと。

「お、そういやすげえもん持ってるじゃないか。それら本物なのか？」

　ついに話題がそっちへ行ってしまった。

　森写歩朗は目を閉とじると静かに頷うなずいた。

「ええ。全すべてが終わったら、親子で自じ首しゆしますから。この場だけは見逃してください」

　漆野は聞いてなかった。

　武器を見つめてニンヤリと微笑ほほえむ。

「よっしゃ。これでちったぁ戦局がマシになる。俺おれにも貸してくれよ」

　相手が出たのだろう。漆野はガラリと口調を変えた。

「もしもし、春田植さんですか。私ですよ。漆野。ええぇ実はね。頼みたいことが、あるんですよ。協力するしないはそちらさんの勝かつ手てですから。ただ、こっちとしても御ご令れい嬢じようのＤＮＡ鑑かん定ていの結果は世間には公表したくありませんからね」

　あれは交渉じゃない。脅きよう迫はくだ。

「な～～に。春田植財ざい閥ばつの力ならそんなに難しい話じゃありやせんや」

「ねぇ花はな丸まる先せん輩ぱい」

　三石が尋たずねる。

「あの人、本当に刑事なんですか？」

「間違いないよ。少々特別な部類なんだろうけど」

　森写歩朗は少々疲つかれたように呟つぶやいた。

　現在、午前十二時。

　ミサイル発射まで残り十八時間。

　どうなるんだろうね？

　それは誰だれにも分からなかった。













　　第五章　激突！　ニンニクマン
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　夜が来た。

　白衣をなびかせ男はゆっくりと校庭に着地した。

　ドクター・アラキだった。

「まずは、ジルコニアからだ」

　歩き出すアラキ、と、足を止める。

　夜の吸きゆう血けつ鬼きの耳が物音を捕えたのだ。

　パッ！

　不ふ意いに強きよう烈れつなライトが照らされて、アラキは顔をしかめた。

　しかしそのライトは自分に向けられたものではなかった。

　校庭に設置された演えん台だい、運動会の時とかによく使うあれである。

　そこには妙みようちくりんな格かつ好こうをした人物が、ライトに照らされていた。

　紡ぼう錘すい形けいで、白い妙な形をしたぬいぐるみをかぶっていた。

　顔には見覚えがある。アラキは目を細めてその名前を呟つぶやいた。

「モンドーか」

　しかしどうしてあんな格好をしてるんだろうか。

　アラキには解けない謎なぞだった。

「悪ガコノ世ニハビコル時」

　モンドーが声を張り上げると次にライトは演えん台だいの左端へと向けられる。

「我らが刃やいばが悪を撃つ！」

　少女が声を張り上げた。

　そしてライトは中央へ。

「全すべては正義の名のもとに！」

　絞しぼられていたライトが広げられ三人の姿が同時に光の中に現れた。

「一号、ニンニクレッド」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは、やけくそのように声を張り上げた。

「二号、ニンニクブルー」

　モンドーはノリノリだった。

「私もういやです」

　羞しゆう恥ち心しんに耐たえかねたのか、三みつ石いしがしゃがみこんだ。

「三石ちゃん。ここまできたんだ勇気出して頼むよ」

「でもこれが何だって言うんですか。何か効果があるんですか？」

　そう言われると考えてしまう森写歩朗だった。

「あのね、吸きゆう血けつ鬼きは自分の嫌きらいな食べ物において極度のアレルギー反はん応のうを起こす。それは視覚でも言えることだってのが、モンドーさんの信念なんだ」

「信しん憑ぴよう性せいあるんですか？」

「僕には分からないよ」

　どっちかって言えばあまり関係ないような気もしないでもない。しかし一つだけ確実に言えることがある。

「モンドーさんはあの格好してた方がテンションが高まって攻撃力がアップするんだ」

「こんな動きにくい格好でですか」

「彼を甘あまく見たらいけないよ。とにかく、匂においでアレルギー反応を起こすってのは本当なんだ。合わせるだけ合わせてくれ」

「分かりました」

　森写歩朗の誠心誠意を込めた説せつ得とくで三石はやっと納なつ得とくしてくれた。

「じゃ、最初から行くよ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは気を取り直してもう一度声を張り上げた。

「一号！　ニンニクレッド！」

「二号！　ニンニクブルー！」

「三号！　ニンニクピンク！」

「三人合わせて、ニンニク戦隊！　ニンニクマン」

　ポーズが決まった。
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　ちゅど～～～～～ん。

　背はい後ごで仕掛けておいた花火が爆発した。

　無む駄だな演出という意見もあるがモンドーが乗り気だから仕方ない。

「同じニンニクの形で色も白なのに、どこでレッドとブルーとピンクって区別するんですか？」

　三みつ石いしがポーズを決めながら小声で囁ささやいた。

「どうでもいいじゃないかそんなこと」

「ヨクアリマセン！」

　モンドーがそこは重要なポイントとばかしに顔を近寄らせた。

　そして言った。

「オーラノ色デス」

　その気き迫はくに、勝利できるものはいなかった。

「分かりました。オーラの色ですね」

　こ～ゆ～手て合あいはなだめておくに越したことはない。

「ソレデハ必ひつ殺さつ技わざイキマスヨ！」

「はいはい」

　森写歩朗は台本をチェックした。





　ニンニクマンヒーローショーの台本





　レッド「ニンニクマン最高の必殺技」

　ブルー「ソノ塊かたまり八生命ノ糧かて」

　ピンク「その香かおりは魂たましいの息吹いぶき」



　三　人　「必殺！」




　　大きく息を吸い込む。





　三　人　「ニンニクアタァァァァァァック！」






　　後は手持ちのニンニクを相手にぶつけるだけ。






　三人はニンニクをぶつけた。

「えいやぁ」

「そりゃやぁ」

「ホイホイ」

　ニンニクアタックは三分ほど続いた。手持ちのニンニクがなくなるまでだ。

「はあぁあはぁあは」

　ニンニクアタックが終了した三人は疲ひ労ろう感かんあらわにアラキを見た。

　へ～～～～ぜんな顔したアラキを。

　呆あきれとも侮ぶ蔑べつともつかぬ視線が三人を襲おそっている。

「何な故ぜダァァァ」

　モンドーはわめいた。

「何故ヒルマナイノダァァァァ」

「何を考えているかは知らないが」

　アラキはぽりぽりとこめかみを搔かいた。

「何な故ぜ私がこんなもので倒されなくてはならないのだ？」

「ニンニク嫌きらいじゃないのか」

「ニンニクか」

　アラキは散さん乱らんするニンニクを拾い上げると匂においを嗅かいだ。

　ニンニク嫌いの吸きゆう血けつ鬼きだったら自殺行為だ。

「あまり好きな匂いではないが倒れるほどではない」

　ニンニクアタァァァックは失敗した。

　モンドーと三みつ石いしがちまちま裁さい縫ほうして作った衣い装しようも、街まち中じゆうのスーパーから搔き集めてきたニンニクも、オモチャ屋でかっぱらって来た花火も、リハーサルに費ついやした貴き重ちような時間も………。

　全すべてが無む駄だに終わったのだった。

「ナンテコッタ！　ニンニク嫌イジャナカッタノカ」

「これじゃぁ、まるで馬ば鹿かじゃないか」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは慨がい嘆たんした。

　そんな森写歩朗に三石は慰なぐさめるように優やさしく声をかけた。

「先せん輩ぱい。安心してください。成功してもしなくても最初から馬ば鹿かでした」

「何の慰めにもならないよ」

　しばし三人で掛け合い漫まん談だんが始まる。

　がすぐにそんなことやってる場合じゃないことに気がついた。

「私は忠告したはずなのにな」

　アラキは静かに呟つぶやいた。

「巻き込まれないようにと」

　アラキがかっと目を開く。

　演えん台だいが吹っ飛んだ。

　当然その上に乗ってた三人も吹っ飛んだ。

　大地に叩たたき付けられ、森写歩朗は涙した。

　こりゃ死ぬかも。

　森写歩朗は死の恐きよう怖ふを感じた。

　と、同時に一つの事実に気がつく。

　自分は現在、ニンニクレッドなのだ（白いけど）。

　この格かつ好こうで死んだら、末まつ代だいまでの恥はじなのだ。

　森写歩朗は誰だれにも惜おしまれることなくニンニクレッドを引いん退たいした。

　アラキが正面玄関のバリケードを蹴け散ちらして校舎内に進入してゆく姿が目に映った。

「ジル！」

　ニンニクレッドを引いん退たいした森しん写じや歩ぶ朗ろうは慌あわててその後を追いかけた。




「何だよ。全然きいてないじゃね～～か」

　ライトを担当していた漆うるし野のが倒れるニンニクブルーに駆け寄ると開口一番、そう言った。

「オーラガ足リナカッタ」

　モンドーはまだ訳が分からないことを言っていた。

　と、脇わきに脱ぎ捨てられたレッドの衣い装しように気がつく。

　ニンニクブルーはブルーになった。

　でもすぐに立ち直る。

「漆野刑事」

　モンドーは熱い瞳ひとみで言った。

「コウナッタラ、アナタガ急きゆう遽きよレッドニ」

「遠えん慮りよするぜ。ほらよ」

　漆野は刀をモンドーに手渡した。

　真しん剣けんだった。

　モンドーは真剣な眼まな差ざしで真剣を見つめた。

「アノコレハ？」

「森写歩朗君が家から持ってきたんだよ。けっこう切れ味良さそうだったぜ」

「コノ国デハコノ手ノ武器ヲ所有スルノハ違法ダッタノデハ」

「そうだっけ？」

　漆野は首を傾かしげた。

「俺おれよく知らねえや」

　おい、こいつ本当に刑事かよ？

　モンドーも思った。

「ま、細こまかいことは後回しだ。行くぞ！」

　漆野は拳けん銃じゆう片手に走りだした。

　ニンニクブルーも慌ててその後を追いかけた。

　校庭には昏こん倒とうしたピンクだけが残された。鼻の穴にストロー突っ込んでも目を覚まさないであろう。

　ニンニクピンク、早くもリタイヤである。
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「ジル！」

　部屋に飛び込んだ森写歩朗はベッドに横たわるジルを揺ゆり動かした。

「あ、森しん写じや歩ぶ朗ろう」

「動けるか？」

「うん」

「よし、じゃあ行こう」

　森写歩朗はジルの手を引っ張ると教室を飛び出した。

「どうしたの？」

「君の命を狙ねらってものすごい吸きゆう血けつ鬼きが来てる」

「え？」

「くわしい話はここを逃げ出してからだ！」

　教室を飛び出した森写歩朗は、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを走ったが、すぐにブレーキをかける。

　前方にアラキが立ちはだかっていたのだ。

　アラキはニヤリと音に聞こえてきそうな笑みを浮かべた。

「見つけたぞ」

　ゆっくりと近寄ってくるアラキに森写歩朗が顔をひきつらせた瞬しゆん間かん、アラキは横よこ殴なぐりに何かに弾はじき飛ばされて壁かべに激突した。

「森写歩朗クン。早ク行ッテクダサイ」

「ここは俺おれらに任せろ」

　駆けつけてきたモンドーと漆うるし野のがアラキの間に立ちはだかった。

　相変わらずニンニクマンだけど、それでも目メ茶チヤ格かつ好こう良かった。

「ありがとう」

　森写歩朗は礼を言うとその場を後にした。




「殺やったか？」

「イエ、甘あまク見テハイケマセン」

　ニンニクブルーは刀を構え直した。

「さすがはモンドー家の血を引く者。生前の父の力に近づいてきたな」

　アラキは半なかば感かん嘆たんにも似た息を吐はき出した。

「ドリャァ！」

　モンドーが刀を振り上げてアラキに突進した。

　次々と繰り出される剣をアラキは紙かみ一ひと重えで避よける。

　間ま合あいの開いた瞬間、モンドーは全すべての力を刀に注ぎ込んだ。

「ドリャァ！」

　モンドーは気き合あい一いつ閃せん、刀を振るった。

　ズバッ！

　アラキの影が一瞬揺ゆらいだ。

　衝しよう撃げき波はは後ろの壁かべを粉こな々ごなに打ち砕くだいた。

「あんたその格かつ好こうから普通じゃないと思ってたけど、やっぱ普通じゃないぜ」

　漆うるし野のがヒューと口笛を吹いた。

　モンドーはその口笛に答えなかった。

　正確に言うと答えることができなかった。

　アラキの太い腕が喉のどに食い込んでいたからだった。

　漆野が拳けん銃じゆうを打ぶっぱなす、冬の蚊かを正確に打ち抜く漆野の狙ねらいが外はずれるはずもなく、弾た丸まはアラキの肉体に吸い込まれる。

　がしかし、

　プッ！

　まるでスイカの種たねでも吐はき出すように、アラキの肉体から弾丸が排はい出しゆつされた。

　リボルバー全すべてをぶっぱなした漆野は今いま更さらながら呟つぶやいた。

「こいつ人間じゃねえ」

　ならばとこっちも巨大銃じゆう火か器きで勝負だ！

　四次元から取り出した巨大ロケットランチャーがアラキに向けられた。

　発射した後で、モンドーのことを思い出した。

　モンドーはアラキに摑つかまれているのだ、一いち蓮れん托たく生しようってなわけだ。

「モンドーの旦だん那な。お前の死は無む駄だにはしないぜ」

　漆野はニヒルに呟いた。

　ドカァァァァァァァァン！

　爆ばく煙えんと爆風、熱風が吹きつける。

　その後に襲おそってきたのはモンドーの肉体だった。

　突とつ然ぜん飛んできたニンニクマンは漆野と激突。

　無む傷きずのアラキを目にして漆野は呟いた。

「んな馬ば鹿かな」

　ガックリ。

　ニンニクブルー、漆野、リタイヤである。




　森しん写じや歩ぶ朗ろうは走った。

　走って走って走った。

「ねえ、森写歩朗。ところでどこに向かってるの」

　森写歩朗は足を止めた。

　何のことはない。考えてなかったのだ。

　つい状況に流されてジル連れて飛び出して来てしまったが、これがよい行動なのかいまいち自信がない。

「遊びはここまでだ」

　どうやらあまり意味ある行動ではなかったようだ。

　背はい後ごからそんな声が聞こえてきた森しん写じや歩ぶ朗ろうは、涙しながら振り返った。

　アラキが拳けん銃じゆうを構えていた。

「たかが拳銃、と思うな。この弾た丸まは聖せい水すいを結けつ晶しよう化かさせて作った。つまりこれが撃ち込まれたら傷の再さい生せいは行われないということだ。心臓に食い込めば一撃で死ぬ。たとえ私であってもな」

「くそっ」

　森写歩朗が腰に差し込んであった拳銃を引き抜き構える。

　が、次の瞬しゆん間かんには突き出された手によって首を締め上げられた。

「忠告したのに、何な故ぜいるのだ。何故そこまで吸きゆう血けつ鬼きをかばう」

「森写歩朗から手を離して！」

　ジルが飛びかかるがアラキの一撃で壁かべに叩たたき付けられた。

「吸血鬼を救いたかったら、早くその命を終えさせることだ。それが一番の救きゆう済さいなのだ」

　森写歩朗の頭に血液が通わなくなった。

　ただでさえ意味のない回転をする脳味噌がさらに緩かん慢まんになる。

　手から拳銃が落ちた。

　目の前が暗くなって行く中、破は壊かい音おんが鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　壁をぶちやぶって、どこかで見た顔が登場したのだ。

「トーマス！」

　あまり嬉うれしくない登場だった。

　倉くら地ちは森写歩朗を締め上げるアラキを見て目を釣つり上げた。

「あんた、うちのトーマスになんてことしてんのよ！」

　倉地は、新人とは思えない力でアラキに摑つかみかかった。

　拘こう束そくを解とかれた森写歩郎は小さな手に引っ張られて特別級危険区域を離り脱だつした。

「サフィーちゃん！」

「探してたでしゅ。一時休戦して」

　サフィーはそれだけ言い残すと踵きびすを返してアラキに飛びかかった。

「まだ吸血鬼がいたのか」

　アラキのデーターには倉地のことは入ってないようだ。

　アラキが拳銃を構えた。

　弾丸が二つ発射された。

　一つは回かい避ひ行動を取ったサフィーの右足に。

　もう一つは回避行動を取らなかった倉くら地ちの胸に。

　二人はうずくまった。普通の弾た丸まならば簡単に癒いやせる傷なのだろうが、回復能力を低下させる聖せい水すいの結けつ晶しようで作られた弾丸は伊だ達てではない。

「これで終わりだ」

　アラキは銃口をジルの胸元へと向けた。

「そこいらにしておくんだな」

　闇やみの中から、声が響いた。

　足音が廊ろう下かの向こうから聞こえる。

「フロイか」

　暗闇から闇をまとったフロイがゆっくりと歩み出た。

「殺やるなら私を殺れ」

　アラキはフンと鼻を鳴ならした。

「必要ないな」

「どういうことだ」

「私は知っているのだよ。お前の命が残りわずかだということを」

「パパ………」

「完全な復活など不可能だったのだろう。今のお前は崩くずれかけた肉体を大量の血液で保持しているだけだ。じきに本当の死が訪れることだろう」

　アラキの言葉に、フロイは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「気がついてたか」

「旧きゆう友ゆうのよしみだ。残り少ない生命を生かしてやろうと思ったが、のこのこ現れおって」

「娘の危き機きを救うのは親の役目だからな」

「今のお前が私に勝てると思っているのか？」

「ふふ」

　フロイは含み笑いを浮かべながら何かを取り出した。

「これを見ても同じことが言えるのか」

　フロイの手に握にぎられていた物。

　何やら黄色い棒ぼうだった。

　そこで初めてアラキの顔に焦しよう燥そうが浮かんだ。

「貴き様さまぁぁぁぁぁ！」




「何あれ？」

「あれは………」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは確信のこもった口調で言った。

「たくあんだ」

　ギョーザ定食。

　つい先入観的にニンニクを連想してしまったが、おしんこがついてても不自然ではない。

「ソウダッタノカ！」

　いつの間にか復活してきてたボロボロのモンドーが嘆なげいた。

「黄色イ大だい根こんマンノ衣い装しようヲ作ッテオケバ良カッタ！」

「そ～～ゆ～～問題じゃないと思うけど」

　森写歩朗は悔くやしがるモンドーにぼそりと呟つぶやいた。




「引いん導どうを渡してやる！」

　たくあん片手に迫せまるフロイの姿は馬ば鹿かなんだか精せい悍かんなんだかよく分からなかった。

　しかし、誰だれ一人として笑う人物はいなかった。

　アラキに飛びかかったフロイはそのまま壁かべをぶちやぶって外へと飛び出していった。

　もつれ合うようにして向かい側の東館の壁に激突する。

　もろくも崩くずれた瓦が礫れきのふり注ぐ中、二人の攻防は続いていた。

　瓦礫の山ができた。

　一同、固かた唾ずを飲んで見守った。

　瓦礫の山が動いた。中央から一本の手が突き出る。

　ドカァァァン！

　瓦礫を弾はじき飛ばして男は空中へ飛び出した。

　戻ってきたのは、アラキだった。

　アラキは息を荒く吐はき出し、壮そう絶ぜつなまでの表情で言った。

「お前達の父は死んだぞ」

　ジルとサフィーは息を飲んだ。

「死期を早めおって。だが安心しろ。すぐにお前達も殺してやる」

「ソウハサセン」

　モンドーが刀を構えた。

　これまたいつの間にか復活した漆うるし野のがバズーカを構えた。

　アラキの表情が歪ゆがんだ。

「生きて朝を迎えられると思うなよ！」

　って台詞せりふを丸めて捨てるとアラキは夜の闇やみ空ぞらへと飛び立った。

　チュド～～～～～～～ン。

「ち、外はずしたか」

　漆うるし野のがいまいましそうに言った。

「血液の補充に行ったのよ。かなりの深ふか手でを負おってたから」

　サフィーが呟つぶやいた。

「親父オヤジが身を挺ていして稼かせいだ時間ね」

「パパ」

　ジルは瓦が礫れきを見つめながらポツリと呟いた。
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『駄だ目めだ、止血できない！』

　スッグルナックは血だらけの手を振った。

　保健室の寝台の上には倉くら地ちが横たわっていた。

『弾た丸まが体内で溶とけてる。その付近の再さい生せい能力が０ゼロになってるんだ。人間だってこんなことはない』

『なんとかしろよ。君は医者だろ』

　モンドーの言葉に、スッグルナックは嚙かみつきそうな剣けん幕まくでわめいた。

『僕は人間の医者なんだよ。吸きゆう血けつ鬼きの医者じゃない』

『どうすれば………』

『血が止まらない以上どうすることもできないよ』

『一つ、考えてみてくれ』

　それまで沈ちん黙もくしていたダビンチ教授が不ふ意いに口を開いた。

『もしここで、この娘こを人間にしたならば、助かる可能性は少なからず上がると思うか』

『もしそれが可能だったらな。少なくとも止血はできる』

『そうか……』

　ダビンチはその場を後にした。

　しばらくすると三本の注射器を持ってくる。

『これを使え』

『これは？』

『偶ぐう然ぜんだ。フラスコに付着していた不純物か、寝ね惚ぼけてたらした私のヨダレか、それは定かではないが、奇き跡せきと偶然のタッグマッチで完成した。三人分のワクチンだ。もう二度と作れないだろう』

『何のワクチンなんです？』

『これまでのような紛まがい物ものじゃない。本当に吸血鬼を人間に戻すワクチンだよ』

　スッグルナックは信じられないって表情で注射器を見つめた。

『少なくともこれを使えば相手は人間となる。聖せい水すいは単なる水と同じだ』

　スッグルナックはしばし沈ちん思ししていたが、やがて注射器の一本を手に取ると倉くら地ちの腕に注射した。

『助かる確率はどうだい？』

『九、一ですね』

『低いなぁ』

　モンドーがぼやいた。

『せめて六、四くらいはないと』

『何言ってるんです』

　スッグルナックは憤ふん慨がいしたように言った。

『助かる確率が九だって言ってるんです。僕を誰だれだと思ってるんですか。人間のお医者さんなんですよ』




　森しん写じや歩ぶ朗ろうは保健室前でうずくまっていた。

「歯の立つ相手じゃない」

　森写歩朗は怯おびえ切った様子で呟つぶやいた。

　アラキは強い強いとは思っていたが、まさかあそこまで強いとは思わなかった。

「歯の立つ相手じゃない」

　森写歩朗はもう一度同じ台詞せりふを呟くと頭を抱えた。

　森写歩朗が団ダン子ゴ虫ムシのようにうずくまっていると、保健室の扉ドアが開かれてモンドーが姿を出した。

「森写歩朗クン。君ノオ友達ハモウ安心デスヨ」

「そうですか」

　森写歩朗は安あん堵どの息を吐はき出した。

「復活した倉地さんにまた狙ねらわれるかと思うと気が滅め入いるけど」

「イヤ、ソレハモウナイ」

「え？」

　不思議そうな顔をする森写歩朗にモンドーは言った。

「彼女ハ人間ニ戻ッタノダカラ」

「本当ですか！」

「エエ、ダビンチ教授ガ偶ぐう然ぜんニ作リ上ゲタンデスヨ。人間ニ戻レルワクチン。ソレヲ使イマシタ」

「そのワクチンを使えば人間に戻れるんですね」

「エエ、アト二人分シカ残ッテマセンケド」

「そうですか…………」

　森写歩朗は深しん刻こくな顔で頷うなずいた。

「人間に戻れるワクチン……か」




　薄うす暗ぐらい教室で、ジルは静かに椅い子すに腰を下ろしていた。

　不ふ意いにドアが開かれる。

「森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　ジルはその名を呼んだ。

「やぁ」

　森写歩朗はジルに歩み寄った。

「フロイさん。きっと生きてるよ。瓦が礫れきの下にはいなかったんだろ」

　ジルはコクリと頷うなずいた。

「もう何百年も生きてる強い吸きゆう血けつ鬼きなんだからさ。きっとどこかで血液の補充をしてるんだよ」

「森写歩朗」

　ジルは森写歩朗の胸に飛び込んだ。

　嗚咽おえつするジルの頭を撫なでながら森写歩朗はゆっくりとポケットに突っ込んであった右手を引き抜いた。

　右手には注射器が握にぎられていた。

　森写歩朗は、険けわしい瞳ひとみで注射器を一いち瞥べつした後に、ジルの首筋に注射針を突き刺した。

　ジルはチクリとした痛みを覚えて森写歩朗から体を離した。

　ジルの目が大きく見開かれる。その大きな瞳には注射器を持った森写歩朗の姿が映っていた。

「森写歩朗…何を………」

「ワクチンを注射した」

　森写歩朗は注射器片手にポツリと言った。

「偶ぐう然ぜんに出来た三本のうちの一つだ。これで人間になれる。人間になりさえすれば、ドクターの攻撃対象じゃなくなる。二人で逃げれる」

「他ほかの人は」

「勝てるわけないだろ。あんな奴やつに。あんな化ばけ物ものに勝てるわけないんだ。なぁ、逃げよう。二人だけならなんとかなる。ドクターがサフィーちゃん達と戦っている間に」

　ジルはうつむいた。

　無言の肩がプルプルと震ふるえた。

「さぁ、行こう」

　伸のばされた森写歩朗の手を振り払うとジルは思い切り平ひら手て打うちを食らわした。

「馬ば鹿かぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ジルの平手は、めっぽう強いものだった。

「ほげぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは壁かべに叩たたき付けられた。

「何だよ。薬きかないじゃん」

　森写歩朗はずるずると壁をずり落ちるとポツリと呟つぶやいた。

「森写歩朗の馬ば鹿か！　人間に戻りたいわ。でも姉さん達を犠ぎ牲せいにして逃げるなんて嫌いや。自分だけ助かるなんて嫌なの。そんなこと言う森写歩朗なんて嫌きらい。そんな臆おく病びような森写歩朗なんて森写歩朗じゃない」

　ジルはそれだけ喚わめき立てると教室を飛び出して行った。

「はて？」

　森写歩朗は暗あん澹たんたる気分で首を傾かしげた。

「僕は昔から臆病だったはずだ」




　飯いい波なみ市と隣となりの街まちのボーダーライン。

　数台のパトカーと、数人の警官が幹線道路を封ふう鎖さしていた。

　警官、と判断できるのはパトカーがある故ゆえである。

　彼らは身に対ウイルススーツを着ていたからだ。

　つかつかと歩いてくる白衣の男に気がついたのは、まだ若い警官だった。

「あ、駄だ目めですここは」

　慌あわてて駆け寄るとマスク越しに言った。

「今は特別警戒中です。この街から出ることはできません。待ってください。今、厚生省の特別医い療りよう班はんに連絡を入れますから」

「警備の警官か。声からして若いな」

　男はニヤリと笑った。

「若いってことはいいことだ。新鮮でいい」

「え？」

　男は人間とは思えない力で若者の首を片手で締め上げた。

「世界平和のためだ。私に血液を提供してくれ」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　鋭するどい牙きばが食い込む瞬しゆん間かん、若者は激しい叫び声を上げた。

「何者だ？」

「化ばけ物ものだ。撃て」

　リボルバーが小さな発射音をたてる。

　アラキの肩や腕を掠かすめるが傷口は一瞬で消えた。

「大馬鹿者め。誰だれのために戦っていると思っているのだ」

　警官隊は吹っ飛んだ。

　ある者は木に、ある者は大地に、またある者は脇わきの生ごみ入れに頭から突っ込んだ。

　アラキは黙もく々もくと食事を続けた。

「待っていろ。朝が来る前に引いん導どうを渡してやるからな」

　血液混じりのガラガラとした声でアラキは吐はき捨てるように言った。

　十数分後。

　一人の警官、森もり田た寿かず宏ひろは目を覚ました。

　辺あたりを見渡した森田は震しん撼かんした。

　自分以外の全すべての同どう僚りようが、ミイラになっていたからである。

　体中の血液が抜かれたら、こんなになるんだろうか？

　森田は同僚の生死を確かめた。

　御ご都つ合ごう主義で皆生きていた。

　救急車を呼んだ後に森田はふと首を傾かしげた。

「どうして俺おれだけ無事だったんだろう？」

　生ごみの匂においをプウンと立てつつ、森田は悩み続けた。

　ギャグは身を助けるのである。
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「馬ば鹿かなこと……やっちまったなぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは暗い教室でぼやいた。

「たぶん、これまでやってきた中で一番の馬鹿なんだろうな…………」

　天てん井じようを見上げる。

「臆おく病びよう………か」

　生まれてからこれまでずっと臆病でやってきたような気がする。

　何な故ぜ今になってそんなことを言われるのだろうか？

「森写歩朗君」

　いつのまにか漆うるし野のが目の前に立っていた。

　めずらしく真しん剣けんに考え込んでいた森写歩朗は漆野が入ってきたのにまったく気がつかなかった。

「漆野さん」

「君に渡すものがあってね」

　漆野は森写歩朗に視線を合わせるためにしゃがみ込んだ。

「あのダビンチとかいうじいさんが即席で作ったそうだ」

　漆野は握にぎっていた手を開いた。

「奴やつが使ってるのと、同じ、特別な弾た丸まらしい。これをあいつの心臓に打ち込むことができれば、一発で殺せるそうだ」

　琥こ珀はく色いろの弾だん頭どうをくっつけた弾丸だった。

「弾丸の数は一発」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは手を出さなかった。

　漆うるし野のは森写歩朗の腰からリボルバーを奪うばい取ると素す早ばやく、弾丸を詰め込んだ。

「チャンスは一回だ」

「漆野さんの方が銃の腕がいいじゃないですか。どうして僕なんかに」

「決まってるじゃないか。ここで君があいつを倒して、彼女にいいところを見せなくちゃな」

　漆野は笑いながら拳けん銃じゆうを手渡した。

「頑がん張ばれよ」

「漆野さんはよく平気ですね」

「まぁな、毎日がこんな感じだからな」

　確かに、破は天てん荒こう刑事漆野のことだ、毎日マフィアと銃撃戦を繰り広げていたとしても違い和わ感かんはない。

「そろそろ戻ってくると思うぜ。お互いにがんばろう」

　出掛けに何かを思い出したかのように漆野は振り向いた。

「そうそう、春はる田た植うえからもらった五千万な、競馬と競輪と競艇ですっからかんになっちまったが、それでも焼やき鳥とりおごるくらいはある。卒業記念だ。このゴタゴタが終わったらおごってやるぜ」

　漆野は出て行った。

「僕はああはなれない」

　ポツリと呟つぶやく。

「あんなになったらなったで問題でしゅけどね」

　窓の方からそんな声が聞こえた。

「サフィーちゃん？」

　目を向けると窓からサフィーが入ってくるところだった。

　右足には痛いた々いたしくも包帯が巻かれている。

　特別な弾丸を打ち込まれた傷、そう簡単には治ってくれないらしい。

「トナ」

　サフィーはつかつかと近寄った。

「コニーから話を聞いたわ。屋上でたそがれてたから何かと思って聞いたらそんなことがあったのね」

　叱しつ咤た、侮ぶ蔑べつを予想した森写歩朗は思わず目を伏ふせた。

　しかし、その予想は外はずれた。

「アタシは。あんたの行動が間違ってたとは思わない。姉としてお礼を言うわ」

　それは普ふ段だん、森しん写じや歩ぶ朗ろうの前で演じているお子様ではなかった。

「アタシだって可能ならあんたさらって逃げ出したいって思うもの。でもね、それはやっちゃいけない。それだけは駄だ目めだって分かってるから」

「僕にはそれが分からなかった」

　サフィーは噴ふき出した。

「五百年生きてる私がようやく悟さとったことを百年も生きてないトナに分かれっていう方が無む理りな話なのよ」

「そうか」

「そうよ」

　サフィーはにっこりと笑った。

「元気だしゅでしゅよ。コニーに捨てられてもサフィーちゃんが拾ってあげましゅから」

「遠えん慮りよしとくよ」

　森写歩朗は長きにわたるダークな空気を脱した。

「そうだ、ちょっと聞くんだけどさ」

　森写歩朗は軽く息を吸い込んだ。

「僕って臆おく病びようだよな」

「何言ってるのよ」

「ジルが言ったんだ。臆病な僕は嫌きらいだって。僕は生まれてこの方ずっと臆病でやってきたのに、どうして今になって」

「確かに、トナは勇ゆう敢かんって方じゃないわね」

「だろ」

「でもね、私の見るかぎり、トナはこれまで誰だれかを犠ぎ牲せいにして何かを得ようってことをしなかったわよ」

「………」

「皆で幸せになりましょうって性格だから」

　サフィーはよいこらしょと立ち上がった。

「それじゃね、アタシはちょっと、あの三みつ石いしって娘この血を吸ってくるわ。女の血は好みじゃないけど、現状況で貧ひん血けつになっても困らない人物ってあの娘だけなのよ」

　サフィーは教室を出ていった。

「あ、サフィーさん」

　廊ろう下かで鉢はち合あわせたのだろう三石の声が聞こえた。

　運のない三石である。

「あれ、あなた目が覚めたでしゅか？」

「はぁい、先程」

「そう、それじゃちょっとサフィーちゃんに協力して欲しいでしゅ」

「そりゃもう。私でできることでしたらなんでも」

「それじゃ、血を頂ちよう戴だい」

「きゃぁぁぁぁぁぁ」

「待てぇ！　さっきいいって言ったんだからね。今いま更さら訂てい正せいはできないわよ」

　廊ろう下かで始まる食物連れん鎖きの追いかけっこも森しん写じや歩ぶ朗ろうは聞いていなかった。

　サフィーの言葉が脳味噌の中でバトンリレーを始めているのだ。

『皆で幸せになりましょうって性格だから』

　無意識だ。しかし記憶にはない。誰だれかを犠ぎ牲せいにして何かを得ようとしたことが。

　いつでも泣いていた。

　いつでも怯おびえていた。

　でも、いつも歩いていた。

　自分ではそれを成り行きだと思っていた。

　流された結果だとばかし思っていた。

　でも、その気になれば逃げられたことなのかもしれない。

　歩き続けたことは、勇気なのかもしれない。

「勇気……ね」

　あまり好きな言葉ではなかった。

　森写歩朗は手の中のリボルバーを握にぎり締めると立ち上がった。

　ちょっとだけ大人おとなになった顔だった。
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　屋上にて。

　ジルは月を見上げていた。

　軽く力を込めると、その体は苦労もなくレビテトする。

「やっぱり吸きゆう血けつ鬼きのままか」

　ジルはため息を吐はき出した。

　森写歩朗が自分と一いつ緒しよに逃げようと言ってくれた時は、心の片かた隅すみでは、嬉うれしかった。

　人間になって、一緒に逃げるということも、期待していなかったわけではない。

　かと言って、他人の犠牲の上に旗を立てるつもりはない。

「森写歩朗に酷ひどいこと言っちゃったな」

　ジルは立ち上がった。

「謝りに行こ」

　どうやら森しん写じや歩ぶ朗ろうを捨てる気はないようだ。

　良かったね、森写歩朗君。

　屋上へと続く唯ゆい一いつの小さな扉ドアの方を向いたジルは表情を強こわばらせた。

　風を切って何かが近づいてくる音が聞こえたからだった。

　視し界かいを東の空へと向け目を凝こらす。

　やがて視界に、そいつの影が見える。

　烏カラスの貫かん太た郎ろうではない。

　白衣のアラキだ。

　アラキは屋上に着地した。

　先程見せていた悲ひ壮そう感かんは消えている。よほど大量の血液を摂せつ取しゆしてきたのだろう。

「覚かく悟ごはできているかい？」

　アラキは淡たん々たんとした口調で言った。

「よくも父さんを」

　ジルが持てる限りの力を発動した。

「こんな力で勝てると思っているのか！」

　ジルはアラキに近寄ることなく弾はじき飛ばされる。

　コンクリートに叩たたき付けられ、ジルの体に痛みが走った。

　力が出ない。食事してないから。

　こんなことなら、あの三みつ石いしって娘この方を襲おそっておけば良かった。

　ジルは後こう悔かいの念にかられた。

　アラキはジルの頭を摑つかむとそのままぐいと持ち上げそしてまたコンクリートに叩き付けた。

「大人おとなしくしていれば楽に死ねたものを」

　アラキはジルを蹴け飛とばした。

　ジルの体は屋上の縁へりで止まった。

　よろよろと起き上がるジル。

　アラキは胸元から拳けん銃じゆうを取り出した。

「一発で終わりにしてやるよ」

　アラキが銃口をジルの心臓部分へと向けた。

「さよならだ」

　ズキュ────ン。

　一発の銃声が響いた。

　大量の血液が噴ふき出した。

　アラキの胸からである。

　アラキは胸を押さえて、弾た丸まの飛んできた方向を見つめた。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがリボルバーを構えていた。

「なかなかいい腕じゃないか……」

　アラキはニヤリと笑った。

「だが、心臓は外はずれた！」

　アラキは銃口を森写歩朗へと向けた。

　引き金が引かれた。

　弾た丸まはものすごい速度で森写歩朗の胸を貫つらぬいていった。

　何が起きたか理解できなかった。

　胸が痛い、頭が重い、それだけだ。

　よろめき、後あと退ずさった森写歩朗の足は屋上の縁へりを乗り越えた。

　森写歩朗の体はそのまま空中へと投げ出された。

「森写歩朗！」

　ジルは慌あわてて校舎から飛び降りた。

「死を見取る時間くらい与えてやるか」

　アラキはフンと鼻を鳴らすと、校舎内部へと進入した。




　落下する中、森写歩朗の耳には風を切る音に交じって誰だれかの叫び声が聞こえた。

　しんじゃぶろう！

　そうだ、あれは僕の名前だ。

　名前を呼ばれているんだ。

　次の瞬しゆん間かん、強い衝しよう撃げきが背中に走った。

　落ちた。

　それが最後の思し考こうだった。
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　弾丸は、心臓を貫いてた。

　森写歩朗を抱きかかえてジルはただひたすら名前を呼んだ。

　森写歩朗の口からは血に塗まみれた言葉すら出ては来なかった。

　ぴくぴくと痙けい攣れんしていた指が動かなくなった。

　生命活動の終しゆう焉えんが訪れたのだった。

「森写歩朗！」

　ジルはぐったりとした体を抱きしめた。

　いずれその体からは温ぬくもりが奪うばわれていくのだろう。

　ジルは表情を固めた。

　これで森しん写じや歩ぶ朗ろうが助かるとは思えない。すでに生命活動を停止した肉体には無関係なのだから。

　しかし、やらずにはいられなかった。

　奇き跡せきを信じて、ジルは森写歩朗の首もとに顔を近寄らせた。

　大きく口を開くと、流れ込む涙の味がした。

　ジルは森写歩朗の首筋に嚙かみついた。

　僕の血を吸わないで。

　ずっと守られていた約束が破られた瞬しゆん間かんだった。
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　　第六章　最終最後のお約束
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　どれくらい、そうしていただろうか。

　十分、十五分、二十分、いやもっと。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの心臓が再び鼓こ動どうするまで、種族は変わるが生き返るまで、それをひたすら待った。

　結局、駄だ目めだった。

　止まった心臓が再び動き出すことはなかった。

　ジルは、牙きばを離した。

　森写歩朗の首筋には、傷きず跡あとだけが残った。

「ごめんね。約束破っちゃって」

　ジルはポツリと呟つぶやいた。

　涙の粒がぽたぽたと森写歩朗の顔に落ちた。

「森写歩朗」

　最後に頰ほおを擦こすり合わせてから、ジルは立ち上がった。

　潰つぶれそうな心境とは裏うら腹はらに力が沸わき起こってくるのが感じられる。

　たっぷりと血を吸ったからだ。

　ただの血じゃない。

　自分の一番愛いとしい人の血液だ。

　ジルはその場を後にした。




　ジルが立ち去った、数刻後だろうか。

　何かを引ひき摺ずる音が響いた。

「何だ」

　男は、消えそうな吐と息いきを吐はき出した。

「結局、同族になったのではないか」

　フロイは、崩くずれかけた肉体を引き摺りながら森写歩朗に歩み寄った。

「死んでいるのか？」

　返事をしなかった。

「どうするつもりなんだ？」

　死体は沈ちん黙もくしただけだった。

　だって死体なんだもん。

「娘はこれからあの狂くるった馬ば鹿かと戦うのだぞ。お前はそれでもいいのか？」

　だから死体なんだから返事なんかしないんだってば。

　フロイはマントを脱ぎ捨てると森しん写じや歩ぶ朗ろうの膝ひざの上に置いた。

「貴き様さまにくれてやろう。持っていけ」

　それから右手を森写歩朗を胸の上、傷口に置いた。

「ジルコニアはな。寂さびしがり屋なんだよ。誰だれかが側そばにいてやらないと、自分の運命にピリオドを打ちかねない。あいつがお前を選んだと言うなら、私は喜んで……………」

　そこでフロイは言葉を止めると、何を思ったのか一発森写歩朗を殴なぐりつけた。

「この国の習慣だそうだな。一発殴りつけてから娘を渡すというのは」

　フロイは大きく息を吸い込んだ。

　ひび割れた顔にさらに亀き裂れつが走った。

「分かるな。死んでいる場合じゃないんだよ！」

　傷口に置かれたフロイの手から何かが注ぎ込まれる。

　小さな鼓こ動どうを掌てのひらに感じて、フロイは満足気に立ち上がった。

「ではな。娘を頼んだぞ」

　二、三歩歩いて、フロイの体は崩くずれ落ちた。

　飯いい波なみ高校中庭の土がちょっと増えた。




　んでもって森写歩朗。

　な～～んだか分かんないけど、目の前には川があった。

　前にもここに来たことがあるような気がする。

　そうだ、あの時は確か留とめ吉きらさんに会ったんだ。

　川の向こうでは一面のお花畑。

「行ってみるか」

　一番川幅が狭せまいところへ足を踏み入れた瞬しゆん間かん。

「馬ば鹿か！　こっちに来るんじゃね～よ。死にたいのか！」

　罵ば声せいが響く。

　死、前回の留吉さん。ってことはここはかの有名なさんずの川。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　森写歩朗は頰ほおを押さえて絶ぜつ叫きようした。

　あの一声がなかったら、自分は馬鹿丸出しで川を渡っていただろう。

　見ると川の向こう岸に見知らぬ女の人が立っていた。

　どうやらその女性が先程の叫びの主ぬしみたいだ。

　しかし、どうも違い和わ感かんがある。

　場違いなことにその女性が、迷めい彩さい服ふくを着てサブマシンガンを肩にひっかけていたからだ。

「あの、どなたですか」

「やっぱり馬ば鹿かだとは思ってたけど」

　女性はため息を吐はき出した。

「自分の母親の顔も忘れちまうなんてな」

「母さん！」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　向こう岸に立つ女性は、森写歩朗が持つ母親像からは軽く見積もって地球とアンドロメダ銀河の距離ほどかけ離れていたからだ。

　髪かみの毛真っ赤に染めてるし、見るからにガラが悪い。

　それにどう見ても二は十た歳ち以上には見えなかった。

「何でそんなに若いんだよ」

「俺おれは、十九でお前を産んだ。二十歳で死んだからそのままなんだよ」

「知らなかった。母さんがヤンキーママだったとは」

　ミンキーモモ。

　ヤンキーママ。

　発音は似てるけど意味はちょっと違う。

「うっさいな」

　女性はうざったそうにそういうとポケットから出した煙草タバコをくわえ火をつけた。

「煙草ぉぉぉ」

「何驚いてんだよ」

「料理得とく意い？」

「自じ慢まんじゃないが目玉焼きしかできない」

「裁縫できる？」

「針と糸だろ。性しように合わねえな」

　母親像が崩ほう壊かいして行く。

「僕のイメージが」

「わぁわぁうるせえなぁ。辰たつ太た郎ろう見てりゃ想像つくだろ」

　女性は煙を吐き出しながら、

「それよりお前、いつまで馬鹿やってるつもりなんだよ」

「へ？」

「さっさと帰れって言ってるんだよ」

「どこへ」

「馬ば鹿か！　アホ！　間抜け！　ドジ！　オタンコナス！　南瓜カボチヤ！　お前それでもくっついてんのか。親の顔が見てえぜ」

　親はお前じゃないか！

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはその言葉を飲み込んだ。言ったら最後、マシンガンで穴だらけにされるのは目に見えていた。

「ったく。どうして俺おれとあいつの子供なのにこんな情けない奴やつが生まれちまったんだろうな」

「うるさいやい！」

「とにかくだ。さっさと帰れ。お前にゃまだやらなくちゃならねぇことがあるんだよ」

「何？」

「馬鹿！　アホ！　間抜け！　ドジ！　オタンコナス！　南瓜！　お前それでも小学校出てるのかぁ」

　情け無用の罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせた女性は続けた。

「お前の助けを必要としてる娘こがいるだろ」

「誰だれ？」

「いつも、一いつ緒しよにいて、いつでもお前のことを考えていてくれた女の子だよ」

「…………ジル」

「さっさと行けよ」

「でも、僕死んじゃってるんだ」

「誰がどこで死んだって。耳を澄すまして見ろ。聞こえるだろ。心臓の鼓こ動どうが」

　ドクン、ドクン。

「本当だ」

「まだ行かねえってんなら」

　女性がマシンガンを手にするのを見て森写歩朗は踵きびすを返した。

「んじゃさようなら！」

「母親からの最後の忠告だ」

　森写歩朗の背中に女性の声が響いた。

「もし女の子が生まれても、花ハナは止めとけ、ダサイ」




　森写歩朗は目を覚ました。

「ひどい夢を見た」

　むっくりと起き上がると胸がチクリと痛んだ。

「大した傷じゃなかったのかな」

　森写歩朗が見る限り、それは大した傷だった。

　向こう側が見えるような穴が開いているのだ。

　どうしてこんな穴が開いてるのに、僕は生きてるんだろうか？

「花はな丸まる先せん輩ぱいぃぃぃ」

　甲かん高だかい声が聞こえてくる。

　見ると向こうから顔を涙でぐしゃぐしゃにした三みつ石いしが駆け寄ってくる。

「聞いてくださいぃぃぃ。サフィーって人が無む理り矢や理りアタシの血を」

　なんだかそういう三石が、何な故ぜかとってもおいしそうだった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは知った。

　自分がどうなったのかを。

　別に怒いかりはない。

　むしろ感謝したいくらいだった。

　こうやって、戻ってこれたのだから。

　それにしても腹が減った。

　森写歩朗は、三日間砂さ漠ばくで這はいずり回った人間が冷えたビールを目の前にしたような視線を三石に注いだ。

「あのさぁ、三石ちゃん」

「何ですか」

「その…………」

　森写歩朗はぽりぽりと頰ほおを搔かいてから、三石に飛びかかった。

「ごめんねごめんねごめんね」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁ。花丸先輩ぃぃぃぃぃ。止めてくださぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぃ」

　またまた不運な三石の悲鳴が響いた。




　　　　２




　校庭にて、モンドーは刀を杖つえのようにして荒く息を吐はき出した。

「もう限界だろ。モンドー」

　アラキはふらつくモンドーを哀あわれみのこもった瞳ひとみで見つめた。

「剣けんを捨てろ。今から街まちを出れば命だけは助かるぞ」

「ウルサイ！」

　モンドーは刀を構えてアラキに突進した。

　モンドーの素す晴ばらしい剣の技わざが炸さく裂れつした。

　もし、モンドーがニンニクマンでさえなければ、これほど格かつ好こうよかったことはなかったのに。

　しかし、アラキはレビテト状態でそれを華か麗れいに避よける。

「これで終わりだ」

　アラキの一いつ喝かつでモンドーの手から刀が弾はじけ飛び、校庭に突き刺さった。

　剣けんを持っていないモンドーなど、カラシの入っていない納なつ豆とうのようなもの。

　二階のガラスを突き破ってモンドーは校舎の中に消えた。

「苦労をかけおって」

　アラキが片かた膝ひざをついた。

　さすがに戦いの疲ひ労ろうは隠かくせない。

　アラキはよろよろと立ち上がるとうつ伏ぶせに倒れるサフィーに近寄った。

　背中からその心臓に銃口を突きつけた。

「赤毛の悪あく魔まめ」

　アラキは無言で引き金を引いた。

　カチリ。

　乾かわいた鉄の音が響いたのみだった。

「チッ。玉タマ切れか」

　アラキがそう呟つぶやいた直後だった。

　アラキの手から拳けん銃じゆうが弾け飛んだ。

　それを拾おうともせず、アラキはゆっくりと首を動かした。

「来たか」

　アラキは重おも々おもしく言うとぐったりとするサフィーを思い切り蹴け飛とばした。

　サフィーは校舎外がい壁へきにその身を埋うずめる。

　アラキは視線を戻した。

「ジルコニア」




　サフィーはぐったりと倒れてて、漆うるし野のは頭から地面に突っ込んでて、モンドーは二階の窓から足が突き出ている。

　アタックチームは全ぜん滅めつのようだった。

　それでも、何もしないで全滅したわけではない。

　多少なりとも、アラキにダメージを負わせているようだ。

　ジルは無言でアラキを睨にらみ付けた。

　無言の睨み合いが続いた。

「お別れは言ってきたのだろうな。お前のために死んだ馬ば鹿かな男に」

「黙だまって！」

　バシッ。

　何かが空気を走る音が響いた。

　アラキの額ひたいがパックリと割れてタラリと血液が流れだした。

　無む論ろん傷はすぐに跡あと形かたもなく消えるが、アラキは血液を拭ぬぐった。

「おかしいな。先ほどまではこんな力はなかったはずだが」

　そこでアラキは侮ぶ蔑べつの瞳ひとみを向けて唇くちびるの端はしに笑みを浮かべた。

「そうか、死体から血液を戴いただいたんだな。情が通じたとはいえ、しょせん人間は食料にすぎないというわけか」

「うるさい！　うるさい！　うるさい！」

　ジルの足が大地を離れた。

　そのままアラキに突っ込んで行く。

「あなたのせいで、森しん写じや歩ぶ朗ろうは」

「私のせいではない。お前と、そして現実を理解できなかったあの青年が悪いのだ」

　軽かろやかに避よけるアラキだが、ジルの放った一撃が腹を掠かすめた。

「なかなか、やるな」

　アラキがジルの目の前に掌てのひらを突き出した。

　弾はじき飛ばされるジル、だが必死に足を地面に食い込ませる。

　靴くつ跡あとを校庭に残して、ジルは何とか踏ん張った。

「甘あまいな」

　アラキはもう片方の手を突き出した。

「きゃあ」

　ジルの体が吹っ飛ばされた。砂ぼこりを上げて大地を転ころがる。

「覚かく悟ごを決めろ。あの青年とあの世で会うことだな」

　アラキはゆっくりとした歩調で倒れるジルに歩み寄ってくる。

　ジルは無言で大地を握にぎり締めた。

　ジルの瞳ひとみにキラリと光る物が映った。

　モンドーの刀だった、そう遠くないところに突き刺さっている。

　ジルの視線はきらめく刃やいばに注がれた。

「あうあうあうあうあう」

　唐とう突とつに意味不明の唸うなり声が聞こえた。

　あうあう軍団が校門から進入したようだ。相変わらず意識レベルの薄い状態で歩き回っている。

「ゴミ共が来たか」

　アラキはあうあう軍団を一いち瞥べつした。その瞬しゆん間かん、ジルは飛び出した。

　脇わきの刀を引き抜いて一いつ気きにアラキの胸に飛び込む。

「甘あまいわ！」

　アラキは刀の刃やいばを摑つかむとジルの手からもぎ取った。

　アラキはジルを蹴けり飛ばした。

　ジルの体は大きく跳はね飛ばされて、大地にバウンドした。

　アラキは持ち直した剣で二、三空くうを切った。

「お遊びはここまでだ」

　別に遊んでたつもりはないわ。

　心中でそう呟つぶやいたジルはアラキを睨にらみ上げた。

「私を非難するのか？　お前の好きな人間を守っているのは私なのだぞ」

「じゃあどうしてミサイルなんか打ち込もうとするのよ！　あの人達をもとに戻すワクチンは完成してるのに」

　ジルの叫びをアラキは鼻で笑い飛ばした。

「ワクチンだ？　そんなものの存在が広まれば、ＷＨＯがブラックウイナーを潰つぶすだろうよ。人道的、道徳的とか言う反へ吐どの出るような言葉を前面に押し出してな。そんなことを許すわけにはいかん。力の誇こ示じのためにも、この街まちには犠ぎ牲せいになってもらう」

「あんた鬼オニよ。あんたはただ吸きゆう血けつ鬼きを殺したいだけよ」

「吸血鬼は悪でなくてはならない。根ね絶だやしにしなくてはならない。それが人類が生き延のびる一番の方法なのだ」

　アラキは淡たん々たんとした口調で続けた。

「諦あきらめろ。この街は吹き飛ぶ。炎ほのおで浄じよう化かされるのだ。お前が死んだ後にな」

　刀を振り上げたアラキは強きよう烈れつな光に目を細めた。

「何だ！」

　空を見上げたアラキは口をポカンと開けた。

　闇やみ夜よに、大量のライトをつけて訪れる無数の飛行船。

「何な故ぜ、飛行船が……」

　飛行船は、次々と高度を落として行く。

　あちらこちらに紡ぼう錘すい形けいの風船が着地した。

　まるで申し合わせたかのように、飛行船は一いつ斉せいに煙を噴ふき出し始めた。

　薄く白い煙が、飯いい波なみ市に充満するのに、さほど時間はかからなかった。

　あうあう言いながら校庭に入ってきた人々の表情が変わっていく。

　瞳ひとみに生気が戻って行くのが傍はた目めでも分かった。

「何だ」

「俺おれら何をしてたんだ？」

「いやだ、こんな時間になに出歩いてるのかしら」

「きっと寝ね惚ぼけて散歩でもしてたんだろ」

「きっとそうね」

　誰だれ一人として真しん剣けんに考える奴やつはいない。

　なんてったって飯いい波なみ市民なんだから。

「へへ、やってくれたな。春はる田た植うえの旦だん那な」

　地面から頭を引き抜いた漆うるし野のが呟つぶやいた。

「この状況をＷＨＯが知れば、ミサイル発射も見合わされるぜきっと」

　アラキは奥歯を嚙かみ締めた。

　漆野に鋭するどい瞳ひとみを向ける。

　漆野はまた地面に頭を突っ込むことになった。

　そんな見るだけで剣けん吞のんなオーラを放出してるアラキに群衆の一人が気がつく。

「見ろ、刀を持った男が女の子に切りかかってるぞ」

「誰だれか取り押さえろ」

　アラキのコメカミに青い十じゆう字じ架かがはしった。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　アラキは群衆に飛び込んだ。

　総勢三十名くらいの群衆が静かになるのに五秒はいらなかった。

「やってくれたな。虫ケラどもめ」

　アラキは憎ぞう悪おの表情をジルへと向けた。

「生かしては帰さんぞ」

　白衣のポケットから小さなガラス瓶びんを取り出すとその蓋ふたが弾はじけ飛ぶ。

　アラキはガラス瓶の中の液体を日本刀の鍔つばの方から流した。

　きらめく刃やいばを伝わって、液体がしたたり落ちる。

　アラキは空からになった小瓶を投げ捨てると刀を握にぎり締めた。

　液体に塗まみれた刀がさらに反射の度合いを強くした。

「聖せい水すいの濃縮液だ。これでこの刀は聖せい剣けんとなった」

　アラキは目を細めると誇ほこらしげに言った。




「森しん写じや歩ぶ朗ろうの仇かたきは、討うてそうもないわ」

　相手に傷を負わせても、回復能力ですぐに癒いやしてしまう。反対に、こっちはそれほどの力はない。

　そこでジルはあることに気がついた。

　アラキは気がついていない。

　自分は死ぬだろう。だが、うまくいけば相手も道みち連づれにできる。

　ジルは立ち上がった。その場所で直立すると微び動どうだにしない。

「覚かく悟ごができたのか？　いい心がけだ」

　アラキが大地を蹴けった。

　白衣をなびかせて突進してくる。

　百メートルほどの間ま合あいがどんどん縮まって行く。

　あの刀を避よけるつもりはない。ひたすら待つ。

　ギリギリまで引きつけて、一撃。

　その後、自分は刀を避けることができずに切られるだろう。

　だが、相手に多量の出血を伴ともなう傷さえ負わせれば、それで十分だ。勝利の可能性がある。

　ジルは力をチャージし始めた。

　そこでジルは気がついた。

　何もないことに。

　普ふ段だんなら、額ひたいの奥が熱くなってゆくような、あの高ぶりが全く感じられないのだ。力が出ないのだ。

　どういうこと。

　自問する。考えられる可能性はただ一つ。

　数時間前に森しん写じや歩ぶ朗ろうに打たれたワクチンが効力を発したのだった。

　人間になる。それはそれで嬉うれしいことだが時と場合ってのがある。もっともお呼びでないタイミングにやってきてしまったのだ。

「何もこんな時にぃぃぃぃぃ！」

　ジルは叫んだ。

　しかし、そのことで余よ裕ゆうが生まれたのも事実だった。

　ジルは横っ飛びに飛ぶとアラキの刀を避けた。

「これが本当の終わりだ」

　アラキは静止すると刀を思い切り引いた。

　倒れるジルの心臓に突き刺すのだろう。避ける手段はなかった。

　ジルは思わず目を閉じた。

　その瞬しゆん間かんだった。

　バキィィィィ！

　アラキは横から飛び込んできた黒い影に弾はじき飛ばされた。

　校庭を転ころがりながらすっ飛んで行く。

　アラキの手から離れた日本刀がクルクル回転しながら遙はるか上空へ飛ばされていった。




　ジルはゆっくりと目を開いた。

　見覚えのあるマントが目の前にはあった。

「父さん？」

　ジルは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。だが少々違い和わ感かんがある。

　違い和わ感かんの正しよう体たいは体格や、背せ丈たけだった。フロイにしては一回りか二回り小さくなっている。

　謎なぞはすぐに解とけた。

　男が振り返ったのだ。

「ごめん。遅おくれて」

　男は申し訳なさそうにそう言うとぽりぽりと後頭部を搔かいた。

　その時のジルの表情を、どう形容しようか。

　驚きと喜びと困こん惑わくと呆ぼう然ぜんをミキサーに入れてかき混ぜたミックスジュース、そんな表情だった。
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「森しん写じや歩ぶ朗ろうぉぉ」

「話は後だ。まだ終わってない」

　森写歩朗はアラキの手から弾はじき飛ばされ、くるくると回転しながら落下してくる日本刀を摑つかんだ。

　刃やいばの方だった。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　慌あわてて手を放すが、そこは引かなきゃ切れないのが日本刀。傷はない。

　森写歩朗は刀を持ち直した。

　よろめき起き上がるアラキへと目を向ける。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは大地を蹴けった。大切な人を守るため、森写歩朗はアラキのふところに飛び込んでいった。




　グッサリ。

　肉を貫つらぬくいやな感かん触しよくが手に走った。

　アラキの背中から刀の刃先が飛び出した。

「まだだ！」

　アラキは森写歩朗の頭をわし摑づかみにするとそのまま突き飛ばした。

　その胸には深ふか々ぶかと突き刺さる日本刀の存在があった。

　新しん米まい君くんは校庭をゴロゴロ転ころがってジルのところまで帰ってくる。

「ただいま」

　森写歩朗は言った。

「お帰り」

　ジルは思わずそう返した。

「勝ったと思うなよ」

　アラキは血だらけの言葉を吐はき出した。

　両手で刀を摑つかむと一いつ気きに引き抜く。

　投げ捨てられた刀には、ドス黒い血液がべったりと付着し、傷口からは血が噴ふき出した。

「私の回復力なら、なんとか癒いやすことができる。傷が治りしだい貴き様さまなぞ塵ごみ屑くずに代えてやる。相手が吸きゆう血けつ鬼きならば手て加か減げんはせんぞ」

　しかし、アラキの胸から流れ出る血液は止まる気け配はいを見せなかった。

「何な故ぜだ。何故傷が治らない」

「あなたは気がついていなかったの」

　ジルはそう言うと東の空を指さした。

　アラキの目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「朝日だ!!」

　缶かんビールではない。

　東の空から、太陽が頭を覗のぞかせていたのだ。

　太陽の下、アラキとて聖せい水すいに塗まみれた傷を癒すのは不可能だった。

「貴様、知っていたならどうして前もって教えてくれなかったのだ！」

　敵にそんなことを教える奴やつは普通いない。

「ルール違反だぞ！」

　アラキは、死を目前に狼ろう狽ばいしきっていた。

「こんなところで私は終わるのか、こんなところで朽くち果はてるのか？　いや、まだだ。私が死ぬのは全すべての吸きゆう血けつ鬼きを滅ほろぼした後だ……まだ早すぎる」

　アラキは狂きよう人じんじみた表情でジルと森しん写じや歩ぶ朗ろうを睨にらみ付けた。

「一人では死なんぞ。一匹でも多くの吸血鬼を道みち連づれにしてやる」

　アラキは大量の血液をぶちまけた。

「なははははははははははは」

　アラキは笑った。

　アラキの顔にどんどんヒビが入っていく。

　アラキは笑いながら朽くち果はてた。

　朽ち果てたアラキの死体は土へと変化する。

　飯いい波なみ高校校庭の土がちょっと増えた。




「終わった」

「終わったね」

　森写歩朗とジルはどちらからともなく手を握にぎり合あった。

「もし、森写歩朗が注射を打ってなかったら、私はあいつと一いつ緒しよに朝日の下で死んでたかもしれないわ」

「僕の馬ば鹿かな行動もちっとは役に立ったってことか……」

　アハハハと笑ってから森写歩朗はぱたりと倒れた。

「気持ち悪い」

　朝日の下なのだ。

「森写歩朗！」

　ジルは森写歩朗を日ひ陰かげへと引ひき摺ずり込んだ。

「ジ……ル………」

　ぐったりと倒れていたサフィーが顔を上げる。

「姉さん。もう終わったのよ」

　しかし、サフィーは表情を険けわしくして叫んだ。

「早く二人で逃げなさい！」

「え？」

「トナ。今のあんたの耳なら聞こえるはずよ」

　森写歩朗は耳を澄すました。

　様々な声が聞こえてくる。

『何よあ～た。こんな夜に出歩いて』

『お前だってどっか行ってたじゃね～か』

　どっかの夫婦げんかの声だ。

『俺おれは一体、どうしたんだ～♪　どうしてこんな所にいるんだ～♪』

　あれは西にし尾おの歌声だ。

『倉くら地ちさ～～～～ん』

　……………聞きたくもない奴やつの声。

『シュゴォォォォォォォ』

　かすかに聞こえるのは、空気を擦こするような奇き妙みような音だった。

「ミサイルが発射されたのよ」

　サフィーが言った。

「え、だってまだ時間までは」

「あのジジイ。最後の力を振り絞って精神力で引っ張ったのよ！」

　サフィーが吐はき捨てるように言った。

「人間技わざじゃない」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうがかすれた声で呟つぶやいた。

「人間じゃないの！」

　ジルが突っ込んだ。種族は逆になっても黄金ゴールデンコンビは健けん在ざいだった。

「森写歩朗。あなただけなら、なんとか街まちを出られるかもしれないわ」

　ジルは言った。

「早く行って」

　森写歩朗はジルの瞳ひとみを見つめた。

「できないよ」

「やってよ。アタシにはもう飛ぶ力はないの」

　森写歩朗はしばしジルの瞳を見つめてから、唐とう突とつに言った。

「ジル、目をつぶってくれないか？」

「森写歩朗」

　女の子がこんなこと言われた日にゃあぁ一つのことしか想像できない。

　と～～～～ぜん、キスである。

　ジルは一いち応おう、女の子だ。

　つい先ほどまで吸きゆう血けつ鬼きだったけど、今は保証書つきの女の子だった。

　ジルは目を閉じ、お別れのキスを待った。

　これが最後。もう会えない。なんてったって自分は死ぬんだから。

　そう考えると目ま蓋ぶたの裏が涙で曇くもった。

　が、待てど暮くらせど唇くちびるは到とう来らいしなかった。

　唇の代わりに到来したもの。それは………牙きばである。

　ガブ。

　首筋に痛みが走った。

「え??」

　せっかくヒロインチックな陶とう酔すいに浸ひたってたのに。

　ジルは興きようざめしたが、森しん写じや歩ぶ朗ろうの行動も理解できる。街まちの外に出るにしてもエネルギーが足りなかったのだろう。

　ジルはその痛みに耐たえた。

「ごめんな」

「いいよ。どう。味は」

「うん。その、何て言っていいか分かんないけど、うまかったよ。こんなこと言ってる自分が恐こわいけど」

「大丈夫。すぐに慣れるから」

「さて、じゃ、ちょっと待っててくれ」

　待ってて。

　一般的別れの台詞せりふではない。

　ジルはいぶかしげに目を細めた。

「この街から逃げ出すんじゃないの？」

「いいや」

「そのために血を吸ったんじゃないの」

「いいや。僕が血を吸ったのは、向きを変えるためさ」

　森写歩朗はそう呟つぶやくと空を見上げた。

　そして言った。

「ミサイルのね」

　しばしポカンとしていたジルだが、すぐに弾はじかれたように叫んだ。

「無む理りよ。いくら吸きゆう血けつ鬼きだって昼間にそんな念ねん動どう力りきは出せないわ！」

「手で変える」

「え？」

「ミサイルが落ちてきたら空中で受けとめて、ひっくり返して向きを変える」

　幼稚園児的安あん直ちよくな発想だった。

「無む茶ちやよ」

「無茶は承しよう知ちだ」

　森写歩朗はピシャリと言った。

「でもな、僕の脳味噌で考えられるのはそれしかないんだ」

　森写歩朗はゆっくと息を吐はき出した。

「誰だれかを犠ぎ牲せいにして何かを得るってのは、世界では必要なことかもしれないけど僕は嫌いやなんだ。だから……」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは空を見上げた。

　新人吸きゆう血けつ鬼きの耳がミサイルの音を捉とらえたのだ。

「だから行くんだ。ジル」

　森写歩朗は、最後にジルに笑顔を向けた。

「人間になっておめでとう。これで胸張って教会行けるね」

「森写歩朗」

「じゃな、ジル」

　森写歩朗は勢いよく大地を蹴けった。




　照りつける朝日が、こんなに気持ち悪いものだと知らなかった。

　それでも森写歩朗は頑がん張ばった。

　人間になったジルの血液という最高のハイオクガソリンでエンジンをフル活動させる。

「やっぱり三みつ石いしちゃんとは味が違うんだよな。より高級って言うか、洗せん練れんされてるって言うか」

　グルメなお話は中断された。

　森写歩朗の予想していたミサイルというものとは少々形態が違っていたが、それらしきものが突っ込んでくるのが見えたからだ。

　ここまで来たら恐こわいなんていってる場合じゃない。

　森写歩朗はミサイルの側面にへばりついた。

「うぅぅぅぅぅ」

　森写歩朗は思い切りきばった。

　変化はなかった。

　雲を突き抜け、眼下に、飯いい波なみ市の町並みが見えてくる。

「くそったれが」

　森写歩朗は手がかりにするため、右みぎ拳こぶしを壁かべ板いたに叩たたき付ける。

　右拳は壁板にめり込んだ。

「よっしゃ」

　森写歩朗は全すべての力を振り絞しぼった。

　全ての精神力を振り絞った。

「こなくそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　まるでかけ声に呼こ応おうするかのように、ミサイルは反転する。

　奇き跡せきとしかいいようがなかった。

　実際奇跡だった。

　今度は上昇して行くミサイルにへばりつきながら森しん写じや歩ぶ朗ろうは大きく息を吐はき出した。

　一つの偉い業ぎようを成なし遂とげた、男の顔だった。

　ピタリ。

　不ふ意いにそれまで花火の発射口みたく炎ほのおを噴ふき出していたミサイルの尻しりが沈ちん黙もくした。

　男の顔にハテナマークが浮かんだ。

　上昇していたミサイルが静止するのに、さほど時間はかからなかった。

　次にどうなるかなど、必死に考えなくとも答えは出ている。

　ニュートンは、リンゴの落ちるのを見て引力というものに気がついたそうだ。

　花はな丸まる森写歩朗は、ミサイルが落下し始めるのを見て、引力というものを再認識した。

　常識的に考えれば、推進力がなくなれば落下するのは当たり前の話である。

　なけなしの力で踏ふん張ばるが、ここまでやってきたのが奇き跡せきの集合体のようなもの。すでにミサイルをどうこうできる力はいくら絞しぼっても出てこなかった。

「ここまで頑がん張ばったのに」

　どうしようもない不快感が体内をかけ巡めぐる中、森写歩朗は暗あん澹たんたる気持ちでそう吐き出した。

　きっと下げ界かいじゃ空を見上げて、踊おどり狂くるってるはずだ。森写歩朗がやってくれたって。ここで僕が失敗したら、後でぶん殴なぐられるかもしれないじゃないか。

　失敗してもぶん殴られることはないだろう、皆いなくなるのだから。

　そんな簡単なことも森写歩朗の空から回まわり脳味噌では理解できなかった。




「うっしゃぁぁぁぁぁぁぁ。いい感じだぞ」

　世界のどこかで辰たつ太た郎ろうは拳こぶしを固めた。

　このまま計算通りいけば、ミサイルはＷＨＯ保有の人工衛星へと突っ込む。

「あれ？」

　固めたグーが緩ゆるんだ。チョキに負けてしまうほどに。

　不意にミサイルが軌き道どうを外はずれたからだった。

　おそらく何かの故障で推力不足になったのだろう。どんどん高度を下げていく。

「ちくしょ～～～やっぱり保証期限が切れてたか」

　辰太郎は舌した打うちした。

「このままだと、ミサイルはどこに落ちる？」

　素す早ばやくモニターをチェックする。

　群ぐん馬まか……。

　辰太郎は群馬県民に心の中で謝罪した。

　皆さん。ごめんなさい。悪いのはミサイルです。恨うらむんならミサイルを恨んでください。

　ピッ。

　とモニターが警告音を発した。

　こちらから撃ったミサイルの軌き道どう上に別のミサイルが写し出されたのだった。

　辰たつ太た郎ろうの緩ゆるんだグーが再び固められた。

「おぉ、ありがたい。あれさえぶつかってくれれば」




　時を同じくして森しん写じや歩ぶ朗ろうも同じ台詞せりふを吐はき出した。

「おぉ、ありがたい。あれさえぶつかってくれれば」

　はるか向こうからこちらに向けて飛んでくるミサイルを確認したからだ。

　あれとぶつかってくれれば、街まちに落下することはない。

　でも一体誰だれがあんなミサイルを……。

　父、辰太郎の言葉が思い出された。

「まさかね」

　ちょっと恐おそろしくなって苦笑した。

　とにかく…これで問題は解決された。

　後はこのミサイルから離れるだけ。

　森写歩朗はうんうんと唸うなった。

　そして深しん刻こくな事態に直面した。

「う～～～～～～む」

　森写歩朗は限りなく真しん剣けんな表情で呟つぶやいた。

「手がぬけん」

　シンプルだが、これでもかってくらいに致ち命めい的てきな問題だった。




　ひゅ～～～～～～～～～～ん。

　二つのミサイルはどんどんその距離を縮めて行き。

　チュドォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！

　巨大な爆発が起こった。













　　最終章　僕の血を吸わないで







「おぎゃあおぎゃあおぎゃあ」

　隣となりの部屋から、赤ん坊の泣き声が聞こえた。

　二は十た歳ち前後の金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性は立ち上がると、自室を出た。

　ベビーケーブの中で赤ん坊が泣きじゃくっていた。

「よしよし、花はなちゃん。どうしたの」

　赤ん坊を抱きかかえた女性は、おしめだということに気がついた。

「ちょっと待っててね」

　手慣れた様子でおしめを替かえる。幸いにバイオハザードではない。

「良かったね。気持ち良くなったでしょ」

　女性は赤ん坊を抱き上げると頰ほおを擦すり寄せた。

「ああばあばばっばば」

　しばらくヨダレ混じりの言葉を吐はき出していた赤ん坊だったが、唐とう突とつに一つの単語が飛び出した。

「ママ」

「あのねぇ」

　女性は苦笑した。

「残念だけどママはパパとお出かけでしょ。アタシはジル姉さん。覚えられないかな」

　女性、いやジルが赤ん坊をあやしていると玄関が開かれる音が聞こえた。

「ただいまぁ」

　男の声だ。

「お、ジルさん。悪いな。いつもいつも」

　背広にネクタイという珍めずらしく真面まともな格かつ好こうをした辰たつ太た郎ろうが顔を出す。

「お帰りなさい。ダディー。オペラどうだった」

「いや、俺おれはよく見てなかったから、詳くわしいことはクラレンスに聞いてくれ」

　辰太郎の後から入ってきた背の高い女性は、ジルへと歩み寄った。

「悪いわね。毎回毎回」

「で、どうだったの。オペラ」

「なかなか面白かったわ。よくあるラブストーリーだけど。死んだと思ってた恋こい人びとを待ち続けていた女性が、数年後再会するっていう」

　クラレンスはジルから受け取った花はなをのぞき込んだ。

「元気にしてた。花」
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「さっきママって言われちゃった」

「仕方ないわ。あの人だってママって言われてるもの」

　クラレンスは辰たつ太た郎ろうを横目で見て笑った。

「さて、風ふ呂ろにでも入るか。どうだ、クラレンス。たまには一いつ緒しよに」

「馬ば鹿かは寝言で言って。私はもう眠るわ。花と一緒に」

　クラレンスはそっけなく言った。

「冷たいなぁ」

　辰太郎はぶつくさ呟つぶやきながら風呂場へと向かって行く。

　クラレンスはジルに目を向けた。

「本当にありがとね。またお礼するから」

「あの、一つだけ、聞いてもいいかな」

「いいわよ。何？」

　ジルはおずおずと切り出した。

「今、幸せ」

「どうしたの急に」

「いや、そのちょっと」

　クラレンスはフフと笑った。

「幸せよ。自分の選択は間違ってなかったって思うわ」

「そうよね。好きな人と結ばれたんだもんね」

「う～～～んって言うか」

　クラレンスは苦笑しながら、

「何か、気がついたら強ごう引いんに連れてこられてたって気もするけど」

「はは、それは言えるかも」

　ジルは乾かわいた笑いを響かせた。

「じゃぁ、おやすみ」

　部屋を出ようとするジルをクラレンスは呼び止めた。

「ジルコニア」

「何」

　振り返ったジルに、クラレンスは優やさしい口調で言った。

「彼のことだわ。きっと生きてる」

　ジルは無言で立ち尽くしていたが、やがてニッコリと笑った。

「そうね」

　ジルは部屋を後にした。




　自室へ戻る。かつては森しん写じや歩ぶ朗ろうが眠っていたベッドを横切って窓へと近寄った。

　三千五百円の夜景が広がっている。三年前よりは戸数も増えた。だから値段も上がっている。

　ジルは新鮮な空気を入れるために窓を開けた。

　九月に入ったばかりの夜はまだまだむし暑かったが、アパートの八階ともなれば涼すずしい風が吹いている。

　ジルは月明りに照らされる町並みを見つめながらもの思いにふけった。




　森写歩朗。あの日からもう三年が経たったね。森写歩朗は知らないかもしれないけど、いろんなことがあったんだよ。あの後、ダディーがなんとクラレンスさんを連れて帰ってきたんだよ。クラレンスさんは、最後のワクチンを使って、人間になって、ダディーの奥さんとして一人娘を育ててるんだよ。姉さんは美少年を探して旅に出たまま帰ってこない。漆うるし野の刑事は長なが野の県警でがんばってるみたい。ピーマンの人は、日本食屋で修しゆ業ぎようして、三カ月前に飯いい波なみ市に店を出したんだよ。アタシも夏休みはずっとそこでアルバイトしてた。倉くら地ちさんは、千葉の大学に進学して相変わらずみたい。前に一度来た手紙には張り合いがなくて退たい屈くつだって書いてあった。三みつ石いしちゃんは、ＴＶ局に入社したんだよ。夏休みに会ったけど、全然変わってないよ。顔も性格も。ダビンチさんは引いん退たいしてノルウェーで隠いん居きよ生活、スッグルナックさんはまたお医者さんを始めたみたい。この間、一度話した時に教えてくれたわ。ブラックウイナーが消滅したことを。もともとＷＨＯも潰つぶすチャンスを狙ねらってたみたい。ＷＨＯとしては吸きゆう血けつ鬼きによる世界滅めつ亡ぼうの危険はないって判断したみたい。

　それから私は、あの後、高校一年生から入ったの。だから今、三年生。ダディーはお金出してくれるって言うけど、大学へ行くつもりはないの。しばらくはピーマンの人のお店で働く。この街まちを離れるつもりはないわ。森しん写じや歩ぶ朗ろうがいつ帰ってきてもいいように。




「森写歩朗」

　ジルは鼻をすすり上げた。

「どこにいるの？」

　ジルはそこで不ふ意いに目を凝こらした。

　何か飛んでくる。それもすごいスピードで。

　闇やみ夜よのカラスとはよく言ったもので暗闇の中その黒い物体は全容を表し切っていなかった。

　何かしら？

　ジルは二、三度目を擦こすると再び窓の外へ目をやった。

　そいつはすぐ目の前まで来ていた。

　叫び声を上げる暇ひまもなく、当然逃げる暇もない。

　ドカァァァァァン。

　ジルは窓から飛び込んできた謎なぞの物体と見事に正面衝しよう突とつをしたのだった。

　避さけられない事故（？）だった。

　ジルはデジャブを覚えた。

　あの時とは逆のデジャブ。

　そしてそれは間違いではなかった。

　むっくりと顔を上げたそいつは、三年前と全く変わらない柔にゆう和わな顔を綻ほころばせた。

「今晩は」

「森写歩朗！」

　ジルは驚きよりも早く、その体を抱きしめていた。

「え？？？」

　森写歩朗はしばし目をぱちくりさせてから、慌あわててジルを引き離した。

　しげしげとジルの顔を見つめる。

「もしかして、ジル？」

「どうしたの。森写歩朗。私が分からないの？」

「いや、しばらく見ないうちに雰ふん囲い気き変わったから」

「しばらくって、あれからもう三年が経たってるのよ」

「何だって」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは驚いた。

「やっぱ大西洋って広いんだ」

　一人、しみじみと納なつ得とくする。

「お帰り、森写歩朗。私ずっと待ってた」

　再びギュッと抱きしめられて、森写歩朗は青白い顔を染めた。

　理由は単純である。

　三年前とは比べものにならないほどジルの要所要所が発達していたからだった。

　しばしまんざらでもない顔をしていた森写歩朗だが、弾はじかれたようにジルの肩を摑つかんだ。

「こんなことやってる場合じゃないんだジル。頼みがある」

　森写歩朗は切せつ羽ぱ詰つまった声を出した。

「僕をかくまってくれ。追われてるんだ」

　ジルは息を飲んだ。

「え、じゃあブラックウイナーはまだ消滅してなかったのね」

「ブラックウイナー。何のことだよ」

　森写歩朗はキョトンとしている。

「だって、追われてるんでしょ」

「ああ、でもブラックウイナーだなんて誰だれが言ったんだよ」

　ブラックウイナーじゃないとしたら、他ほかに吸きゆう血けつ鬼きを追いかけ回す人物など思い浮かばない。

「じゃあ、誰が追いかけてるの」

「サフィーちゃんと倉くら地ちさんと三みつ石いしちゃんだ」

　聞き慣れた名前の登場に、ジルはポカンとした。

「どういうこと」

「つまりね、どっか訳の分かんない国をうろついてた時にサフィーちゃんに会ってね、世界一周美少年捜さがしの旅に無む理り矢や理り同行させられそうになったから逃げ出して、二、三日前に日本にたどりついた所を偶ぐう然ぜんに倉地さんに見つかってね。あんたの調教が終わってないから私を吸血鬼にしてくれって迫せまられたから逃げ出してね、なんとか長なが野の県までやってきたら三石ちゃんと鉢はち合あわせになって、なんでも世界初の吸血鬼コメディアンとして僕を売り出すから一いつ緒しよに来てって迫られたから逃げ出してね」

「なるほど」

　吸血鬼、森写歩朗がひーひー言って逃げまわっている光景を想像するのはたやすかった。

「というわけで追われてるんだよ」

「そういうことだったのね」

「そういうことなんだよ。な、匿かくまってくれるだろ」

　ジルはフフと笑った。

「いいに決まってるじゃない。ここは森しん写じや歩ぶ朗ろうの家なんだから」

「ありがたい。じゃ、今度は僕がクローゼットで眠るか…………」

　ピンポーン。ピンポーン。

　インターホーンが激しく鳴らされた。

「やば、あの声は倉くら地ちさんだな」

　森写歩朗は慌あわてて窓のさんへ足をかけた。

「それじゃジル。また来るよ」

　飛び立とうとする森写歩朗をジルは慌てて呼び止めた。

「待って森写歩朗。私も行く」

　ジルの申し出に森写歩朗は苦笑した。

「気持ちはありがたいけどね。僕まだ、そんなに強くないんだ。人を背せ負おって長く飛べるほどに」

　ジルは首を横に振った。

「安心して、私自分で飛ぶから」

「………ジル。飛べるの？」

「飛べるわけないじゃない。どこの世界に空を飛べる人間がいるのよ」

　早口に言うとジルはそこで口調を穏おだやかなものに変えた。

「でもあなたが協力してくれれば、飛べるようになる」

　その言葉の意味が分からないほど、森写歩朗は馬ば鹿かではない。

「でもな……」

「お願い。森写歩朗。私はあなたと一いつ緒しよにいたいの」

　面と向かってこう言われたら、男は赤面するしかないのだ。

　森写歩朗はしばし考えた。

　しばし考えた後、囁ささやくようにして言った。

「………いいよ」

　森写歩朗はニッコリと笑った。

「ジルがそれでいいって言うんなら」

「本当に？」

「ああ」

　喜ぶジル、だがそんなジルに森写歩朗は少しだけ険けわしくした表情を向けた。

「ただし、一つだけ約束して欲しいんだ」

「何」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは、ぽりぽりと鼻の頭を搔かいた。

「もし、ジルが吸きゆう血けつ鬼きになったら」

「私が吸血鬼になったら？」

　ジルが聞き返す。

　窓からは月明りが差し込み、二人の横顔を照らしていた。

　鳴り響いていたインタホーンも消えていた。

　ただ、風の音だけが、二人の鼓こ膜まくを揺ゆすった。

　森写歩朗は、しばらく視線を泳がせてから、ジルを見つめた。

　軽く息を吸い込むと、穏おだやかに、しかしはっきりとした口調で言った。

「僕の血を……………吸わないで」





完　　　　　　　　



[image: ]










　　　あとがき




　あれは、年末日本に帰った時のことでした。

　僕は新宿のとあるラーメン屋で担当さんと一いつ緒しよにラーメンを食べてました。

　僕がざるラーメン。担当さんがチャルメラでした。

「やっぱりね、終わらせ方は三パターンだと思うんですよ」

　ざるソバみたいなラーメンを頰ほお張ばりながらお行ぎよう儀ぎ悪く僕は言いました。


　パタ～ン①　ジルが人間になって二人で幸せに生きる。

　パタ～ン②　森しん写じや歩ぶ朗ろうが吸きゆう血けつ鬼きとなって二人で幸せに生きる。

　パタ～ン③　戦いはまだ始まったばかりだって夕日を見つめて終わる。



　担当さんはしばらく考えてから口を開きました。

「ジルが人間になって森写歩朗が吸血鬼になっちゃうってのはどうかな」

「なるほど、パターン④ですね」

　あれから数カ月後、僕は自宅であみだクジをやりました。

　あみだクジってとこはさすがに冗じよう談だんですが、ラーメン屋での出来事は事実です。

　ああ、担当さんって偉い大だいだな。

　いつも思ってますが今回も再認識しました。




　何はともあれ、終わりました。

　身み内うちから寄せられる数多の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようにめげて、

「チクショー！　引いん退たいしてやるぅぅぅ！」

　──って叫んで寝込んだこともあったっけ。

　よく考えたら、まだ何も始まってもいないのに引退とは言えないか。




　それはさておき、いろんな人にありがとうを言わなきゃいけません。

　毎回、素す晴ばらしい絵を描いてくれた宮須弥さん。

　毎回間違いだらけの原稿をチェックしてくれた担当さん。苦労をかけました。

　毎回快く名前を無む断だん拝はい借しやくさせてくれた人々。怒らないでください。

　そして、未み熟じゆくな僕の作品を読み続けてくれた方々。

　いろんな人にありがとうを言います。

　それじゃ言います。

　ありがとね

　それでは、また機会があったら会いましょう。


阿智　太郎






　日本で数人にしか分からない追伸

　答えは①










　巻末おまけ小説『Ｙの自爆』　　　　　　　　　著／矢上 裕






「『僕の血』を終わらせないでーっ！」

　その日、メディアワークス第２編集部には、殺気だったファンが続々と押し寄せていた。

「もはやこれまでか……」

　説得をあきらめた編集長が床下に埋め込まれたＹＷＣＡ会館自爆装置の起動を決意したその時、一人の男がさっそうと姿を現した。

「みんな！　これを読んで元気を出すんだ!!」

　男はお笑い漫画家、矢上裕だった。そして、その右手は一冊の本を高く掲げていた。

『住めば都のコスモス荘』税抜き[image: ごひゃくごじゅう]円。

　編集部を埋め尽くした群集から、一斉に怒号が発せられた。

「てめえ、バカ漫画家の矢上裕だな!?」

「こんな時に宣伝なんて、無神経にもほどがあるわ!!」

　だが、臆することなく、矢上裕はその本をさらに高く突き出した。

「よく見るんだ!!　これは阿智さんの新作なんだぞ!!」

　時が止まった。

　全員が改めてその本を凝視した。




　表紙には確かに『阿智太郎』の名が刻み込まれている。

　実はこの暴動を予期していた天才作家阿智太郎は、『僕の血』の完結よりも先に別の新シリーズを用意するという離れ業をやってのけていたのだ。

　突然知らされた奇跡に言葉が出ない群集。

　その内側へと歩を進めながら、矢上裕は付け加えた。

「もちろん、みんなの気持ちもよくわかるさ……………………僕だって、ファンの一人なのだから」

「!!」

　ほとんど知られてはいないが、矢上裕が『僕の血』ファンであることは紛れもない事実だった。

　阿智太郎一流の、油断も隙もない軽快なギャグ。

　イラストレーター宮須弥ならではの、どこまでも純真で愛らしい数々のイラスト。

　森写歩朗、ジル、倉地、三石、辰太郎…………一見お気楽極楽なすべての登場人物たちの、その根底に流れる深い友情、そして愛情。

　それら全てに心を奪われた矢上裕は、特に完結篇にいたっては書店に並ぶ日を待つこともできず、編集部に届いた原稿を無理矢理コピーして持ち帰るほどの『僕の血』マニアなのである。

「だが」

　矢上裕は群集の中央で足を止めた。

「完結したからといって、寂しがることはない。あの愛すべき世界は、この胸の中で永久に生き続けるのだ。それに何よりも……」

　一語一語を確かめるように力強く言った。

「阿智さんの歴史は、まだ始まったばかりじゃないかッ!!」

　大歓声が湧き起こった。

　感涙に抱き合う者の姿もあった。

　笑顔を取り戻し、互いを祝福しあいながら、すべてのファンが新作『住めば都のコスモス荘』を手にとった。

　新たな歴史への記念すべき第一歩だった。

　しかし、その表紙にはこうも書かれていた。

『イラスト★矢上裕』

「てめえ、やっぱり宣伝じゃねえか！」

　新たな暴動が起きた。


完　　
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。恐竜と妖怪と共に歩んだお子様時代を乗り越え、怒濤の高校演劇の世界に足を踏み入れて見事に踏み外す。１９９７年第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。新シリーズ『住めば都のコスモス荘』も絶好調。イギリス在住。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。『電撃コミックガオ！』誌上に「悠久幻想曲2nd Album」を掲載。ほかに『女神天国』（メディアワークス刊）がある。
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僕ぼくの血ちを吸すわないで⑤




アクシデントはマキシマム








阿あ智ち太た郎ろう
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